



























































月と闇の戦記[image: 三]




神様はしらんぷり。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　目次








第一章　肉食兎の哀愁

第二章　雷神たちの高揚

第三章　少女の恐怖

第四章　死者たちの戦意



エピローグ

あとがき


































　現実がもし意識を持っていたとしたら、彼は漠ばく然ぜんとした不安を感じたことだろう。あるいは肉体を持っていたとしたら、痛みにのたうち回っていたかもしれない。

　いま、法ほう印いん美み和わが現実を切り裂さき、異質な現実を差しこんだ。

　その一方で、現実を搔かき乱そうとしている者たちがいる。

　迷めい惑わくな話だった。

　その現実を搔き乱す試みがされている場所では、空気も揺ゆらいでいる。

　重くねっとりした空気が。

　その重い空気のなかで、調子外れの『夏は来ぬ』が奏かなでられていた。

　曲はすぐ終わった。

　リコーダーを吹ふいていた村むら西にし結ゆ宇うは小首をかしげ、やがて意を決したようにふたたび『夏は来ぬ』を吹きはじめた。

　たぶん、ほかに曲を知らないんだろうな、と菊きく名な隆たか生おは思った。

　最初に比べれば、結宇の演奏はずいぶん上達していた。緊きん張ちようがほぐれたのかもしれない。決して聞き惚ほれてしまうほどではないが、彼女は天才演奏家ではなく、ただ学校で音楽の授業を受けたことのある普ふ通つうの中学生なのだ。美しい演奏を期待するのは無理というものだろう。

　伊い勢せ楓かえでは目を瞑つむり、口のなかでなにやら呟つぶやいていた。耳を澄すましてみたが、どうしても聞き取れない。

　ふとツユネブリの様子が目に入る。

　つぶらな瞳ひとみでじっと隆生を見み据すえていて、兎うさぎは静かにしていた。だが、その毛皮はむくむくと動いている。

　隆生は恐きよう怖ふとともに兎を見つめた。

　さっきよりツユネブリの姿が大きく見える。近づいたせいかな、と常識的に考えてみたが、距きよ離りは変わっていない。

　こんなことがあるわけない、目の錯さつ覚かくだ──そんな思いが胸の内に湧わきあがる。

　だが、ツユネブリは首を横に振ふった。

　その仕草はあまりにも人間的すぎて、隆生の期待を微み塵じんに打ち砕くだく。

　さらに、追い打ちが必要だとでも考えたのか、兎の唇くちびるが動いた。「わたしの封ふう印いんが解かれようとしているんですよ」

　それはたしかに以前一度だけ耳にしたことのある声だった。

　いまここで、隆生のよく知らない、それでいてどこか懐なつかしい現象が起こりつつある。

　それを引き起こしたのは楓と彼女の兄、伊勢滋しげ也やだ。

　畏い怖ふの念に打たれつつ、隆生は楓に視線を移した。

　彼女はお経きようだか祝詞のりとだかほかのなにかだかを唱えている。

　ツユネブリはすでにゴールデン・レトリバーの成犬ぐらいの大きさになっていた。

　もうすぐ、ツユネブリの身体からだは楓に接せつ触しよくするだろう。

　まさかとは思うが、楓はツユネブリの異変に気づいていないのだろうか？

　そんなはずはない。

　しかし、端たん然ぜんと坐すわる楓の姿は、一心不乱に笛を吹く結宇と五十歩百歩。つまり、まるで気づいていないように見えた。

　そうしているあいだも兎は巨きよ大だい化をつづけた。

　楓の膝ひざに白い毛皮が触ふれようとするすんぜん、ツユネブリは位置をずらした。

　どこまで大きくなるのだろう。もうすでに家庭で飼うことのできる動物のリミットを超こえているように見えた。こんなに大おお柄がらのペットを飼うには、行政の許可がいるのではないだろうか。

　隆生はふるえた。

　ツユネブリがどこまで大きくなるのかはわからない。だが、このままで行くと床ゆかが抜ぬけてしまいそうだ。下手をすると壁かべや天てん井じようをぶち破るところまで行くかもしれない。

　アパートが崩ほう壊かいし、そのなかから建物の残ざん骸がいをふかふかした毛皮にまとわりつかせた巨大兎が現われるさまがまざまざと頭に浮うかんだ。

　その前に逃にげるだけの分別は持ち合わせているが、このアパートを壊こわされてはなんにもならない。近所へのきこえも悪いし、下手をすると、損害賠ばい償しようを請せい求きゆうされるかもしれない。

　待てよ、なぜ隆生が払はらわなければいけないのだ。滋也たちが払うべきではないのか。

　と、そんな現実的なことを考えているあいだにも、ツユネブリはやはりその肉体を巨大化させつづけた。

「あの……」隆生はおずおずと楓に声をかけた。

「黙だまって」楓は眉み間けんに皺しわを寄せて叱しつ責せきした。

「いや、邪じや魔まする気はないんだけれど……」

「その気がなくても、邪魔している」楓は決めつけた。

　そういわれると、黙るほかない。

「ツユネブリのことなら心配要いらない」楓は厳おごそかにいった。「本来の姿を取り戻もどしているだけだから」

「そうかな？」隆生は疑問を呈ていした。

　観光牧場のポニーぐらいになっていた。室内で飼うには、無理がある。

　楓はちらっと、ツユネブリを見た。

「たしかに暑苦しくてたまらないわね」楓はまったく動じたふうもなく、兎うさぎに命じた。「いまのうちに出ていって」

「なんという情けないお言葉」兎が嘆なげいた。「久しぶりの会話の最初の一言が『出ていけ』ですか。しかも、暑苦しいという理由で。たしかにいままでずっと一いつ緒しよにいたとはいえ、いままでわたしゃ喋しやべることができなかったのですよ。いわば再会したのです。その第一声がいきなり『暑苦しいから、出ていけ』。なんとまぁ、心温まる歓かん迎げいでしょう。もっと相応ふさわしいことばがあるのではございませんかねぇ」

　楓は眉まゆ根ねの皺をさらに深くして、「うるさい」

「二言目は『うるさい』ですか。はいはい、わかりました」ツユネブリはのそのそと動き出した。巨体ゆえに動きが鈍にぶいというより、ただ単に不満を態度で表わしているだけのようだ。

　楓はぶつぶついうのをやめて立ちあがった。右手を伸のばす。つぎの瞬しゆん間かん、右手に弓を握にぎっていた。

　隆生は不思議に思わなかった。たしかに楓は異能の持ち主だ。たぶん、滋也も。儀ぎ式しきによって神を自分の身におろしたのだ。

「ええと、きみはきみのままなのか？」隆生は楓に訊きいた。

「どういうこと？」

「つまり、神さまがおりているんだろう。きみは伊勢楓なのか、それとも……」

「ああ、そんなこと、考えもしなかった。あたしはあたしよ」

　その様子からは、人格が変わったようには見えなかった。だが、雰ふん囲い気きには微び妙みような変化がある。その僅わずかな差異に、隆生は圧あつ倒とうされそうになるのを感じた。

「よし、儀式は完かん了りよう」楓は弓の弦つるをびょうと鳴らして頷うなずくと、ツユネブリに非難の眼まな差ざしを向けた。「あんた、まだいたの？」

「わたしにしても、こんなところさっさとおさらばして外の空気を吸いたいんですがね、扉とびらが小さすぎて通ることが叶かないません」

「またちっちゃくなったらいいじゃないの」とこともなげにいう。

「そんな器用なことができるものですか」それが可能なら、ツユネブリは唇くちびるを尖とがらせただろう。

「やりかたを教えていただければ、試ためしてみますがね」

「なぜできないのよ」楓は詰なじった。「さっきまでちっちゃかったじゃない」

「嘆かわしい。あなたさままでそのような戯ざれ言ごとをおっしゃるとは」ツユネブリは嘆たん息そくした。「好きで小さかったわけでも、愚おろかだったわけでもありません。現実に抑おさえられていただけです。重しがとれたから元に戻ったまでですよ」

　楓は隆生を見た。

　ツユネブリも隆生を見た。

　結宇も隆生を見た。

「ええと、なんだよ」わけがわからず隆生はいった。

「さあ」結宇が首を傾かしげた。どうやら彼女は理由はわからないままに、楓とツユネブリに倣ならっただけらしい。

「わたしが小さくなったら、変じゃありませんかね」とツユネブリ。

「べつに」と隆生はこたえた。もちろん、ツユネブリが小さくなるのは変だが、それをいうなら大きくなったり喋ったりすることがそもそも変なのだ。いまさら大きさを変えることぐらい、たいして奇き妙みようなことではない。

「でも、小さくなれません」と兎は溜ため息いきをついた。

「だから？」ますますわけがわからない。それだけではなく理り不ふ尽じんな気がした。自分が非難されているような気がしたのだ。

「ほら、このように」ツユネブリは隆生を無視して楓に説明した。「このかたは力をお与あたえになることなどできないのですよ。重しを取り除くだけなのです」

「なんだかよくわからないが……」と隆生。

「あたしにもよくわからない」と楓。

「それをきいてほっとしたよ」隆生はいった。

「ともかく」楓は肩かたを怒いからせ、兎にむかって、「あんたは小さくなれないのね？」

「はあ。いまどきの言葉ではダウンサイジングってやつですか。不可能です」

「あら、ずいぶんしゃれた言葉を知っているじゃない」険しい表情のまま、楓はいった。

「そりゃ、わたしにゃ耳がありますからね。それもとりわけ大きいのが」兎は自じ慢まんげに耳を動かした。

「そんなことはどうでもいい」楓は人差し指を唇に当てて、束つかの間ま、考えた。「あんた、バラバラにされても生きていける？　あとでくっつけたら、もとに戻もどる？」

「よくもまぁ、おそろしいことを考えつくものですな」ツユネブリは悲しげに、「わかりませんが、お願いですから試そうなんて思わないでくださいよ。自信がありません」

　そのとき、ドアが勢いよく開いた。

　コンだった。

「いったい、なにをしたんだい!?」そう怒ど鳴なりながら駆かけこもうとしたが、ツユネブリの姿を目にしてぎょっとしたように足を止めた。「化け物……」

「はい、化け物です。初めましてではありませんが」ツユネブリはすくなくとも表面的には傷ついた様子を見せなかった。もっとも、隆生は兎の表情を読むのに慣れていないから、見過ごしただけかもしれないが。

「あ、でも、可愛かわいらしいです」それまで黙だまっていた結宇がいった。

「ありがとうございます。わたしゃ、褒ほめられることが滅めつ多たにないもので、嬉うれしゅうございますよ。とくに可愛いといっていただけたのは……」

「喋しやべると、あまり可愛くないです」結宇は指し摘てきした。

「正直なお嬢じようさんだ」ツユネブリの口調は哀あい愁しゆうを帯びていた。

「そんなことより」コンはじれったげに、「わたしら、どうしてこんなにはっきりした形をしているのさ。身体からだが重くてしかたないよ。いまなら水でも飲めそうだよ。どうせあんたらがろくでもないことをしでかしたんだろう!?　そうに決まっているんだ」

　どう説明したものかな──隆生は思った──いや、おれに説明する義務があるのか？

　沈ちん黙もくを破ったのは遠えん雷らいだった。いや、雷かみなりであるはずがなかった。空は晴れているし、雷は地面を揺ゆらさない。

　なにかが爆ばく発はつしたのだ。

「急がなきゃ」楓が焦しよう燥そうの面おも持もちでドアとツユネブリを交こう互ごに見た。

「あの……」結宇がなにかを指した。

　その指差す方向を隆生は目で追った。

　そこには窓があった。大きな窓だ。ドアに比べれば高さはないが、横よこ幅はばは二倍近くありそうだった。

「たしかにそこからなら出ることが叶かなうかもしれませんね」ツユネブリも賛成した。「たいして硬かたくもないようです。ぶち壊こわしてもいいですか？」

「だめだっ」隆生は慌あわてていった。「ちゃんと開けるから」

　しかし、生あい憎にくなことに観音開きではなく、スライド式の窓だ。開けるだけではだめで、サッシから窓を外さなければ、幅が確保できない。

「あんたの出番よ」と楓は隆生に指示する。

「いわれなくても」

　窓から巨きよ大だい兎が這はい出るところを目もく撃げきされれば、ただでさえ低いグリーン・ハイツの評判は地に落ちるだろう。だが、破は壊かいされるよりはましだった。

　隆生が窓を外すと、ツユネブリは頭からつっこんだ。

　ひっかかる。

「やっぱりバラバラにするのを試ためしてみたほうがいいんじゃない？」じたばた動くツユネブリの後ろ脚あしにむかって、楓が呆あきれたようにいった。

「お断りです。そんなことするぐらいなら、わたしゃこのまま窓まど枠わくにはさまって、世界が終わるのを眺ながめています。なかなか粋いきじゃございませんか」

「手伝って」呆れたように楓がいい、ツユネブリの尻しりを押しはじめた。

　隆生と結宇も手を貸す。

「わたしは嫌いやだよ」コンは腕うで組ぐみをして、立っていた。

　どのみち、四人では多すぎるので、たいした問題ではなかった。

　ようやく、ツユネブリを外に押し出すことに成功する。

「こんなことなら、最初から外でやればよかった」

　楓がいうと、窓から兎うさぎが顔を覗のぞかせた。「段取りが悪いのはいまに始まったことではないではありませんか」

「やかましい。そこでじっとしていてよ」楓はふたりを振ふり返り、「あたしたちも早く行こう」

「ええと、どこへ？」警けい戒かいしつつ、隆生は尋たずねた。どこかへ連れていかれるのはうんざりだった。
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「近所よ。いま、あいつ……兄がいるところ」

　ふたたび爆発音がした。

「はあ、あのかたのところへお客さまがいらしてますな」と巨大兎。「しかし、放ほうっておいても差し支えありませんでしょう」

「だれもあいつの心配はしていないわ」楓は窓枠を乗り越こえながらいった。

「すると、お客さまがたのご心配を？」ツユネブリは不思議そうに、「なぜそんなことをなさっているのです」

「どちらの心配でもない」と楓。「昔とちがうのよ。家がみっちり建っているの。野原じゃない。無関係の人間が死ぬわ」

「なるほど」ツユネブリはからかうように、「相変わらずつまらないことに気をお回しになる」

「あんたたちって、ほんとうに似ているのね」嫌けん悪お感かんも露あらわに楓はいった。

「なにがですか？　まさか性格が、とおっしゃりたいんですか？」

「いくらなんでも、姿形がそっくりって思うわけないじゃない」と楓。「わたしは眼もいいのよ」

「それはちがいますよ」ツユネブリは心外そうに、「いえ、あなたさまが眼だけはおよろしいのは存じておりますが。あのかたはわたしなどよりずっと酔すい狂きようでございまして」

「それは認めるけど、話している暇ひま、ないの」楓は隆生たちに呼びかけた。「なにしているの、あんたたち、とっととこっちへ来なさい」

「ひとつだけ約束してくれ」隆生は告げた。「前から考えていたことだ」

「なによ？」

「おれをどこかへつれていくのはかまわないが、その前に目的と場所を教えてくれ」

「もっともね」と楓。「場所はさっきもいったように、兄のいるところ。いま、あの連中と兄が戦っているの。それに巻きこまれて死ぬ人が出るかもしれない。あいつは……、兄は人の生命いのちをたいして大事に思っていないし、いま襲おそってきている連中となるとなおさら。あたしが行かないと、たくさんの人が死ぬ。だから、それを防ぎに行くの」

　隆生は眉まゆを顰ひそめた。「人命救助？」

「立派な目的でしょ」

「いや、それはそうだが……」

「わかったら、さっさと動く！」

「あの、あたしも行くんですか？」と結宇。

「うん」楓はうなずいた。

「でも、あたし、足手まといになってしまいます」

　もっともだな、と隆生は思った。幹みき芽め山やまで起こったことと耳に響ひびくこの遠えん雷らいのような音から考えると、いまから赴おもむくのはちょっとした戦場だろう。そんな場所で平へい凡ぼんな女子中学生に人命救助などさせると、二次災害が起こりかねない。

　しかし、それが口実にすぎないことはすぐにわかった。

「あの人たちがいるんでしょう？」

　結宇は怯おびえていたのだ。

「そうね」楓は頷うなずき、「でも、独りでいるほうが危ないわ」

「それじゃ、ここにいてください」すがるような目つき。

「ごめん。いまは、あんただけを特別扱あつかいするわけにはいかないの」

　そのとき、隆生に理解が襲った。楓の真の目的がわかったのだ。

「やっぱり、もうひとつ約束してくれ」食いしばった歯のおくから声を絞しぼり出す。「おれを子ども扱いしないでくれ」

「はあ？」楓はきょとんとして、「ご飯、つくるなってこと？」

「ちがう！　きみのほんとうの目的はおれたちを守ることなんだろう？」

「まあ、それもあるわね」楓はあっさり認めた。

「それはいい」自分が守られる立場にあること、それも年下にしか見えない少女に守られるというのは感情的には納なつ得とくいかないのだが、理性では承しよう服ふくできる。なにしろ、楓は神にも等しい力を持っているのだから。「けれど、噓うそはごめんだ。おれたちを守るためなら、そうといってくれ。騙だまされるのはもうたくさんだ」

「ごめん」素す直なおに楓は謝った。「でも、人命救助は噓じゃない。あんたたちを守るためだけなら、それこそここでじっとしているほうがいい」

「はっ、わたしにいわせりゃ、くだらないことだねぇ」とコン。「生きるのも死ぬのも似たようなものだ。とっととこっちに来なよ。歓かん迎げいするよ」

「ほんとうにそう思う？」楓はコンを睨にらみつけた。

「なんだよ。おまえ、生意気だねぇ。幽ゆう霊れいの気持ちがわかるっていうのかい？」

「わかる」楓は言い切った。

「どういうことだ？」隆生は疑問を持った。

　たしかに楓はかつて幽霊だったというようなことを話していた。しかし、それは滋也の手前、そういっただけのはず。ほんとうは見た目通りの若い女性ではなかったのか。

　唐とう突とつに『キャンプ』という単語が頭に浮うかんだ。

　楓はこたえなかった。その代わり、険しい表情を隆生たちにむけて、「あんたたちのことは守ってあげる。いいから、おいで」

「わかりました」結宇は諦あきらめたようだった。

「しょうがない」疑問は解消されなかったが、ゆっくり話している暇はない。まだむかっ腹をたてながらも、隆生はこう念を押すに留とどめた。「だけど、噓はつくなよ。絶対だ」

　結宇を促うながして、窓に背をむける。

「どこへ行くつもり？」驚おどろいたような楓の声。

「靴くつだ」隆生は叫さけびかえした。「玄げん関かんから回る」

　楓はいいのだろうが、戦場に裸足はだしで行くなど正気の沙さ汰たではない。

　自分の心のなかに常識が残っていると、隆生は微かすかな自己満足をえた。

　玄関で靴を履はいていると、目の前に楓を乗せたツユネブリが舞まいおりてきた。

「ふたりとも乗って」楓が指示する。

　さっきまでなかった鞍くらがツユネブリの背中についていることに気づいた。

　楓が弓を取り出した様子を思い出し、無理やり自分を納得させる。きっとこれからそんな些さ末まつなことにかまってなどいられないことが始まるのだと確信していた。いや、ことはもう始まっているのだ。

「あっ、そうだ、これ、持って」楓がなにかを放ほうってよこした。

　反射的に隆生はキャッチした。ずしりと重い。彼は手のなかにあるものをまじまじと見つめた。さすがにこれは尋たずねないわけにはいかない。「これ、なに？　ピストルみたいに見えるけれど」

「見たままのものよ」と楓。「いっておくけれど、護身用ですからね。どうしてもそうしないといけないとき以外は使わないこと」

「いわれなくても……」隆生はピストルをベルトのあいだに押しこんだ。迷めい彩さい服ふくのスモックがうまく隠かくしてくれるといいが。

　楓の後ろに結宇を乗せ、最さい後こう尾びに隆生が乗る。

「これでは定員オーバーでございますよ」ツユネブリは抗こう議ぎした。

「そんなことはどうでもいいから、飛んで！」

「わかりましたよ」ふわっと、兎うさぎは空に飛んだ。

　結宇が悲鳴をあげる。

　隆生は彼女が羨うらやましかった。彼も悲鳴をあげたくてたまらなかったのだ。

　なんとか自制した。

　だれも見ていませんように──隆生は祈いのった──兎に乗って空を飛ぶなんて、外聞が悪いこと甚はなはだしい。

　この街は典型的なベッドタウンだ。昔ながらの農村の部分と、新興住宅街が混在している。

　広い庭を持つ農家が残っているかと思えば、かつて田畑だったところにサラリーマンのマイホームやアパートが建っている。道はほとんどが元畦あぜ道みちで、細くて曲がっている。駅前あたりにはマンションが多いが、それも都心のマンションに比べると背が低い。

　夕ゆう闇やみ迫せまるその街に、黒こく煙えんがあがっている。

　サイレンがあちこちからきこえた。パトカーのものか、消防車のものか。おそらく両方だろう。

　甲かん高だかいサイレンに銃じゆう撃げき音おんが混じっていた。まるで内戦が起こっているかのようだ。

　だれにも目撃されないということはありえないな──隆生は絶望的な気分になった。

　目撃されているだけならまだいいが、ビデオに撮とられているかもしれない。我ながら姑こ息そくだと感じつつ、隆生は顔を伏ふせた。

「派手にやっているわね、あのバカ」楓が舌打ちした。

　彼女のいう『バカ』が、イフカの面々であるとは隆生には思えなかった。

　そのバカがマンションの屋上にいた。剣けんを持っている。日本刀のように反りがあるものではなく、まっすぐで諸もろ刃はの古代の剣つるぎだ。

　滋也のすぐ上空をツユネブリが旋せん回かいした。

「なにしにいらっしゃったんですか？」滋也はいった。

　叫んだのではない。物静かな口調だ。しかし、喧けん噪そうのなかだというのに、その声はよくとおった。

「あなたさまの第一声は『なにしにきた』ですか」ツユネブリは不満げに、「だれもわたしを歓かん迎げいしてくださらないようですねぇ」

「歓迎されると思ったのですか？」距きよ離りがあるので表情まではわからないが、滋也の声は心の底から訝いぶかしげだった。

「いいえ、露つゆほども」巨きよ大だい兎の声に滲にじむ哀あい愁しゆうの色はますます深い。

　銃声がした。

　滋也は僅かに身体からだを傾かたむけて避さける。

「せっかくそちらへ鬼おにどもが行かないようにしてあげたのに、これではぼくの努力が無む駄だではありませんか」滋也は文句をいった。

「まさかあんたがそんなに親切だとは思わなかったのよ」楓がいいかえす。

「どうせ退たい屈くつなさっていただけでしょうに」ツユネブリは決めつけた。

「とにかく、手伝いは要いりませんよ」滋也はツユネブリの憶おく測そくを否定しなかった。

　ツユネブリは首を楓のほうへめぐらせて、「あのかたはああおっしゃってますが」

「だから、なに？」と楓。「最初からいっているでしょ、べつにあいつを手伝いに来たわけじゃない」

「おっと」ツユネブリがきゅうに下降した。

　隆生は鞍くらにしがみつくので精せい一いつ杯ぱい。その頭のうえを銃じゆう弾だんがかすめていく。

　結宇がまた悲鳴をあげた。

　奇き妙みようなことに、悲鳴をきくと落ちついた。

　道に腹を擦こすりつけんばかりにして飛んで銃撃をやり過ごすと、ツユネブリはふたたび上じよう昇しように転じた。

「それではなにをしにいらっしゃったんです？」と滋也。

「人間を助けに、よ」滋也のような器用な発声法は身につけていないらしく、楓は叫さけび返した。

「それはずいぶんつまらないことをしにいらしたものですね」

「ほら」楓は勝ち誇ほこったようにいった。

「なにが『ほら』です？」嫌いやそうにツユネブリがいった。

「いわなくてもわかっているでしょ。そんなことより、ツユネブリ」楓は黒煙を噴ふきあげている一角に、兎の頭をむけさせた。「あのあたりにおりて」

「しかし、わたしゃあなたさまの命令をきく謂いわれはないのです。ここまでお連れしたのはいわば好意」
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「あんたがぴょんぴょん跳はねるしか能のない小動物の振ふりをしていたときに餌えさを食べさせてやったのはだれだと思っているの？」

「わたしゃ、失敗作や残り物の始末をさせられていたんだと思っていましたけれどねぇ」ツユネブリは反論した。「あなたさまは、焦こげた肉じゃがから肉を選よってくれるだけの手間もかけてくださらなかった」

「ええ？　楓さん、お料理上手ですよ」と結宇。

「下手とはもうしませんが、なんというか、非常に冒ぼう険けんを好むかたでして」ツユネブリは彼女の疑問にこたえた。

「どうせいうことをきいてくれるんだから、文句いわなくてもいいじゃない」と楓。

「文句でもいっていないと、ストレスがたまりそうで」そういってからツユネブリは声をはりあげた。「そう、ストレスっ。なんとすばらしい概がい念ねんなんでしょう。わたしが長年に亘わたって苦しめられていたのは、こいつにですよ。自分がいったいなにに悩なやまされているかわからないのは、そりゃ辛つろうございます。でも、いまこそはっきりわかりました。ストレスなんですよ、そいつの名は！」

「そんなにストレスが好きなら、あとでたくさんあげるわよ」

「なんというお言葉」ツユネブリはぼやいた。

　文句をいいながらも、兎うさぎは楓の命令に従っていた。

　ツユネブリは着地した。

　隆生の暗あん澹たんたる気持ちは頂点に、もしくは谷底に達した。燃えている家の前には野次馬がいたのだ。

　人間、あまりに非現実的なことに遭そう遇ぐうすると、反応するのも面めん倒どうになるらしい。彼らは呆ぼう然ぜんとして巨大な兎とその乗り手たちを眺ながめていた。その死んだような目がいっせいに隆生のほうに向けられる。

　数は多くない。数人である。しかし、だからといって隆生の気分が晴れるはずもなかった。

　なぜこんなところにいるのだろう──隆生は腹立たしく感じた。すぐ近くで銃じゆう撃げき戦せんが行なわれ、この家が燃えているのもその結果だというのに、避ひ難なんもせずにただ他人ひとの不幸を眺めている。

　だが、すぐ誤解に気づいた。

　彼らのなかの男性がふたりがかりで女性ひとりを抑おさえていた。たぶん、彼女は空から降りてくる兎を目にするまでは、泣き叫び、家へ飛びこもうとしていたはずだ。彼女はこの家の住人だろう。そして、抑えているのは家族か近所の人。年格好からは、後者に見えた。

　目撃者たちのことなど気にした様子もなく、楓は飛びおりた。隆生もつづき、結宇がおりるのに手を貸してやる。

「あの家に飛びこんで」こともなげに楓は指示した。

　だが、指示されたほうの隆生は、とてもこともなげに飛びこむわけにはいかなかった。

　上空からは煙けむりしか見えなかったが、正面から見ると、その家は赤々と燃えていた。熱気が顔に吹ふきつける。

「だれか、ほんとうにいるの？」隆生はつい疑いを口にした。

　火の勢いが激しい。なかでだれかが生きているとは思えなかった。

「あの声がきこえないの？」

　隆生は耳を澄すました。たしかに赤ん坊ぼうの泣き声がきこえる。おそらく、目の前にいる女性の子どもだ。

「くそっ」覚かく悟ごを決めて、男のひとりの胸むなぐらを捕つかまえる。

　男はひっと短い悲鳴をあげた。

「おい、あんた。水はどこだ？」

　彼は震ふるえる指で斜ななめ後ろを指す。

　向かいの家の駐ちゆう車しやスペースに停とまっている赤いアウディの陰かげからホースが見えた。洗車用らしい。

　隆生はもどかしい思いで水道の栓せんをひねり、頭から水を浴びた。

　そして、炎ほのおのなかに飛びこむ。

　こんなのは素人しろうとがする仕事ではない。プロが来るまで待つべきだ。そんな考えが頭をよぎる。

　だが、消防隊はきっと繁はん忙ぼう期きなのだろう。

　口元を覆おおうタオルがほしいところだが、あいにく汚きたないハンカチしかない。あってもなくても似たようなものだ。隆生は袖そでで口と鼻を覆い、姿勢を低くして、短い廊ろう下かを走った。

　目もろくに開けることができない。頼たよりは耳だけ。

　泣き声は二階からきこえてきた。

　こっちが泣きたいと大人げないことを思いつつ、階段を探す。

　たいして広くもなければ、間取りが突とつ飛ぴなわけでもない。普ふ通つうの家だ。階段はすぐ見つかった。

　が、隆生は立ちすくんだ。

　おそらく、火は二階から燃え移ったのだろう。立ちこめる煙に悩まされながらも一階はまだ動くことができたが、二階はもう炎に包まれている。

　とてもあがることはできない。

　赤ん坊の泣き声はまだきこえていた。きこえなくなったらなったで、やるせないものだが、声を耳にしながらなにもできないというのは、もっとやるせない。

　引き返す決心もつかず、隆生はただ立ちつくしていた。

　ふと隆生は、赤ん坊の声が近くなってくることに気づいた。

　どういうことだ？──煙と熱気に逆らって、一歩踏ふみ出してみる。

　声はたしかに近づいていた。

　この事実を深く考えてみるまもなく、炎が割れた。

　そこから赤ん坊を抱だいた老婦人が現われた。この状じよう況きようにあるまじきことに、老婦人は微び笑しようを湛たたえていた。

　彼女は赤ん坊を隆生に手て渡わたした。

　そして、そのまま引き返そうとする。

「あの、お婆ばあさん……」隆生は呼び止めた。

　老婦人は振ふり返って微笑ほほえんだまま一礼する。そして、そのまますうっと消える。

　幽ゆう霊れいか──隆生は悟さとった。

　物心ついてこのかた、多くの幽霊を目にしてきたが、このような事例は初めてだった。幽霊が人命救助するとは。

　どうもこの結界では幽霊は実体化できるらしい。
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　おそらく老婦人はこの赤ん坊に縁えんのあるものなのだろう。祖母か、曾そう祖そ母ぼか。とにかく、この赤ん坊を助けるために実体化したのだ。

　ちょっと感動した。

　しかし、ゆっくり感動を嚙かみしめている場合ではない。ぐずぐずしていては、自分とこの赤ん坊が幽霊になってしまう。あの老婦人をがっかりさせるにちがいない。

　隆生は外へとって返した。

　母親に赤ん坊を渡す。

「ここから離はなれてっ」楓が人々に命じた。

　彼らは素す直なおに従った。兎うさぎに乗って空から降りてくるような、非常識な人間に逆らってはいけない、と判断したのだろう。きっと真っ正直に生きてきた人たちなのだ。

「それから、いま、見たことは忘れてっ」彼らの背中にむかって、楓が叫さけぶ。

「それは無理だと思います」結宇が冷静に指し摘てきした。

「つぎはどこだ？」隆生は息せききって尋たずねた。軽い火傷やけどを負ったが、気分は高こう揚ようしている。

「こっちよ」見物人たちが去ったのとは反対側へ楓は駆かけだした。

「そういえば」走りながら、隆生は結宇に訊きいた。「あの兎は？」

「お兄さんを乗せてどこかへ……」結宇は上空を指差した。「ほら、あそこです！」

　ツユネブリは背面飛行をしていた。滋也は剣けんを咥くわえ、逆さまで鞍くらに乗っている。

　器用なことができるものだ──はじめに隆生の頭に浮うかんだのはそんな素そ朴ぼくな感想だが、すぐ強きよう烈れつな既き視し感かんが襲おそってきた。

　隆生は足を止めた。

　痛みとともにひとつの単語が頭ず蓋がいの裡うちに鳴り響ひびく──キャンプ。




「ここは引くべきじゃないか？」柝さく間まがいった。

　その目は空を飛びまわる兎にむけられていた。

　ＡＫＭの銃じゆう口こうをむけて一連射してみたが、ことここに至っては、この傑けつ作さくアサルト・ライフルも役に立たないのは明確だった。

「まあ、そうだな」土つち谷やも賛同する。

　黒くろ磯いそだけが未練がましく、射しや撃げきをつづけている。

　彼らイフカの特務社員の三名はいま、四階建ての低層ビルの屋上にいた。

　市街戦をするつもりはなかったのだ。厄やつ介かいな力と菊名隆生という名を持つ人間を、ごく穏おん便びんに抹まつ殺さつできればそれでよかった。ついでに、村むら西にし利とし治はるというジャーナリストが不当に持ち出した情報が回収できればもっとよかった。伊勢滋也という仮名で活動している存在とその付属物を始末できればさらにいい。

　人間どもの方法で移動しても、イフカの本社からここまでは一時間ほどなのだが、切せつ迫ぱくした状況だったので、美和は部下を送りこむために道をつくった。硬かたい現実に穿うがたれた細いトンネルだ。そのなかでなら、特務社員たちは一いつ瞬しゆんで移動できる。

　しかし、遅おそかった。間に合わなかったのだ。

　美和が道を通したとき、伊勢滋也の力は復活していた。目標のもとに通じていたはずの道をほんのすこし撓たわめて、自らの前に特務社員たちを呼び出したのだ。

　それからは、特務社員たちは自らの身を守るのに精せい一いつ杯ぱいだった。人間の武器も神の力の前には敵かなわない。核かく兵器でも持ってくれば別かもしれないが、あいにくそんなものは持ち合わせていなかった。

　それはそれは楽しそうに、伊勢滋也は剣を振るうのだった。

　このミッションは失敗した。三人全員にそのことはわかっていた。

「しかし、どうやって引く？」と土谷。

「美和さまにお願いするしかあるまい」黒磯はちらりと後ろを一いち瞥べつした。

　そこには警官の死体がふたつ転がっていた。職務に忠実なあまり柝間に射殺されたのだ。

　派手にやることについて美和からの黙もく認にんはえていた。だが、それは場合によっては目立つことになってもしかたがないということであって、断じて華はな々ばなしくことを遂すい行こうせよ、ということではない。まだ人間たちの注目を引くのはできることならば避さけたい。

　彼らはすでにやりすぎていた。

「やむをえないな」土谷はケイタイをとりだした。

「危ねぇっ」柝間が叫ぶ。

　つぎの瞬間、土谷の手からケイタイが飛んだ。そのそばを猛もう烈れつな勢いで兎が駆け抜ぬける。兎に乗った滋也が剣で撥はねとばしたのだ。

　柝間が腰こしを落として銃じゆうを放った。

　だが、弾だん丸がんは滋也の前で止まった。そのままぱらぱらとコンクリートのうえに落ちる。

「もうお帰りになるおつもりですか？」滋也はいった。「それはあまりにつれない」

「なぜ邪じや魔まをするんだ」土谷は屈くつ辱じよくに身をふるわせた。さっきの一撃で滋也は土谷の頭を斬きり飛ばすこともできたはず。やつは遊んでいるのだ。「正義はこちらにある。それがなぜわからない!?」

「正義など、関心ありません」滋也は乗じよう獣じゆうからひらりと降りた。

「自覚はおありですかね」兎がいう。「傍はた目めにはどう見てもあなたさまが悪役」

「失礼なことをいうものではありません」滋也は窘たしなめた。「それではまるで彼らが、正義の味方が登場する前に意味もなく殺されるその他大勢みたいではありませんか」

「くそっ」柝間が呻うめく。

　力を取り戻もどした滋也は圧あつ倒とう的てきだ。勝てる気がしない。とくに人間の武器では。

「だったら、滅めつすればいい」黒磯が覚かく悟ごを決めたようにいった。

「いえ、その前に訊ききたいことがあるのです、黒こく雷らい丸まる」と滋也は黒磯を古い名前で呼んだ。もちろん、そう呼ばれるのをイフカの面々がいやがるのを熟知してのことである。「大だい雷らい丸まるがほしがっていた例のＣＤですが、なんとかコードが解けました。あのかたもなかなか回りくどいことをなさる。例のウィルス、まだ製作途と上じようのようですが、どのあたりまで進んでいるのですか？」

「そんなお喋しやべりはする気がない」と黒磯。

「同好の士が少ないというのは悲しいものですね」ほんとうに悲しげに滋也は溜ため息いきをついた。

「最近、分子生物学も面おも白しろくなってきたのですが」

「同好の士なら知ってるぜ」土谷が教えた。「うちの研究所にいる。あんたとは話が合うだろう。美和さまに謁えつ見けんすれば、研究所に入るお許しが出ることもあるだろう」

　滋也は薄うすく笑った。「それはお断りです。話相手になっていただけないのなら、そろそろ終わりにいたしましょうか」

「それは困ります」声がした。「われわれも人手不足なものですから」

　大おお鳥とりだった。

「来てくれたのか」柝間はほっとしたようにいった。

「おまえたち」大鳥は同どう僚りように告げた。「いつまでそんな武器を抱かかえている。気がつかないのか？　いま、この現実がずいぶん柔やわらかくなっていることに。美和さまにフィールドをはっていただくまでもないぞ」

「なるほど」柝間が銃を捨てた。その右手に輝かがやく矛ほこが現われる。

　ほかの特務社員たちもそれぞれに剣つるぎや弓を構えた。

「最初の予定では」とツユネブリは滋也に、「こちらの側だけが歪ゆがみのご利り益やくをもらうってことになっていたのでは？」

「うまくいけば、の話ですよ」滋也はいった。「物事はいつもうまくいくとは限りません」

「よくわかりますよ」ツユネブリは同意した。

「もうすこし危機感を持っていただけませんか」と大鳥。「せっかくこうやって出向いてきたのですから」

「一人増えたぐらいで、ぼくに勝てますか？」滋也は剣を構えた。

「悪役の本領発揮ですな！」ツユネブリがいった。「ところで、わたしゃ、そろそろ正義の側に回りたいんですが」

　滋也は無視した。ゆっくりと自分を取り囲んでいる、古いにしえの者たちの顔を見回す。

「ところで、人数が足りないのではありませんか？」

「いつもいっしょに行動しているわけではありませんよ」大鳥は頭かぶ椎つちの太た刀ちを構えつつ、「そして、先ほどのご下問ですが、あなたに勝てるとは夢にも思いません。しかし、しばし足止めするぐらいのことならできる、と思います」

「それを試ためすのもいいでしょう。ところで」滋也はツユネブリにむかい、「おまえは楓のことを正義だと思いますか？」

「ご自分ではそう思いこんでいらっしゃるでしょうな」とツユネブリはこたえた。「こう申してはなんですが、あのかたは視野がちょっと狭せもうございます」

「それでは、正義の側に回りなさい。いま、すぐ」滋也は指示した。

「中立というのも魅み力りよく的な立場に思えてきました」

「無む駄だ口ぐちを叩たたかないではいられないのですか？」滋也は腹立たしげにいった。

「そうでもしないと、現実に立ち向かう勇気が出ませんので」

「では、もう立ち向かう勇気が出たでしょう。さっさとお行きなさい」

　ストレスという新しい概がい念ねんについての感想を口にしつつ、兎うさぎは去った。

　日はすでに落ち、空には満月が輝いていた。

　その月の光のしたで、滋也は剣を構えた。
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「どういうことなんだ」隆生は呟つぶやいた。

「なにが、よ」楓は不思議そうに問い返した。「いったいどうしたの？　火傷やけどが痛い？　男なら我が慢まんしなさい」

「そんなことはどうでもいい」じっさい、痛みなど感じなかった。

　ひとつの鮮せん明めいなイメージに脳のう裏りを支配されて、それどころではなかったのだ。

　おれはたしかにツユネブリに乗る滋也さんを見たことがある──隆生は楓の顔をまじまじと見つめた。たしか、あのときには彼女もいた。

　ずっと昔のほのかな記き憶おく。小学校にもあがっていない頃ころの思い出だ。いや、学校には通っていた。そう、記憶にあるものとはべつの教室、べつのクラスメート。そんなものが頭のなかを駆かけめぐる。そこでは、自分の名前さえべつだった。

「ほんとうにどうしたの？」

　考えがまとまらない。

　隆生は呆ぼう然ぜんと楓の顔を見つめた。

　楓も足を止めて隆生の顔を覗のぞきこんだ。

　ふいに、その心配そうな面おも持もちが真しん剣けんなものに変わる。

「伏ふせてっ」楓は隆生を突つき飛ばした。

　なにかが隆生の身体からだのあった場所を引き裂さく。

　ぼこっと音がして、アスファルトの道路が陥かん没ぼつする。

　隆生は自分の生命いのちを奪うばおうとしたものが飛んできた方向を一いち瞥べつした。

　燃えている民家の屋根に暗い表情をして若い男が坐すわっていた。石をお手玉している。どうやら、あの石で道路をへこませたらしい。

　楓は表情は硬かたくしたまま左手で弓を持ち、右手をひらひらさせる。すると、一筋の矢が現われた。

　矢を番つがえ、楓は弦つるを引き絞しぼった。

　頰ほおを炎ほのおの照り返しで染めながら、弓を構える巫女みこ姿の楓は凜り々りしく美しかった。

　放つ。

　その矢がなにかにはじかれた。

「お久しぶり」しなやかな鞭むちをもった男がにやにやしていた。左手には楓の矢を持っている。距きよ離りはずいぶんある。あの距離から鞭で飛んでいる矢を搦からめ捕とるのは、たしかに人間業わざではない。

　隆生は結宇を目で捜さがした。

　彼女は硬こう直ちよくしているように突っ立っていた。その瞳ひとみはじっと鞭を持った男を見つめている。

「やあ、彼女も久しぶり」男は結宇にもにこやかに声をかけた。

　隆生は結宇の側そばに駆け寄る。背中に庇かばうと、彼女は身を添そわせてきた。身体の震ふるえが伝わってくる。

「知り合いなのか？」隆生は結宇に訊きいた。ばかげた質問だというのはわかっていたが、話す切っ掛かけを結宇に与あたえたかった。

「ブルー・ローズで……。たしか、火ひ田だって呼ばれてました」小声で結宇はいった。それだけでわずかながら落ちついたようだ。

「やあ、よく憶おぼえてくれていたね」火田は陽気にいった。「村西結宇ちゃん。おれたちはきみの生命をとるつもりはないよ。せいぜい早く大きくなって、立派な美人になってくれ。ＣＤは返してほしいんだけど、まあ、どうでもいいや。いま、おれたちがほしいのは、そいつの生命だ」

　火田はまっすぐ指を隆生に突きつけた。

　なにか気に障さわることをしたっけな、と隆生は訝いぶかしんだ。人の恨うらみを買う憶えがないというほど厚かましくはないが、見知らぬ人間に生命をつけねらわれるようなことはした記憶がない。

「ぼんやりしていないでっ」

　楓の叫さけびに嫌いやな音が重なった。血の通った肉になにかがのめりこむときの音だ。

　隆生は音のしたほうを見た。

　ツユネブリがいた。どうやら礫つぶてを身体で防いでくれたらしい。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」結宇が訊いた。

「大丈夫なわけがございませんでしょう。痛いですよ。えらい災難だ」兎うさぎがぼやいた。

　楓は矢を番つがえるはしから放ちはじめた。一人で矢の雨を降らせている。

　辟へき易えきしたのか、礫を放った男は燃える家のなかに消えた。だが、焼死するはずがない。隆生の頭めがけて石を投げるのにうってつけの場所へ移動しているにちがいない。そして、隆生の頭ず蓋がい骨こつはツユネブリの胴どうよりも脆もろい。

　楓は火田にも矢を浴びせかけた。

　火田も姿を消した。どこかへ隠かくれたわけではなく、ほんとうに消えたのだ。

「いまのうちに乗って」楓はいった。

　結宇が鞍くらにのぼるのを手助けしようとして、隆生は躊躇ためらった──この娘こが狙ねらわれていないのなら、なにも一いつ緒しよにいることはないんじゃないか？

　しかし、結宇は縋すがりつくような眼まな差ざしで、「ひとりぼっちは怖こわいです」と呟つぶやいた。

　隆生は考えを変えた。なぜ火田を信用できるのだ。ほんとうに結宇の生命を狙っていないのか、わかったものではない。味方ですら噓うそをつくというのに。

　結宇につづいて隆生が鞍にまたがると、楓もツユネブリに乗った。

　さすがに不平を鳴らす気にはなれなかったらしく、無言でツユネブリは空へ駆かけあがった。

「なぜなんだ？」隆生は楓に訊いた。「なぜおれが殺されなきゃならない？　きみ、知っているんだろう」

「知ってる」

　隆生からは楓の背中しか見えなかったが、その口調から彼女が暗い顔をしていることを感じとった。

「結界というのは噓なんだろう」

「それは噓ってわけじゃない。結界はここにこうやってあるじゃない」

「でも、きみたちが儀ぎ式しきでつくりだしたってのは噓だ」

「そうよ。この結界をつくりだしたのはあんたよ」

「じゃあ、あの儀式の意味は……」

「あんたを騙だますため」楓は説明した。「あんたの思いこみがこの結界をつくっているの。だから、あんたが死ねば、この結界も消える。たぶんね。幽ゆう霊れいになったとき、あんたの力がどうなるかわからない。でも、あいつらは幽霊も殺すことができるの」

「きみたちはほんとうに神さまなんだ」

「まあね」

「昔、ぼくら、会ったことない？」隆生は肝かん心じんな質問をする。

「あるわよ」あっさり楓は肯こう定ていした。

「いつ、気づいたんだ？」

「再会したその瞬しゆん間かんに」楓はこたえた。

「なんだ……」隆生は呆ぼう然ぜんとした。「最初からおれは騙されていたのか」

　正面に満月が輝かがやいていた。

　あの夜も今宵こよいと同じように満月が輝いていた。闇やみはもっと深く、けたたましい騒そう音おんもなかったが。

　いったん、思い出すと、堰せきを切ったように第二の出生前に見た光景が押し寄せてくる。

　自分を攫さらおうとした妖よう怪かいたち。

　ツユネブリにまたがり、奇き妙みような衣い装しようを纏まとった滋也と楓。

　滋也との会話の一いつ端たんをも思い出し、隆生はむかむかした。あの苛いら立だたしい性格はいまもまったく変わっていない。

　変わっていないといえば、姿形もそうだ。

　もう二〇年近く昔のことなのに、滋也も楓もまったく歳としをとっているように見えない。ツユネブリだけはよくわからないが。

　この人たちはほんとうに神なんだ──隆生は心で理解した。

　だからといって、敬けい仰ぎようする気になれないのは奇妙なことであった。

　下から消防車のサイレンがきこえた。とっぷりと暮れた街では炎ほのおが目立った。炎が立ち上る煙けむりに照り返している。

　その黒こく煙えんにツユネブリはつっこんだ。

　結宇が咳せきこむ。

　隆生も煙が目にしみ、涙なみだが出てきた。

「降りるわよ」楓が兎に命じた。

「はい、わかりました」ツユネブリは旋せん回かいをはじめた。

　炎をあげているアパートにおりるつもりのようだ。

「それにしても、飛びかたを考えなさいよ」楓はツユネブリに文句をいった。

「すみませんねぇ。身体からだが重いもので」ツユネブリは弁解した。

　視界のなかの月が涙でにじむ。

　あの夜の追つい憶おくに耽ふけるうちに、滋也に飲まされた、盃さかずき一いつ杯ぱいの液体のことを隆生は思い出した。陶とう酔すい感かんを凝ぎよう縮しゆくしたようなそれを含ふくむと、口中に甘みが広がり、その甘みはたゆたうような恍こう惚こつとなってさらに全身へ広がっていった。

　そう、たしか滋也はそれを変お若ち水みずと呼んでいた。

　変若水に匹ひつ敵てきする飲み物はこの世にないだろう。

「あんた、ダイエットってことばは憶おぼえた？」楓の声がきこえた。

「失敬な。太り過ぎじゃありません」ツユネブリが抗こう議ぎしている。「わたしゃ、標準体重です」

　あの事件のあったキャンプに行く前のことも思い出した。

　出発前夜、ふだんは客間として使っている和室でキャンプの準備を、母親とふたりでした。そして、出発の朝には満面の笑えみで見送ってくれた。校庭から出発するバスにむかって、母親は手を振ふってくれたのだ。

　あれが彼女の笑顔を見た最後のような気がする。

「あんたみたいなばかでかい兎うさぎ、世界で一羽しかいないわよ」楓が鼻で嗤わらった。「だれが標準体重なんて決めたの？」

「そりゃ、標準体重なんて知りませんがね、いま、わたしの身体が重いのは定員オーバーだからです。だいたい、他人ひとのことを太り過ぎだのなんだのとおっしゃるのは、もうちょっとましなものを食べさせてからにしてほしいもんだ」

　その前の記憶も甦よみがえってくる。

　そのなかでは父も母も若かった。滋也たちとちがってちゃんと歳をとるのだから当たり前だ。そしてあのころは、ふたりとも自然な笑顔を浮うかべることができた。

　二度目に物心がついてから知っている両親にはできないことだ。

　家庭の雰ふん囲い気きも、あの暗く張りつめた生活とはまるでちがった。

　これは記憶の美化なのか？　それとも……。

　何人かの友達の顔も思い出す。名前までは思い出せないが。

　彼らとの繫つながりもまた、滋也に飲まされた液体のおかげで、消えてしまった。

「なによ。たっぷり食べさせてあげたでしょ。芸のないペットにはもったいないぐらい」

「もしもわたしが太り過ぎなら、そりゃストレス太りってやつですよ」

「なんでもかんでもストレスのせいにするな」

「やかましい！」隆生は叫さけんだ。人生で三番目ぐらいにショックを受けているのに、楓にとっては巨きよ大だい兎の標準体重よりどうでもいい話題なのだという事実が腹立たしい。「そんなことより、きみはおれを騙だましていたんだ」

　楓は振り返った。「悪いけど、文句はあとできく。いまは時間がないの」

　それじゃあ、兎の食生活について語る時間はあるのか、と隆生は怒ど鳴なりたくなった。

　だが、楓の眼まな差ざしは真しん剣けんで、抗議する気をそがれた。それに、楓のいうことももっともなのだ。

　ふたりが沈ちん黙もくしているうちに兎は、炎えん上じようしているアパートの向かいに建つ民家の屋根にそっと着地した。

「いいだろう」嚙かみしめた歯のあいだから隆生は声を絞しぼり出す。「神さまだかなんだか知らないが、きみらには、一晩じゃ足りないほど問いつめてやりたいことがある。あとでたっぷりきいてもらおう」

　きいているのか、きいていないのか、楓はただアパートを凝ぎよう視ししていた。

　やがて、安あん堵どの溜ため息いきをつく。「よかった。ここにはだれもいないみたい」

　だれかいたら、またここに飛びこまされるところだったのか、と隆生はぞっとした。

「それはようございました」ツユネブリは飛びあがった。

　結宇がずり落ちそうになるのを、隆生は支えた。

「ちょっと、急に……」楓が鞍くら壺つぼを叩たたきながら、「落ちたらどうするの」

「もう礫つぶてをぶつけられるのはごめんでございますから」ツユネブリは説明した。「見晴らしのよくない場所には行きたくないんですよ」

「それもそうねぇ」

　上空に駆かけ上がったとき、結宇が前方を指差した。「楓さん、あれ」

　火事はべつにしても、街はまだ明るい。その街の明かりに照らされた人ひと影かげが空中にあった。もちろん、顔まではわからないが、通りがかりの一いつ般ぱん人じんが何気なく空に浮いているなどということがあろうはずがない。

「しっかりつかまっていてよっ」そう指示しつつも、楓は鞍のうえに立ちあがった。その片足は兎の頭を踏ふんでいる。

「頭に足をのせないでください」ツユネブリは要求し、「それで、逃にげるんですか、あるいは逃げるんですか、それとも逃げるんですか？」

「向かうのよ！」断固として楓は命じた。

「だと思った」

　相手もこちらに向かってきた。

　楓は弓ゆ弦づるに指をかけたが、間に合わないと見て取ったのか、弓本体を両手で構えた。

　相手の男は素す手でだ。拳こぶしを固めている。

　擦すれ違ちがいざま、楓は弓で薙なぎ払はらう。

　速すぎて隆生には、しかとはわからなかった。

「くっ」楓はよろめいた。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」結宇が泣き出しそうな声を出す。

「どうってことない」楓は微笑ほほえんで少女を安心させた。「お腹なかを殴なぐられただけ」

　そして、弓弦を引き絞る。

　輝かがやく矢が現われた。

「頭、下げて」

　いわれるままに、隆生は頭を下げた。

　情けない。いま彼にできることといったら、邪じや魔まにならないようにするだけなのだ。

　矢が頭上を通過した。

　頭をあげないよう気をつけながら、矢の飛んでいく方向を窺うかがう。

　空中なのでいまひとつ距きよ離り感かんがつかめないが、僅わずかなあいだに相手の男とは数百メートルほど離はなれていた。

　その距離を矢はまったく勢いを損そこなうことなくまっしぐらに飛んでいく。きらきらと光るものだから、その軌き跡せきはよく見えた。

　しかし、なんといっても距離がありすぎた。

　相手は難なく矢を避さける。

　つぎの瞬しゆん間かん、矢が進行方向を変えた。くいっと曲がって目標を追つい尾びしたのだ。

「すごい！」結宇が感心した。彼女も矢を目で追っていたらしい。

　矢が人影に吸いこまれていく。

　そして、相手は地上へ落ちていった。

「ふん」誇ほこらしげな表情で楓は弓を振ふる。

　肺にたまった空気を一気に吐はき出し、隆生は上半身を起こした。

「しかし、困りましたな。どうも皆みなさん、昔の力を思い出してしまわれたようで」ツユネブリは巨きよ大だいな頭こうべを回めぐらせて、赤い瞳ひとみを隆生にむけた。

「おれのせいだといいたいのか？」と隆生。

「からかわれているのよ」楓が宥なだめた。「ツユネブリもくだらないことをいわないで」

「わたしはからかったつもりはございませんがねぇ」兎うさぎは嘆なげくように、「無自覚すぎる。野放図でございますよ。まったく皆さん、考えなしなんだから」

「どういうことだ？」

「あなたさまは力をお持ちですよ」ツユネブリがいった。

「そうなのか……」たしかに隆生には自覚がない。

「まあ、どちらかというと、人として恥はずかしい力ですが」

「そうなのか!?」隆夫はショックを受けた。「それってどういう意味だ？」

「まあ、現実をちゃんと把は握あくする能力がないことを恥ずかしいとお思いにならないのなら、べつに恥ずかしがることもありません。昔から厚こう顔がん無む恥ちという言葉がありますから」

「そこまでいわれるほど恥ずかしいことなのか……」隆生は落ちこんだ。

「いや、まあ」すこしばつが悪そうに、ツユネブリ。「とはいえ、あなたさまが現実を把握しそこなう力というのは飛び抜ぬけていますよ。そりゃもう、神の域に達すると申してよろしいかと。それを思えば自じ慢まんできるのではありませんか」

「お喋しやべりしている暇ひまはないんだったら」楓が遮さえぎる。

「しかし、今後のためにもですねぇ」ツユネブリは言い募つのった。「もっと落ち着いたところで話し合うべきではないでしょうか」

「逃げようたってそうはいかないわよ」楓はいった。

「すると、人命救助ですか」ツユネブリの口調には安心したような雰ふん囲い気きがあった。人命救助ならもっとも厄やつ介かいな仕事を隆生に押しつけることができると踏ふんでいるのだろう。

「そうしたいけれど、ダメみたい」と楓。「まあ、矢が一筋刺ささったぐらいでめげるとは思ってなかったけれど」

　今度はみっつの人ひと影かげが空に浮うかんでいた。

　前方に立ちはだかっている。

「いかがなさいます？」ツユネブリがいった。

「突とつ破ぱして、あいつと合流するしかないでしょうねぇ」と楓。

「悪いけど」男たちのひとり、火田が声をかけてきた。「そろそろ消えてもらおうかな。なぜだか知らないけど、きみたちがいると、上司の機き嫌げんが悪くなるもんで」

「この子が消えたら、あんたたち、そこから落ちるわよ」楓が指し摘てきした。

　彼女のいう『この子』がどうやら自分のことを指すらしいと悟さとって、隆生はいたくプライドを傷つけられた。

「気き遣づかいはいらぬ」男たちのひとりがいった。

「脅きよう迫はくしているつもりか」もうひとりの男もいった。「おまえなんか、おれたちから見れば駆かけ出しの神だ。襁むつ褓きもとれていないくせに、生意気なことをいうんじゃない」

「はんっ、あたしが人間やっていた頃ころには、襁褓なんかなかったわ」楓はいいかえしたが、舌ぜつ鋒ぽうは鈍にぶいような気がする。

　隆生はふと思いついた。

「あいつらにはなにもできない、そうおれが信じこめば、あの連中、ただの人間になるのか？」と楓に囁ささやく。

「信じこめれば、ね」楓は頷うなずいた。

「しかし、あなたさまの無意識は頑がん固こですからなぁ」ツユネブリは懐かい疑ぎ的だった。

「まあ、やるだけやってみて」熱のこもらない口調で楓はいった。

「ついでにわたしのこともぴょんぴょん跳はねるしか能のないいたいけな小動物だと思ってください」ツユネブリが頼たのんだ。「たとえ肉じゃがの出で来き損そこないしか食べられなくても、あの穏おだやかな生活が懐なつかしゅうございます」

「ヴァカンスは終わったのよ」楓が言い聞かせた。

「わたしゃ、ヴァカンスというのはもっと優ゆう雅がなものだと思っていたんですがねぇ」

「偏へん見けんよ」

「あの」結宇がおずおずと隆生に声をかけてくる。「頑張ってください」

「ああ」隆生は微笑ほほえんだ。

　目を瞑つぶり、精神を統一しようと試みる。

　あいつらは弱い、神なんかじゃない、あいつらは弱い、なにもできやしない……。

　呪じゆ文もんのように唱えた。最初は心のなかだけだったが、やがて舌を動かしはじめた。

　ヒーローというものについて考えた。

　いまの自分はどうもヒーローらしくない。兎うさぎの背中でぶつぶつ自己暗示に耽ふけっているヒーローなど一いつ般ぱん的とはいえない。

　だが、これがいまの隆生にできるもっとも効果的な戦せん闘とう方法なのだ。

　隆生は精神を集中しようとした。

























　鳴なる瀬せは気分が高こう揚ようするのを感じていた。彼はうまく感情を表に出すことができないが、その内面には歓かん喜きが滾たぎっていた。

　肩かたに刺さった矢を鳴瀬は引き抜ぬいた。傷があっという間にふさがっていく。

　空を飛ぶのは幾いく百ひやく年ねんぶりだろう。

　横目でふたりの同どう胞ほうを見る。

　彼とちがって感情を表現することを厭いとわない火田など踊おどっているのではないかと思ったが、ただ静かに浮かんでいるだけだった。

「調子でも悪いのか？」と訊きく。

「なぜそう思うんだ」火田はいった。「気分は上々だ。いったいどうやって表現すりゃいいのか、考えているところだよ」

「しかし」礫つぶてをジャグリングしながら、若わか井いが忌いま々いましげに、「この気分のよさもあの人間のおかげかと思うと、納なつ得とくいかないな」

　まったく人間の力とはなんと強力で、そして脆もろいものか。

　鳴瀬たちの力を抑おさえつけるこの世の原理、それは人間どもの思いがつくりだしたものだ。一つひとつは取るにたりぬものだが、秩ちつ序じよ正ただしく集まるとダイアモンドより堅けん固ごになる。法印美和のように強大な神でも亀き裂れつをいれるのがやっとなほどだ。この堅かた苦くるしい法則に神ですら悄しよう然ぜんと従わなければならない。

　だが、神という外部の力には強きよう靱じんでも、この現うつつの有り様を定める人のなかに異分子が混じれば、あたかも水に浸ひたした炭のように脆くなる。

　異分子は、あの兎の背中で無む駄だな努力をしている人間だ。

　物理法則崩ほう壊かいの銃ひき爪がねを引いたのは彼だが、いまや連れん鎖さ反応が起こっている。

　多くの人々がこの世ならぬ古いにしえの者どもの行動を目もく撃げきし、自らの常識を揺ゆるがされている。

　いまさらあの人間が現実に箍たがをはめようとしても無駄なことだった。

　鳴瀬は幼い娘むすめ神がみを見た。考え足らずで人間をとめないのか。それとも、戦力にならないから、それぐらいなら僅わずかな希望に縋すがらせようというのか。

　とにかく、いま、鳴瀬たちは見られている。

　長い生のうちにも経験したことがないほど多くの視線を感じる。自分たちに向けられた眼まな差ざしが、この世をこの世たらしめている法則を砕くだくだろう。

　人間どもの信しん頼らいがこの世の確然とした理ことわりを支えている。その土台が崩くずれつつあった。

「賭かけるか？」鳴瀬は兄弟たちに持ちかけた。「あの人間が死んでも、この環かん境きようが保もつかどうか」

「なにを賭ける？」と若井。

　もちろん、彼らに金は無意味なものだった。貨か幣へい経済など、彼らの生まれたずっと後に人間どもがつくりあげた、下品な概がい念ねんにすぎない。

「おれは保つほうに賭けるぜ」手にした鞭むちを撓しならせつつ、火田がいった。「保たなけりゃ、そうだな、一年のあいだ、若にやく雷らい丸まるの家来になってやるよ」

「わかった。それじゃ、おれは保たないほうに賭ける」若井は乗った。

「おい。おれはどうなるんだ？　言い出しっぺはおれだぞ」鳴瀬は自己主張した。

「おまえは審しん判ぱんだよ。保った、保たないで言い争うのはつまらないからな、おまえの判定に従うよ」と火田。「それでいいだろう？」

「ああ」若井は頷うなずいた。

「下らない。じゃあ、賭かけなどやめだ」しかし、鳴瀬はいった。もともと本気ではない。

　娘神が射た矢がこちらに向かってくる。

　鳴瀬は拳こぶしを固め、咆ほう吼こうした。

　眼差しが満ちたのを感じる。か弱き人間が畏い怖ふすべきものに向ける眼差しだ。

　現実はさらにふやけていった。

　黄泉よみの国よりやってきてこのかた、美和のつくりだすフィールドでさえ解き放ちえなかった縛いましめがほどけていく。

　鳴瀬の身体からだの奥深くに封ふう印いんされていた本質が表に這はい出てくる。冥めい界かいの女王の眷けん属ぞくたる雷らい神じんという本質が。

　もともと鳴瀬は兄弟たちのうちでもっとも雷神らしい雷神だった。

　その鳴瀬がいち早く自分の本質を取り戻もどしたのも当然だった。

　娘神の矢が撥はね返された。

　ふたたび咆吼した。

　彼はもはや勤務時間がフレキシブルなサラリーマン、鳴瀬ではなかった。

　鳴めい雷らい丸まるでもない。それは、いまよりも現実が柔やわらかく、しかし神代よりははるかに硬かたくなっていた時代に、地上を惨みじめに徘はい徊かいしていた小神の名前だ。

　この瞬しゆん間かんから、彼はふたたび八くさの雷神の一柱、ナルイカズチとなった。

「おい、鳴瀬に先を越こされたぜ……」若井が呟つぶやいた。

「離はなれろ、危ないっ」火田が警告する。

　ふたりの会話はナルイカズチの耳に入っていなかった。

　時ならぬ雷かみなりが夜を引き裂さく。

　感情のこもらない自然現象とはちがう、神の怒いかりの発はつ露ろである雷が甦よみがえったのだ。




　　　　＊




　滋也もまた、雷神たちの感じているのと同じ高こう揚ようにその身を浸していた。

　かつて身体に漲みなぎっていた力の躍やく動どうを感じる。皮ひ膚ふの下でうねっているかのようだ。

　滋也は深呼吸をした。

　楓は信じないだろうが、滋也の心も躍おどることがある。いまがそのときだった。

　一瞬の隙すきをつかれた。

　気づいたときには矛ほこ先さきがすぐ間近まで迫せまっていた。

　柝間の矛だ。その穂ほ先さきはあまり鋭するどいようには見えない。突ついたり斬きったりするより、殴なぐるのに使ったほうがいいような代しろ物ものだ。

　だが、見かけに騙だまされてはいけない。それは神器であり、神の手によって操あやつられれば、鋼はがねの装そう甲こうすら貫つらぬくのだ。
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　滋也は軽く剣けんで矛に触ふれた。

　矛先が流れていく。

　柝間はたたらを踏ふんだ。

　滋也は剣を持ちなおし片手で振ふり抜ぬこうとした。

　刃はは柝間の首に食い込むはずだ。

　滋也は目を細めた。

　柝間の生命いのちを奪うばうのに罪悪感はまったく覚えないが、厳げん粛しゆくな気分にはなった。なんといっても、柝間は彼よりもなお古き神なのだ。

　だが、滋也は柝間の処しよ刑けいをしばし中断しなければならなかった。

　ふっと微笑ほほえみ、後ろへ飛ぶ。

　なおも剣を振り回していたが、その切っ先は僅わずかに柝間の首の皮を切り裂くにとどまった。

　さっきまで滋也の頭のあった場所を矢が通過する。

　黒磯が舌打ちして二の矢を継つぐ。

　それを横目で一いち瞥べつして、滋也は着地した。そのまま腰こしを沈しずめた。流れるような一連の動作で、ふたたび跳ちよう躍やくした。

　黒磯が慌あわてて鏃やじりを滋也にむけた。

　剣を構える。

　またも邪じや魔まが入った。

　今度は土谷だ。異い形ぎようの剣を構え、滋也と黒磯のあいだに割ってはいる。

　金属と金属がぶつかった。この世ならぬ金属どうしである。火花が散るぐらいではすまない。

　剣と剣のあいだに炎ほのおが生まれ、爆ばく発はつした。

　さすがにたじろいだところに、大鳥が飛びこんでくる。

　辛かろうじて避よけた。

　大鳥の剣はコンクリートに喰くいこみ、長い亀き裂れつを生じさせた。

　マンションの屋上はぼろぼろである。

　滋也は舌打ちした。

　この下の住人たちがどうなったかという心配は、滋也の心に欠片かけらもない。ただ足場が悪くなったことが気にくわないだけだ。

　楓が評価するように、彼は無む慈じ悲ひな神なのだ。

　跳躍して、剣を大鳥の頭上に振り下ろす。

　大鳥は転がるように避けた。

　滋也が着地した場所を中心に、コンクリートの屋上が陥かん没ぼつする。

　瓦が礫れきに巻きこまれぬよう、ふたたび跳とんだ。

　比ひ較かく的てき広い道路を挟はさんで、マンションの向かいにショッピングセンターがある。

　数歩の助走ののち、マンションの縁へりを蹴けった。

　眼下を風景が流れていく。

　ショッピングセンターのガラスを突き破った。

　そこは家電売り場だった。さすがに無人である。

　滋也は剣を構え、迎むかえ撃うつ体勢を整えた。

　つづいてイフカの面々が飛びこんでくる。

「衰おとろえたのではありませんか？」大鳥がいった。

「われわれはこのように立っていますよ」

「たしかに立っていらっしゃいますね、いまは」滋也は剣を横に振り払はらった。

　剣風が巻き起こり、窓ガラスがすべて吹ふっ飛んだ。

　展示してあった洗せん濯たく機きがもんどり打ち、冷蔵庫がずるずると後退する。もっと軽い電子レンジやオーブントースターは吹き飛ばされていく。

　天てん井じようの照明がつぎつぎに弾はじけ飛んだ。細かいガラスの破は片へんと火花が降り注ぐ。

　ショッピングセンターのなかは電気が消えた。しかし、外から射さしこんでくる街の光を完全にシャットアウトすることはできない。

　滋也にはそれが不満だった。雰ふん囲い気きをそがれる。

「まったくけたたましい世の中です」滋也はいった。「ぼくたちが戦うには、ここは明るすぎる。そうお思いになりませんか、大雷丸？」

　滋也の親しんだ戦場には月の光があればじゅうぶんだった。人工の光につつまれて争いごとをするのは、彼の感覚では間が抜けて思えてしかたがないのだ。

「それは弁解ですか」大鳥はおかしそうに窘たしなめた。「たしかに、浄きよい闇やみが恋こいしゅうございます。しかし、無い物ねだりはいけません」

「おや、誤解させてしまったようですね」滋也はいいかえた。「きみたちが逝いくには、ここは相応ふさわしくない。そうお思いになりませんか、大雷丸？」

　大鳥以外の三人は顔色を変えた。

「おれはあんたが死ぬには相応しい場所だと思うぜ」柝間が矛ほこをしごき、その重みを確かめるかのように振ふり回した。

「無礼な」滋也は感想を述べた。「口の利ききかたがなっていません」

　言こと葉ば遣づかいを注意されたからか、柝間は無言で突つっかけてきた。

　突き出された矛に真っ向から剣けんを叩たたきつける。

　矛先が裂さけた。

　割れた金属塊かいから、すさまじい力が溢あふれ出る。

　ショッピングセンター全体が鳴動した。

　天井からバラバラと得体の知れないものがふってくる。

　滋也はふたたび剣をふるい、柝間の右みぎ腕うでを斬きり飛ばした。

「きみの無礼に対する罰ばつです」冷ややかに教えてやる。

　柝間は二歩、三歩とよろけるように後じさった。その顔が屈くつ辱じよくにふるえている。

「ほんとうにこんなところで逝ってしまわれるおつもりですか？」滋也は確かめた。

「きみたちの仲間、伏ふく雷らい丸まるはすくなくとも闇のなかで逝きましたよ。無ぶ粋すいな道具によってですが、死ぬにはよい夜でした」

「引くことをお許しいただけるのですか？」と大鳥。

「ぼくは許しますよ。あのかたはどうかわかりませんが」

「戦いを望んだのはあんただろうが」と土谷がいった。その目に油断の影かげは一欠片もなく、異形の剣を構えている、

「心境の変化というものです」と滋也。「それから、あんた呼ばわりはやめてください。年下とはいえ、ぼくは仮にもいちおう、きみたちよりはるかに格上の神ですから」

「それをいうなら、おれたちの主はあんたより格上のはずだ」

　土谷は反はん抗こう的だったが、滋也にはもう咎とがめ立てする気持ちは失うせていた。

「おや、ぼくは礼れい儀ぎは守っていますよ。あのかたをあんた呼ばわりするほど無む謀ぼうではありません」

「あのかたのご命令は、あなたさまがフィールドをはってしまう前に始末することでした」大鳥がいった。

「知っています。失敗でしたね」滋也は評価した。「きみたちがフィールドと呼ぶもの、この世の歪ゆがみはすでに存在します」

「そのとおり。手ひどい失敗です。けっきょく、フィールドのなかではあなたさまに敵かなわないということを再確かく認にんしただけでした。またお叱しかりを受けます。しかし、無む駄だに兄弟たちの生命いのちが失われるのを見過ごしていては、もっときついお叱りを受けるでしょう」

「おや、それではお開きですか？」

　自分で提案したことながら、簡単に受け入れられると、ちょっと残念だった。

「ええ」大鳥は頷うなずいた。「撤てつ退たいできるならそれに越こしたことはありません。無益な戦いです。こう申してはなんですが、われわれはあなたさまと戦うほかにいくつか仕事を抱かかえているのです」

「冗じよう談だんじゃないぜ、大鳥さん」黒磯がいった。「まだ決着はついていない。それに、この微び妙みように中ちゆう途と半はん端ぱな闇を、おれは気に入っているんだ」

「このかたはまだ本気になっておられない」大鳥はいった。「それはおまえにもわかるだろう」

「ははあ」土谷がせせら笑うように、「おれたちを気の毒に思って手加減してくれたとでもいうのか？」

「ちがう。手加減はしてもらったが、べつに同情をいただいたわけではない。もっと相応しい戦場のためにわれわれをとっておくおつもりなんだ」

　滋也は微笑ほほえんだ。大鳥の解かい釈しやくはまさに的確に滋也の考えを捉とらえたものだったのである。

　なにしろ神はいまや貴重な存在だ。こんな時、こんな場所で滅ほろぼしてしまうのはもったいなさすぎる。

「馬ば鹿かにしやがって」柝間がかつて腕が付いていた肩かたを押さえながら吐はき捨てるようにいった。

「いや、きみたちは強いですよ」滋也は慰なぐさめた。

「きみたちに足止めされないためには、滅ぼさねばならないでしょう。ぼくもすこしばかり怪け我がをしたかもしれません。並の相手なら、簡単に振り払はらうことができたのですが」

「ありがとうよ」土谷が唸うなった。

「引くのならお行きなさい」滋也は命じた。「それから、ぼくの連れには手を出さないように」

　大鳥は物問いたげに片かた眉まゆをあげた。

「ぼくの飼っている愚おろかな兎うさぎや口やかましい娘むすめ、そしてあの娘が気に入っている何人かの人間のことです」

　自分でも認めたくはないのだが、楓やツユネブリが側そばにいないとなにかが欠けているような気分になる。

　おそらく堕だ落らくしたのだろう。

　彼らがいなくなれば、滋也の精神は改善されるかもしれないが、彼は向上心とは無む縁えんな神なのだ。自己の向上と安楽な生活なら、彼は迷わず後者を選ぶ。それには楓やツユネブリが必要な気がした。

　普ふ通つうの敵ならば彼らの安全に心を配る必要はない。だが、イフカの特務社員たちは別だ。まともに戦えば、ツユネブリも楓も死ぬだろう。四六時中、彼らをガードするのはごめんだったので、言げん質ちがほしかった。

「手を出したらいかがなります？」大鳥は訊きいた。

「あのかたがなにをなさろうとしているのか、見当はついたつもりです」滋也はいった。「たしかにきみたちが正義だと信じるのもわかるのです。たぶん人間たちにとってはちがうでしょうが、ぼくら神々にとっては正義なのかもしれません」

「それでは、お力をお貸しいただけますか」

「正直なところ、ぼくは態度を決めかねています。いまのこの生活がぼくはけっこう気に入っているのでね。でも、彼らに手を出したら、ぼくはあのかたの敵に回ります」

「神の正義が人の正義に遠えん慮りよすべきだとでもお思いですか？」大鳥は片眉をあげる。

「言ったでしょう。ぼくは正義に興味ありません」

　そのとき、見る影もなくなった窓から圧あつ倒とう的な光が雪な崩だれこんできた。時をおかずに、霹へき靂れきが鳴り響ひびく。

　鳴瀬の雷かみなりだった。

「すこし遅おそかったかもしれません」大鳥はいった。
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　隆生にはなにが起こったのかわからなかった。

　突とつ然ぜん、あたりが光で満たされ、轟ごう音おんが鳴り響いたのだ。

　隆生の鼓こ膜まくに痛みが走った。

　手で耳を覆おおったが、その反応はあまりに遅すぎた。

　耳が用をなさない。

　無音の世界。

「落らく雷らいだ！」と叫さけんだつもりだったが、その声もきこえない。

　よほど近くに落ちたらしい。

　前に坐すわる結宇もやはり両手で耳を押さえていた。とうぜん、鞍くらから手を放すことになる。その結果、大きくバランスを崩して鞍からずり落ちそうになった。

　隆生は慌あわてて支えようとする。迂う闊かつなことにそのときに初めて気づいたのだが、隆生もじゅうぶんにバランスを崩していたのだった。

　鐙あぶみもなにもないのだから、バランスを崩すのは当然のことであった。

　隆生は結宇と一いつ緒しよに落ちていった。

　腕のなかに結宇の身体からだを抱かかえこむ。

　視界にツユネブリの姿が入った。さすがに楓はしっかり騎き乗じようしている。

　その姿はあっという間に小さくなったが、大兎が頭を下げ、急降下をはじめると、ふたたび大きくなる。

　救たすけに来てくれるのか──安心したのも束つかの間まのことだった。

　第二の雷がツユネブリを直ちよく撃げきしたのだ。

　鞍あん上じようの楓がのけぞった。その唇くちびるが悲鳴の形に歪ゆがむ。

　楓の弓が燃え上がり、落下した。

　もちろん、ツユネブリもただではすまない。

　気を失っているようだ。そのせいでいつにもまして縫ぬいぐるみじみて見える。

　その一いつ般ぱん家庭にはビッグすぎる縫いぐるみは、隆生たちの側を掠かすめて地上へ落ちていく。

　隆生は喚わめいていた。なにを喋しやべっているのか自分でもわからない。

　おれは死ぬのか……隆生は考えを巡めぐらせた──死ぬだろうな。この高さから地面に叩たたきつけられれば、どうしたって死ぬ。パラシュートかパラグライダーでもなければ死ぬ。そして、いまから注文しても、品物が届く前に地面に叩きつけられる。

　科学合理主義に凝こり固まっていればよかった、と彼は後こう悔かいした。そうすれば、死後の世界など知らなくてすんだ。死ねばすべてが終わりだと思っていれば、こんなにも恐おそろしいことはなかっただろう。

　腕うでのなかの結宇は要領のよいことに気絶していた。

　羨うらやましくて、憎ぞう悪おさえ感じた。

　風切り音がきこえた。

　耳の機能がやや回復したらしい。

　きこえないならきこえないままのほうがいいのに──隆生は思った──自分の身体がひしゃげる音なんてききたくもない。

　コンはほんとうに歓かん迎げいしてくれるのだろうか。

　コンが歓迎してくれても、それ以外の幽ゆう霊れいたちはどうだろう。

　そして、楓やツユネブリも幽霊になるのだろうか。

　風かざ本もと親子のもとに化けてやったらどういう反応をするだろう。

　滋也のもとへは化けて出てもしかたがないな。

　そんな思考が頭ず蓋がいの裡うちを駆かけめぐる。

　身投げすると人は過去を走そう馬ま燈とうのように思い出すというが、おれってけっこう前向きだな、と隆生は自分に感心した。
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　貝かい殻がらを形成するのは外がい套とう膜まくだ。ここから炭酸カルシウムを主成分とする物質が分ぶん泌ぴつされ、それが貝殻になる。まれに異物が外套膜上皮細さい胞ぼうを巻きこむようにして、貝の体内に入ることがある。

　組織内に埋うまった上皮細胞は袋ふくろ状じようの組織をつくりだす。袋状の組織はそれでも貝殻作りをやめない。異物をくるむようにして貝殻をつくろうとする。

　その結果としてできたもののなかで、とくに美しいものを真しん珠じゆと呼ぶ。

　面おも白しろい──法印美和は結界を感じて、目を細めた。

　伊勢滋也と仮名を名乗っている神が異能の人間を使ってつくりだした結界だ。

　球状の結界の内表面からは現実に潜ひそむ混こん沌とんが吐はき出されていた。

　たぶん、この宇宙の外ではごく当たり前の風景なのだろう。

　宇宙の新しい有あり様ようが決まったとき、光の速さで成長する球状の膜が生まれる。膜は表面から新しい宇宙にもはや相応ふさわしくない混沌を吐き出す。

　この膜は、人間が決して観測することのできない光の壁かべの彼方かなたへ、混沌を押しやる役割を負っているのだ。

　もっとも、美和が膜の存在を確かく認にんしたわけではない。それは永い思し索さくの果てにたどりついた仮説にすぎなかった。

　いま、目の前に夢想していた膜がある。

　本来、宇宙の外へ放ほうり出すべき混沌を内部へむかって吐き出している。

　この混沌は美しいのか？──美和は自問した。

　美和は大きく息を吸いこんだ。空気にも混沌の匂においが満ちていた。

　前方を稲いな妻ずまが切り裂さく。

　ナルイカズチが猛たけり狂くるっているのだ。

　あやつはすでに本ほん性しようを表わしている──すこし羨ましかった。

　ナルイカズチの戦っている相手は娘むすめ神がみと獣けもの神がみだ。遠い昔に彼らと対面していることを美和は思い出した。

　カエデとツユネブリという名だったはずだ。たしかあのころ、カエデは人間だったはずだ。いつのまに神になったのかは知らなかった。間ま違ちがいなく、あの余計なことが大好きな月の神が一枚嚙かんでいるのだろう。

　戦いといっても、もう決着はついていた。カエデもツユネブリももう戦せん闘とうが可能な状態になく、一方的に攻こう撃げきを受けているだけだ。

　雷らい鳴めいとともに光の鞭むちが娘神と獣神を打ち据すえる。

　まもなく、彼らは跡あと形かたもなく消しよう滅めつするだろう。

　遠い昔にほんのすれちがっただけの相手とはいえ、彼らが消え去ってしまうことに、一いち抹まつの寂せき寥りよう感かんを覚えずにはいられなかった。彼ら程度の知り合いすら、もうめっきり減ってしまっているのだ。

　美和は下界を見おろした。

　口元に笑えみが浮うかぶ。

　蝶ちようになりそこねた者らがいる。

　無理もない。彼らは作法を知らないのだ。蝶となって冥めい界かいへ赴おもむくという死者の作法を。

　近ちか頃ごろでは蝶となる死者が少なくなった。

　いや、それは誤ご魔ま化かしだ。もうまったくいないのだ。美和が定めた作法を憶おぼえている者はもはやこの地上にはいない。

　そうだ、この混沌は美しくない。とても真珠色の混沌とはいえない。

　真珠色の混沌はかつて美和の支配した領域にあった。いや、昔はすべてが美しい混沌で満たされていたのだ。

　かつて蝶だった者たちを呼び出して、あの者らに手本を見せてやろうか。

　そんな考えが頭をよぎったが、すぐ思いなおした──いや、まだ早すぎる。

　まだ秩ちつ序じよは硬かたく、彼女の本性を表わせるほどの隙すき間まはない。混沌が薄うすいのだ。八くさの雷神たちのように魑ち魅み魍もう魎りようと大差のない神ならともかく、力ある神が神であることはできない。

　それに、これはひとときの混沌だろう。すでに秩序が四方から押し寄せ、膜は破れかけている。さほど時をおかずして、この混沌は吞のみこまれ、新参の日常に回帰していく。

　ここに冥界の住人たちを呼び出しても、辛つらい目にあわせてしまうだけだ。

　そう、この夜はまだほんとうの夜ではない。

　しかし、おもしろいものだ。

　美和には膜をつくる力はない。

　その代わり、かつての真珠色の混沌の欠片かけらを持っていて、それを強ごう引いんに現実へねじこんでいくことができる。こうして、部下たちがフィールドと呼ぶ場をつくりだすのだ。

　しかし、神々のなかでもっとも強力だった美和の力をもってしても、強固な現実にフィールドを挿さしておけるのは、ごく短い時間にすぎなかった。

　認めたくないが、美和の力よりこの人間の力のほうが優すぐれているのかもしれない。

　だが、人間の力が完かん璧ぺきというわけではない。

　どうやらこの混こん沌とんは見境なしに力を解放させるようだ。人や物を選ぶことはできないらしい。

　美和自身や彼女の部下たちまで束そく縛ばくをある程度解かれているのがその証あかしだ。

　神と比べて人間が愚おろかというわけではない。むしろ人のほうが聡さといのではないか、と美和は思うことがある。

　ふと脳のう裏りに男の顔が浮かんだ。かつて遠い昔、美和以外はもうだれも覚えていないような時代、夫と呼んでいた男。

　あれはじつに愚かだった。ほかに選せん択たく肢しがなかったとはいえ、あの男と契ちぎりを結んだのは過去最大の汚お点てんといっていい。しかし、あれほど幸せだった日々もなかった。

　あのころは自分もまた愚かだったのだ。聡そう明めいである必要がなかった。

　美和はイメージを振ふり払はらい、思考に戻もどった。

　もちろんとてつもなく愚かな人間もいるが、その人間でも敵の縛いましめをわざわざ解いてやるほどではあるまい。

　それに、これは独りの力ではない。

　美和は力の及およぶ場をつぶさに観察した。

　ネットワークが覆おおっている。

　力と力が共鳴しあって、膜まくを形成し、このまやかしの夜の片かた隅すみに混沌を満たしている。そして、真の夜に近づけているのだ。

　人にできて神にできないのも当然だ。混沌を排はい出しゆつする膜は人間たちがそれと知らずにつくりだしてしまったのだから。

　美和は溜ため息いきをついた──もし、この効果がずっとつづいてくれたなら、いま遂すい行こうしているおぞましい計画など履はきつぶした靴くつのように捨ててかまわないのに。膜がこの地球すべてを覆うほどに成長してくれたら、それが叶かなうのだ。外宇宙に追い出された混沌が還かえってくる。

　できれば計画を放ほう棄きしたい。

　そして、放棄できるかもしれないと美和は思った。

　それには混沌の核かくとなる人間が必要だ。

　美和はナルイカズチを見た。

　ナルイカズチの身体からだを中心に雷らい気きが渦うず巻まいている。つぎの一いち撃げきを準備しているのだ。

「来きたれ」美和は呟つぶやいた。

　目前に火田と若井が現われる。

「美和さま」若井が恭うやうやしく礼をした。

「それとも真まことの名前でお呼びしましょうか」と火田。

「いや、まだその名にわたしはふさわしくない」美和は首を振った。いま程度の力しか持てぬ身を真の名で呼ばれては、名前が穢けがれるような気がした。「おまえたちをまだホノイカズチやワキイカズチと呼べぬように」

「ごもっともです」若井がうなずく。

「いますぐ、真の名に恥はじぬ姿になれ」

「娘むすめ神がみと獣けもの神がみなら鳴雷丸に任せておけば大だい丈じよう夫ぶですよ」と火田はへらへら笑った。

「おまえたちはナルイカズチを止めるのだ」美和は火田の思い違ちがいをただした。

「いま、なんとおっしゃいました？」若井が愕がく然ぜんとした。

「あの人間を殺すな。あとで気が変わるかもしれないが、いまは生かしておく」

「そんな！　あいつは伏雷丸の仇かたきです」火田が抗こう議ぎした。

　美和は冷たく見返した。それで、意思はじゅうぶんに伝わった。

「失礼しましたっ」察しよく、火田は頭を下げた。

「だから、ナルイカズチを止める」

　雷らい神じんというのは一度戦いにはいると自分を見失う。敵を破は壊かいするまで攻こう撃げきをつづけるのだ。火田と若井が美和の招しよう喚かんに応じたのは、彼らがまだ半ば人間の振りをしていたからである。

　もはや本ほん性しようを表わしたナルイカズチに美和の命令はきこえない。いや、美和が主の仮の姿であることを忘れているのだ。

　最初の命令のままに、混沌の核である人間を殺そうとするはずだ。

　いまのところはまだ、ナルイカズチの目標は娘神と獣神だ。つぎの一撃で二柱の神々は完全に消しよう滅めつするだろう。

　それはかまわないが、そのつぎの目標は混沌の核だ。

　人間にすぎない混沌の核はもっと簡単に魂たましいまで焼き尽つくされてしまいかねない。
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　いや、月の神の従神たちを滅するついでに混沌の核を消してしまう可能性すらあった。

　いまのうちに止めなければならない。

「なぜです？」若井が問うた。

　忠実な僕しもべである彼が美和の命令に質問を返すのはよくよくのことである。無理もなかった。真の姿を顕けん現げんした雷神たちが相争えば、死ぬかもしれないのだ。

「あの人間をわたしの計画に使う」美和は簡潔に説明した。

「しかし……、鳴雷丸が止とどめを刺さしてしまったかもしれませんよ」と火田。伏雷丸の仇である人間を救うため兄弟神と争うことを、ひどく理り不ふ尽じんに感じているらしかった。

「ならば、おまえは空に浮うかんでいない」美和は指し摘てきした。

「そうですね……」火田は納なつ得とくした様子だった。

　たしかにこれはあの男独りの力ではない。だが、あの人間が核であることは間違いないのだ。核を失えば、膜は破れ、場はあっという間に崩くずれ去るはずだ。

　まだあの人間は生きている。いや、死んでいるかもしれないが、少なくとも霊れいはここに留とどまっているはず。ほしいのは彼の肉体ではない。精神だ。そして、美和なら、堅かたく拘こう束そくされている状態でも、霊を捉とらえておくぐらいの力はある。

　むしろ肉体がないほうが扱あつかいやすいかもしれない。

　だが、ナルイカズチに任せておけば、魂まで霧む散さんさせてしまうだろう。

「ナルイカズチをとめろ」美和は重ねて命じた。「そのあと、あの神とその眷けん属ぞくのほうを滅ほろぼせ」

「あの神を!?」若井はぎょっとしたように、「娘神と獣神はともかく、あの神をわれわれがですか？」

「いまならできる」美和は断言した。「まだこの現実はあの神を受け入れることはできない。わたしもそうだが。しかし、おまえたちを受け入れるほどには、この混こん沌とんは濃こい。ナルイカズチがすでにそうであるように」

「はい」若井が頷うなずいた。

「あの神は強いが、まだろくに力を顕あらわしていない。真の姿のおまえたちがかかれば倒たおすことができる」美和はいいきかせた。「火田、若井という拘束着を脱ぬぎ捨て、ホノイカズチ、ワキイカズチとなれ」

　火田が好戦的な微び笑しようを浮かべた。

「オオイカズチたちにもそう伝える。ナルイカズチを見習え。そして、あの神と馴なれ合うな、と」

　雷かみなりたちは闇やみで生まれた。そして、伊勢滋也と仮かり初そめの名を纏まとうあの神は夜の王。親しみやすいのだ。敵対することに躊躇ためらいがある。

　もっとも、わたしが態度をはっきりさせなかったせいでもあるが──美和は反省した。

　美和自身にも躊躇いがあった。なにしろ伊勢滋也は夫の息むす子こだ。

　しかし、もはや迷いはない。

　伊勢滋也は敵だ。月の神に戻もどる前に抹まつ殺さつする。

「ご自身もお手を下すのですか？」

「時間があればそうしたい」美和はこたえた。「あれでも義理の息子だ。最さい期ごを見届けてやりたい。しかし、荒あら事ごとはおまえたちに任そう。あの神にとってそうであるように、この混沌はわたしにとっては薄うすすぎる。人間どもの定めた法則がわたしを縛しばる。それに、わたしにはべつの仕事がある」

「まさか、あの人間にちょくせつ……？」若井は驚おどろいたようだった。

「そりゃ、人間としては栄えい誉よの極きわみでしょうね」と火田。

「無む駄だ口ぐちはいいから、急げ。ナルイカズチがわたしの仕事を駄目にしてしまう前に。そのようなことになったら、わたしがこの化け身しんから戻ったとき、おまえたちになにをするかわからない」

　法印美和という仮の姿は、彼女の感情を抑よく制せいする役割も果たしている。本来の彼女は気まぐれで、忍にん耐たい心しんの欠片かけらもない神なのだ。そして、雷らい神じんたちはそのことをよく知っていた。

「ちゃっちゃとしないと、おれたちはおいしいところを食べ損そこなうってわけですね」火田が媚こびるようにいった。

「やむをえません」若井はいった。

「それじゃ、この暑苦しい人間の姿を脱ぎます。恥はずかしいから、こっちを見ないでくださいよ」と火田。

　空が光った。
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　結宇のように気を失うことができればどんなにいいか──隆生は強く思った。

　だが、意識ははっきりしている。ふだんよりはっきりしているぐらいだ。いつもこれだけはっきりしているなら、もうちょっとましな人生が開けたかもしれない。

　しかし、いまさら思っても詮せんないこと。

　せめてもの抵てい抗こうに、彼は目を瞑つぶった。

　そして、なにかにぶつかった。

　そのまま身体からだがのめりこむ。

　最初は水かと思ったが、水にしては粘ねばっこい。限られた知識のなかで一番近いものを探すとすれば、冷蔵庫に入れ忘れたマーガリンだ。それもとびきり暑い夏の日に。

　地面ではない。こんな地面があってたまるものか。

　隆生は耐たえきれず、悲鳴をあげた。こんな感かん触しよくは初めてだ。それをいうなら、これだけ長い時間、落下するのも初めてだが、ここに接触するまでは予想したとおりの体験だった。

　だが、これは予想外だ。

　背中に強い衝しよう撃げきを感じた。

　今度は固くざらついている。

　隆生はほっとした。これが正しい地面というものだ。

　だが、つぎの瞬しゆん間かん、激痛に襲おそわれ、隆生は呻うめいた。

　痛みを感じるということは生きているということなのだ、たぶん。

　結宇のクッションになってやれたのも、ちょっと自じ慢まんしたい気分だった。

　とはいえ、結宇が怪け我がをしていないという保証はない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」隆生は囁ささやく。

「ちっとも大丈夫じゃないよ」応いらえが返ってきた。

　あれ？──と隆生は思った。結宇の声ではない。しかし、聞き覚えがある。コンの声だ。

　いったいどういうことなんだ、と考えたが、考えてもしかたがないことに気づいた。

　やはりショックで混乱しているらしい。

　隆生は瞼まぶたを開いた。

　たいして変わりはなかった。暗くてなにも見えない。

　だが、だれかがすぐ目の前にいるのはわかった。息が顔にかかったからだ。

　コンが顔を覗のぞきこんでいるようだ。心配してくれているのだろう、とここは好意的に解かい釈しやくすることにした。

「コンさん、なにやっているんだ!?」

「人命救助」コンはこともなげにこたえた。

「人命救助？」

「おまえたちが生きているんだから、人命救助ってことになるんじゃないのかねぇ」

「じゃあ、この子も無事なのか」と結宇のことを訊きく。

「いまのところ、あたしらの仲間入りはしていないようだけどね。まあ、遅おそかれ早かれの問題だけど」

「遅かれ早かれ？」隆生は聞きとがめた。まだ死んではいないが、死にかけているということなのか。

「気の回しすぎ」コンは否定した。「あたしぐらい長生きしていると、一時も十年も似たようなもんだよ。くたばりかけていようが、あと百年は生きそうだろうが、遅かれ早かれの問題だ。そうだろう」

「あなたは生きていないです」結宇が呟つぶやいた。

　その声は弱々しかったが、苦しげではない。

「怪我、していないか？」隆生は尋たずねた。

　だが、答えはなかった。また気を失っている。先ほどの呟きがコンの言葉につっこんだのか、それとも単なる譫うわ言ごとだったのか、隆生には判断がつかなかった。

「まあ、そうだけどさ」苦く笑しよう混じりにコンが結宇の言葉を認めた。

　結宇が無事だとわかって、緊きん張ちようがすこし解けた。「そういや、コンさん、息をしているね」

「え？」自分でも気づいていなかったらしく、その声には驚おどろきが滲にじんでいた。「あら、ほんとだ。嫌いやだね、はしたない」

　幽ゆう霊れいが呼吸をするのは恥ずかしいことなのか、と思ったが、疑問は胸に留とどめておいた。いまは疑問を増やしている場合ではない。

「いったいなにが……」

　おぼろげに自分のいる場所がわかってきた。

　穴のなかだ。なんの穴だか知らないが、乾かわいた井い戸どの底のような場所にいる。

　手で近くの地面を触さわってみて、考えた──こんな町中に井戸が残っているのも驚きだが、どこの物好きが底をアスファルトで舗ほ装そうしたのだろう。

　コンは井戸の壁かべから生えていた。

　それはすこしも意外ではなかった。じつに幽霊らしい姿勢だ。

「助けに来てくれたのか？」信じられない思いで隆生は尋ねた。

　どうやって助けられたのか見当もつかないが、百メートル以上の高さから落ちて生きているのだから、打ち所がよかっただけではすまされない。コンが口にした人命救助というのに噓うそ偽いつわりはないだろう。

「まあ、おまえに関してはたまたまっていうか、ついでだけれどねぇ」

　隆生はさらに手を伸のばした。この井戸の底は壁よりも広がっていた。

　指先になにかが触ふれた。土でも石でもない感触だ。

　もっとよく確かめようと、さすってみた。

　すると、いきなり蹴けられた。

「気色悪ィな、もうっ」同時に甲かん高だかい声がする。「おっさん、脚あしフェチか？　しかも、男がいいのかよ？」

　そのとたん、井戸が崩ほう壊かいした。

　崩壊した井戸の欠片かけらは人の姿となって、隆生を囲む。

　ようやくわかった。あの土つち饅まん頭じゆうのような幽霊集合体に受け止められ、助かったのだ。

「まったく、人の頭のうえに落ちてくるし、脚をぺたぺた触るし、迷めい惑わくなやつ」と幽霊の一体が文句をいう。半ズボンの少年だ。

「あんたたちが助けてくれたのか……」

「幽霊が人命救助なんて笑っちゃうね」コンはほんとうに笑い声をたて、顎あごをしゃくった。「いや、あいつがさ」

　そこには幹芽山以来合流している高たか寺でらがいた。

「なんか、人命救助も軍人の仕事だ、とか、はりきっちゃって。まあ、退たい屈くつしていたんだろうけど。退屈していたのはあたしもご同様ってことで」

「伊勢青年に協力すると約束したのだ」高寺は説明した。「彼はいま、具体的に協力要よう請せいできる状態にないらしいから、自主的に判断した。負傷者の救助も作戦行動には欠かせない後方作業だ。それに、じつをいえばその女の子のような子どもが死ぬのはあまり見たくない」

「まあ、幽霊にゃ、いろんなことができるが、生きている人間にしかできないこともある」とべつの幽霊がいう。「生きた人間から幽霊になるのは簡単だ。おれにもできた。けれど、生きた人間に戻もどることはまあ、成功した例がないからな」
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「あんたら、優やさしいんだな」隆生は感動した。「わざわざこんな修しゆ羅ら場ばへ助けに来てくれたのか」

「おまえだけなら、皆みなの足にしがみついてでも止めたんだけれどね」とコン。「情けは人のためならずってさ。おまえがその子を助けようとしなけりゃ、今ごろあたしらはおまえの歓かん迎げい会かいの段取りをしなくちゃいけないところだ」そして歌うように、付け加えた。「幽霊にゃいろんなことができる。あの屋や敷しきからこっちへ飛んでくることだってできたんだ」

「冗じよう談だんじゃない、なんでこんなやつの歓迎会を」半ズボン姿の幽霊がいった。「ええと、こんなやつのことを専門用語でなんていうんだっけ？　ショタ？」

「まあ、そんなこといわずに」コンは取りなすように、「いいこともあったじゃないか。助けに来なけりゃ、あたしら、あの屋敷から離はなれられるってわからなかったろうよ。なんだか知らないけれど、今夜はあの嫌な感じがちっともしない。お屋敷のなかより気持ちいいぐらいだ。あそこは気に入っているけれど、とじこもりっぱなしじゃ気が滅め入いっちまう。夜の散歩としゃれこもうじゃないか」

　さすがに幽霊は感覚がちがう。この異い形ぎようの夜に吞のん気きなものだ──隆生は呆あきれた。

「いつまで女の子を抱だいているんだ、このロリコン！」少年霊れいが喚わめく。

「いやだね、ガキの時分に死んだやつは、変な言葉ばかり憶おぼえちゃって」コンが窘たしなめた。

「お姉ちゃんだって、若くして死んだんじゃないか」

「あたしゃ、子どもを産んで死んだのさ。やることやってから幽ゆう霊れいになっているんだ、ガキ」

「ロリコンでもショタでもないぞ」ロリコンはともかく、ショタってなんだろう、と考えつつ、隆生はぐったりしている結宇の身体からだを丁てい寧ねいに横たえた。ざっと見たところ怪け我がはしていないようだ。

　ふと思い出したことがあって、隆生は少年霊を睨にらみつけた。「いうのを忘れていたけど、おっさんでもない」

　問題は隆生自身の身体だ。したたかに打ち付けたらしく、右の肩かたと腕うでが痛い。結宇の身体を動かすときも歯を食いしばらなくてはいけなかった。腕が折れているのかもしれない。

　動かしてみる。腕を振ふり回したり、拳を握ったりする。とりあえず、異常はないようだ。動かすたびに涙なみだが滲にじむほど痛いだけである。

「いや、ほんとうにありがとう」隆生ははっと楓とツユネブリのことを思い出した。「ところで、他ほかの連中は？　つまり、飛んでいた……」

「嬢じようちゃんと化け物兎うさぎのことかい？」コンは眉み間けんに皺しわを寄せ、弁解じみた口調で、「わからないよ。あそこに落ちたところまでは見ていたけれどね、両方とも助けるわけにはいかなくて、おまえとあの嬢ちゃんなら、嬢ちゃんを選んだところだけど、こっちの嬢ちゃんとあっちの嬢ちゃんなら、そりゃあこっちを助けなくっちゃって思うだろう。なんたって、あっちのほうが逞たくましそうだ」

　じつをいうと、楓とツユネブリについてはあまり心配していない。

　最後に見たときは雷かみなりに打たれて落下中だった。普ふ通つうは死ぬ。間ま違ちがいなく死ぬ。

　しかし、普通でないからこそ空を飛び、そして落ちる羽目になったのだ。

　それに、神ですら死ぬような事態なら、隆生ができることはあまりない。

「滋也さんは？」

「そっちも知らないよ。いや、どこにいるかはわかっているんだ。あそこだよ」とショッピングセンターを指差す。「でも、行きたくないんだ。なんかすごく嫌いやな感じがする」

　そのとき、爆ばく発はつ音おんが轟とどろき、あたりが真昼のように明るくなった。

　幽霊たちの悲鳴があがる。

　隆生は空を振り仰あおいだ。

　禍まが々まがしい印象の巨きよ大だいな光の球がふたつ、夜空に弾はじけていた。月の光とは比べものにならない明るさだ。

　なま暖かい風が吹ふきつけてきた。

　これまではほんの前座、本番はこれからだ、とでもいいたげな光景だ。

　隆生の印象を裏づけるかのごとく、爆発のあった空間からひとつずつ光点が走った。

　ふたつの光点がともに目指すのはもうひとつの光点。その光点の正体については、隆生に心当たりがあった。

　襲おそってきた連中のひとりだ。

　すると、爆発のなかから生まれた光点の正体もイフカの特務社員にちがいない。

　隆生は膝ひざが震ふるえるのを感じた。

「なんだかけたたましいねぇ」

　相変わらず緊きん張ちよう感かんがないな、と横目でコンを見る。

「この子、頼たのめるかな？」隆生はいった。

「野暮なやつだね、なんだってこの楽しい夜に子どもの面めん倒どうを見なきゃいけないんだ」

「楽しいか？」

「死んでこのかた、こんなに気持ちのいい夜はなかったよ。しかも、花火があがったりして賑にぎやかじゃないか」

「花火じゃないぞ」

「そりゃわかってるよ」コンは隆生の肩を叩たたき、「まあ、そう強こわばった顔をしなさんな。死んだら死んだときのことだ」

「幽霊が死ぬはずないって、信じこんでいるんだな」そうとでも考えなければ、コンのお気楽な様子の理由がわからなかった。

「そんなことないよ。死ぬ、というのが適当なのかどうかわからないけれど、ずっと幽霊でいられるってもんでもないだろうさ。消えちまうときは消えちまう。でもね、あたしらずっと屋や敷しきに縛しばりつけられていたんだ。なんかあったときには逃にげ場がないんだよ。もっとも、いままで逃げなきゃと思ったことはないけれど。万が一のときにはどうしようもないっていうのは、そりゃ不安なもんなんだよ。俎まないたの上の鯉こいみたいなのがずっとつづけば、大たい概がいのことには動じなくなるんだ。達観したってやつかねぇ」

「なるほど。それはともかく、怪我がないかどうかこの子を診みてやってくれ。いまならできるだろう。息をしているぐらいなんだから」自分でも大人げないと思いつつ、隆生は少年霊を睨みつけながら、「おれがやったら、またロリコンだといわれてしまう」

「そりゃ、そうかもしれないね。いや、ロリコンとやらのことじゃなくて、あたしがこの子に触さわれるってところだけどさ」コンは結宇の傍かたわらに屈かがみこんだ。

　恐おそるおそる手を伸のばしたが、結宇に触ふれる寸前、コンは隆生を振り返った。「前にもこんなことがあったね、ほんとうに触れるかね」

「嫌なら……」無理にしなくてもいい、と隆生はいいかけた。

　だが、コンは、「あのときはがっかりした。もしまたあんな思いをしたなら、あんたには落ちるところからもう一度やりなおしてもらうよ。なぁに、心配しなくていい。幽霊にゃいろんなことができる。たぶんあんたをもといた場所まで持っていくことだってできるだろうさ。今度は助けないからね」というと思い切ったように結宇に触れ、巫み女こ装しよう束ぞくの胸むな元もとをくつろがせた。

「おや、できたね。ふうん、血も出ていないし、大きな怪我はしてないようだ。掠かすり傷や痣あざぐらいはあるかもしれないけれど、さすがにここで服を脱ぬがすのは気の毒だ」コンはまた隆生を振ふり返った。「なにを見ているんだ、スケベ」

「いや」慌あわてて彼は後ろを向いた。

「屋敷につれて帰るとしようか。ちょっとあんたら、ちょっと手を貸してくれないか」

　コンの呼びかけに応じて、数体の女性霊が結宇を担かつぎあげた。

「いや、それはまずい」隆生は制止した。

「なんでさ。いっとくけど、さすがに幽霊のあたしらがこの子を病院に連れて行くのは無理だ。病院に幽霊なんてはまりすぎて笑ってしまうよ。それに、縄なわ張ばりってもんがあるからね」

「いや、そうじゃなくて……」

「まあ、おまえが病院に連れていくっていうなら、それもいいけどね」

「その子をひとりにしておくわけにはいかないだろう。狙ねらわれているんだ」隆生は説明した。

「だから、おまえがついていてやればいいじゃないか」

「いや、おれは行くところがある」

「まあ、おまえの好きなようにすりゃいいさ。あたしらはこの子を屋敷に連れていく。ついてきたけりゃ、ついておいで。よそに行きたいなら、そうしな」

「じゃあ、あんたたちがこの子を守ってくれるかい？」

「はあ？」コンは眉み間けんに皺しわを寄せ、鼻を鳴らした。「おまえ、厚かましさに磨みがきがかかったんじゃないか。まあ、ひゅうどろどろで出ていけば吃びつ驚くりしてくれるほど可愛かわいげのある人間が相手ならやってみようかなって気にもなるけどさ、あの化け物兎うさぎをやっつけるような連中なんだろう。そんなのとどうやって戦うのさ。あたしは見ていたんだよ。鉄てつ砲ぽうぐらいならもう怖こわくないけど、雷かみなりさまはべつだ。お断りだよ。なにしろいまは息をしてるんだ、息の根を止められちまうってこともあるんじゃないか。おまえだって幽ゆう霊れいも死ぬかもしれないって思っているんだろう。冷たいようだけど、幽霊の世界にもできることとできないことがあるんだよ」

　じつにもっともな意見だった。

「それにさ、こういっちゃなんだけど、あたしの見たところ、おまえがついていたからってどうなるもんでもないね。おまえが相手にできるのは、せいぜいか弱い幽霊ぐらいのものさ。はは、それに、いまならあたしのほうが強いかもね」

　痛いところをつかれて、隆生は黙だまりこんだ。

「余計なことをいって落ちこませてしまったようだね。まあ、すまないとは微み塵じんも思わないけれど。まあ、とにかくおまえとあたしらは無関係、仲間でもなんでもないんだ。そういや、忘れかけていたけど、おまえはあたしらを追い出しに来たんだよねぇ。どっちかっていうと、敵か。とにかく、好きにするさ」

「ああ」隆生はうなだれた。

「わたし、大だい丈じよう夫ぶです」結宇の声がした。

「おや、気づいたかい、お嬢じようちゃん」コンが結宇をおろす。

「ええ、あの、ちょっとぼうっとしているけど、大丈夫です」

「無理しなくていいよ」

「いえ」結宇は頭を横に振ると、丁てい寧ねいに幽霊たちにお辞じ儀ぎをした。「あの、ちゃんときこえていました。助けてくれたんですね。どうもありがとうございます」

「はいはい。感謝されるっていうのはいいもんだ」コンは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　そのとき、この夜、何度目かの爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。

　今度のはひときわ大きい。空気だけではなく地面まで揺ゆらしそうな勢いで、その熱は顔を灼やきそうなほど。

　結宇は肩かたを震ふるわせたが、悲鳴をあげるのは我が慢まんした。

　爆発のあった場所ではみっつの光点がもつれあっていた。

「あの……」結宇が隆生の顔を見あげて、「菊名さんもありがとうございました。それで、楓さんたちはどうしたんですか」

「それをいまから確かめてくるんだ」隆生はいった。

「じゃあ、わたしも行きます」

「それは駄だ目めだ」隆生は首を横に振り、「最後までちゃんと見ていなかったけれど、彼女たちが落ちたのはあそこの下あたりだ」と交こう錯さくしあう光点を指し示した。

「じゃあ、あのどれかが楓さんなんですか？」

「え？」隆生は虚きよをつかれた思いだった。

「だって、戦っているように見えます」

　いわれてみれば、光点は一対二で争っているかのようだった。

　だが、楓とツユネブリのはずがなかった。彼らは落下したのだ。

「とにかく駄目だ」隆生はいった。

　結宇は置いていかれることが不安そうだったが、こっくり頷うなずいた。

　そこで、楓から渡わたされたもののことを思い出した隆生はスモックの下からピストルを引っこ抜ぬいて眺ながめた。これがあの連中に通用するかどうかわからない。どちらかといえば通用しそうにもない。だが、いつも使っている木刀よりは頼たよりになりそうだった。

「あの、隠かくしたほうがいいです」結宇が隆生の袖そでを引っ張った。

　彼女の視線を追うと、一人のすらりとした女性が近づいてくるところだった。

　隆生は慌てて銃じゆうを隠した。

　女性はなぜかまっすぐ隆生に近づいてきた。

　まさか私服の婦人警官ということはないよな、と隆生は思った。こんな夜に銃刀法違い反はんで捕つかまるなんて、予想外だ。

　恐おそれていたとおり、女性は隆生の前でぴたりと止まった。

「あの、なにか？」隆生は恐るおそる訊きいた。

「初めまして」彼女は素す晴ばらしい営業スマイルを浮うかべ、「わたくし、株式会社イフカの代表取とり締しまり役やく会長、法印美和と申します」

「イフカの！」結宇が隆生に縋すがりつく。

　するとあの連中の親玉か。彼女が人間であるはずがない。

　離はなしかけていたピストルのグリップを、隆生はふたたび強く握にぎった。

「お嬢ちゃんの知り合いかい？」コンが結宇に視線を向け、能天気にいった。

「お父さんをどうしたんですか？」震える声で結宇が尋たずね、胸むな元もとからＣＤのケースを取り出した。「あなたのほしいのはこれでしょう。こんなもの、返しますから、お父さんを返してください」

「とりあえず名乗りは終わった」美和の口元から営業スマイルが消える。「おまえたちが自己紹しよう介かいをしたいなら、してもいいぞ」

「あの、わたし、村西結宇です。お父さんの、いえ、父の名は村西利治です。ご存じのはずです」

　美和は無言ですっと手を伸のばした。

「おい！」隆生は拳けん銃じゆうを構えた。「なにをするつもりだ」

　美和はこたえず、ただ結宇の頭のうえに手を置いた。

　涙なみだ目めになりながらも、結宇は耐たえている。

「おまえは神の使者かもしれない」美和はひとりごちるように、「さもなければ、混こん沌とんの核かくへの道みち標しるべか」

「わたし、使者でも道標でもありません。お父さんを返してくださいっ」
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「どういうことだ……？」あの館やかたのなかで自分を除けば唯ゆい一いつの普ふ通つう人じんだと思っていた結宇が神の使者だか混沌の核への道標だかなどというわけのわからない存在かもしれないといわれて、隆生は動どう揺ようした。だいたい混沌の核ってなんだろう？

「すこし話をすることを差し許す」と美和。

「いや、ありがたいけど、いまちょっと忙いそがしいから」隆生は断ってみた。

「この女め狐ぎつねめっ」高寺が憎ぞう悪おを両眼に滾たぎらせて、前に出た。「きさまのせいでおれは死んだ。いや、貴様がおれを殺すように命じたのだ」

「それがどうかしたか」と美和。

「すこしは怯おびえたらどうだ！　おれは死んでいるのだぞ」高寺は不満げにいった。

「部下たちがわたしの命令に従ったのは、驚おどろくに値あたいしない」

「ちょっと、おまえ、こいつ、人間じゃないよ」コンが怯えた声で囁ささやく。

「なにをいまさら」隆生は呆あきれた。

「おまえたちに用はない」美和は幽ゆう霊れいたちを冷たい眼まな差ざしで見回した。「話に割りこむな。だが、きいていたければきいていればいい」

「そこの民間人。撃うて」高寺は隆生に命じた。

　従う必要などなかったのだが、気がつくと、隆生は銃ひき爪がねを引いていた。

　弾たまは発射されたが、どこへ飛んでいったのかわからない。すくなくとも、美和に中あたらなかったことだけはたしかだ。

「馬ば鹿かっ！」コンが怒ど鳴なりつけた。「お嬢じようちゃんに中ったらどうするんだいっ。まったく、男ってなんで鉄てつ砲ぽうの類たぐいが好きなんだろう」

「あ、中あてるもんか」隆生は強がったが、いまさらながらに結宇を撃ってしまう可能性に思い当たり、冷や汗あせをかいた。

　恐きよう怖ふのせいだ。

　恐怖のあまり結宇のことを忘れていた。

　おれはこんなに薄うすっぺらな人間だったのか、と隆生は情けなくなった。

「なにをしている、連続して撃て」高寺が促うながす。「ないのは残弾か、ガッツか？」

「貸してやるよ」荒すさんだ気分でピストルを放ほうり投げる。「くれぐれも女の子に中てるなよ」

　高寺はピストルを受け取ると、流れるように射しや撃げき姿勢をとり、弾だん倉そうに残った銃弾すべてを美和に送りこんだ。

　だが、なにも起こらなかった。

「効果は認められないな」高寺は隆生にピストルを返した。そして、美和の報復を潔いさぎよく待つつもりか、後ろに手を組んで彼女を睨にらみつけた。

　だが、美和は彼の存在を無視した。

　そして、結宇の持つＣＤをとりあげ、「わたしはこの中身が人間たちに知られることを恐れていた。だが、もう恐れない。もともと隠かくし事は嫌きらいだ」

　気が合うな、と隆生は思ったが、「悪いが、話をしている暇ひまはない」

「これには」美和は隆生の言葉など耳に入らないかのように、「あるウィルスの遺伝子情報が入っている。どうやら、おまえの父親はわたしが生物兵器をつくらせている、と誤解したらしいな」美和はＣＤを結宇に返そうとした。

「じゃあ、なんなんだ、そのウィルスは？」隆生は訊きいた。

「ただ人類を滅ほろぼすだけのものだ」

「そういうのを生物兵器というんじゃないのか!?」

「わたしはアンインストーラーと呼ぶ」

　結宇はおぞましげにＣＤを一いち瞥べつし、「こんなもの要いりません。そんなことよりお父さんを返してください」

「要らないのなら、それでいい」美和はＣＤケースを道路に投げ捨てた。「では、本題に入ろう」

「お父さんを返して」結宇は繰くり返した。「それがいちばん大事なことです」

「わたしの話は、どんなことよりも大事なことだ」美和はいった。

「それはあんたが決めることじゃない」隆生は叫さけんだ。

「いや、わたしの決めることだ」美和は隆生をじっと見つめた。「おまえにできることは、そこでわたしの話をきくことぐらいだ」

　隆生は動けなかった。

　いや、どう動くべきかなにも思いつかなかった。

　最善の方法はおとなしく美和の話に耳を傾かたむけることだと理性ではわかっていたが、それは癪しやくに障さわった。

　ふいに美和がなにかに気づいたように片かた眉まゆをあげた。

「その前に、目と耳をふさげ、混こん沌とんの核かく」

　どういう意味かと隆生が問おうとしたとき、大地が鳴動した。

　反射的に空を見あげたが、今度の震しん源げん地ちはショッピングセンターだった。ショッピングセンターが地上の太陽になっている。たしかに直視すれば失明しかねない。

　隆生は反射的に結宇を抱だきかかえ、ショッピングセンターに背を向けた。

　間かん一いつ髪ぱつ、煤ばい煙えん混じりの熱風が背中に吹ふき寄せてきた。

「助けて……」とうとう結宇の抑よく制せいも限界に来たようだ。「助けて、楓さん！　助けてぇっ！」

























　気持ちのいい春の日だった。

　年ふりた松の大木に寄りかかり、彼女は血ち溜だまりを眺ながめていた。

　咳せきが出た。それとともに大量の血液を吐はく。

　唇くちびるからだけではなく、脇わき腹ばらの傷からも大量に血液が流れ出している。

　自らの流した血液を見ることに飽あきて、彼女は顔を上げた。

　霞かすむ視界には禍まが々まがしい姿をした妖あやかしが横たわっていた。

「こんなやつと相打ちか……」

　それは心残りだったが、人間の身でよくやったとも思う。

　妖の屍しかばねの向こうには数人の人間がいた。彼女の里の住人だ。里を守るために死にかけている彼女を助けようともしない。おそらく、妖がほんとうに死んだのか確信が持てず、恐おそろしくて近づくことができないのだろう。

　彼女は意外とは思わなかった。彼らが薄はく情じようであることはよく知っていた。

　だからといって失望していないわけではない。

　彼女はふたたび顔を伏ふせた。

　こんなことなら、ほんとうに巫女みこになって、あいつを祀まつることで一生を無む駄だにしたほうがましだった。

　もしも次の機会があるなら、せめて感謝の心を持つ人間だけを守ろう。そうでなければいっそ、守られる立場に徹てつしよう。そうだ、人を守ることなんてやめよう。

　瞼まぶたが重い。

　これであいつと会えるのかな……。

　その思いを最後に彼女は死んだ。

　当時はだれでも承知していたしきたりにしたがって、彼女の霊れいは蝶ちようになり、冥めい界かいへの道をたどりはじめた。

　冥界の女王が彼女のことをちゃんと忘れていてくれるだろうか、と思いながら。

　しかし、その道を半分も行くことができなかった。

「迎むかえに来ましたよ。約束ですから」巨きよ大だいな兎うさぎに乗った青年神が告げた。「ずいぶん早いお出ましでしたね。ゆっくり人としての生を楽しんでいらっしゃればよかったのに。危ないところでしたよ。この手を思いついたのはほんのちょっと前です。再会がずっと遅おくれるところでした」

「まったくです」兎がいった。「はじめに申しあげておきますが、わたしゃ、あなたさまとの再会をこれっぽっちも喜んでいないのです」

「そう？」彼女はいった。「あたしはけっこう喜んでいるわよ。そりゃあ、まあ、曾ひ孫まごに囲まれて死にたかった気もするけれどね」

「そうでしょうとも。さあ、参りましょうか、カエデ」

「助けて、楓さん！」思い出のなかに異質な声が入りこむ。「助けてぇっ」

　楓の意識は少女の声によって現在に引き戻もどされた。

　楓は目を覚ます。

　といっても、なにも見えない。なにも聞こえない。目も耳も機能していないようだ。

　身体からだに力が入らない。いや、動こうとしてもすこしも反応しないのだ。

　いやだな。あたし、どんな格好で死んでいるんだろう……。

　自分がどんな姿勢をとっているのかすらわからない。いや、姿勢をとれるほど身体が残っているのかどうかも怪あやしいものだった。

　彼女は死んだのだ。
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　だが、前とは大きなちがいがあった。いまの楓は神なのだ。

　楓はいったん身体を希き薄はくにした。大きく広がり、そしてまた五体満足な姿で凝ぎよう集しゆうする。

「まあ、こんなものかな」楓は自分の手を見つめ、服を引っ張ってみた。

　この衣い装しようを纏まとうのは、ほぼ二〇年ぶりだ。やはりこの衣ころもがいちばん動きやすく、身体に馴な染じんでいる。

　手を突つき出して、弓を招しよう喚かんする。

　これで身み支じ度たくは整った。

　大きく息を吸いこみ、辺りを窺うかがう。

　楓のいるのは──もとはどんな場所だったかわからないが、ともかくいまは──クレーターの底だった。

　敵は上空にいた。

　楓は眉まゆを顰ひそめた。

　どうやら敵は仲間割れを起こしているようだ。

　理由はわからないが、好都合だった。

「ツユネブリ、どこ？」と呼ぶ。

　呼びかけに応じて、兎の気配が周囲に充じゆう満まんした。気配は巨大な肉にく食しよく獣じゆうの姿に凝集した。

　白いむくむくの毛皮を纏ったその獣けものは牙きばをむきだし、楓を威い嚇かくした。

「それがあんたの本心ってわけ？」楓は弓を構えた。こちらでも仲間割れとは情けない。

「いや、すみません」ツユネブリはふだんの穏おん和わさを取り戻し、「どうも昔の夢を見ていましたもので」

「わかるわ、その気持ち。でも、いつの夢を？」

「ツクヨミさまと初めて出会った頃ころの思い出ですよ」

「そういや、その話、きいたことがない。今度、きかせてね」

「お断りします。思い出すと、理性を保っておく自信がないんです」

「その気持ちもよくわかる。あたしもあいつと初めてあったときのことは思い出したくない」

「ツクヨミさまも同意見でしょう」

「よしてよ、あんなやつと意見が一いつ致ちするなんて」

　ツユネブリは、雷らい鳴めい轟とどろき渡わたる夜空を見あげた。「おやおや、話がまとまったようで」

　さっきまで争っていた三柱の雷神が正三角形を形作って、楓たちを見おろしている。

「どうします？　あっちのほうが格が上ですよ。数も多い」とツユネブリ。

「どうするって、戦う以外になにをするのよ」

「降こう伏ふく……は許してもらえそうにありませんね」

「試ためしてみたら？」楓は提案した。「わたしは別のことをするけど」

「時間稼かせぎに使うおつもりですか」

「たぶん、時間稼ぎにもならないと思うけど」

「おい、そこの成り上がりの神々」ついさっきまで火田と呼ばれていた雷神が呼びかけてきた。「おれたちは急いでいるんだ。早くしてくれないかな」

「われわれのことはお気になさらず。どうぞどちらへでもいらっしゃってください」ツユネブリがこたえた。

「そういうわけにもいかない」鳴瀬だった雷神がいう。

「ずいぶんご親切なことね」楓は皮肉をいった。

「古いにしえの神がおまえたちのような小さな神に先に手を出しては名折れとなる」若井だった雷神は稲いな妻ずまを纏い、闘とう志しを露あらわにしていた。「さっさと攻せめろ。受けてやる」

　悔くやしいが彼らの余よ裕ゆうは当然だった。

　もちろん、楓はあっさり負けるつもりはない。さいわい、いまこの空間にはいろんなモノが流れこんでいる。

「それでは無む駄だな抵てい抗こうをしてみますか」

　人間には知られておらず、したがって崇すう拝はいされたこともない。しかし、それでも楓は狩しゆ猟りようの女め神がみであることに変わりはなかった。

　復活した狩猟の女神カエデは招喚をはじめた。




　　　　＊




　ショッピングセンターは崩ほう落らくした。瓦が礫れきのそこかしこから炎ほのおがあがっている。ガスが漏もれているのだろうか、断続的に爆ばく発はつが起こっている。かと思えば、水道管からは水が噴ふん出しゆつしていて、昼間ならばさぞ見事な虹にじを見せたことだろう。

　さすがに街では最大級の建物の火事とあって、数台の消防車が放水しているが、炎は燃え広がりつつあった。

　警官たちも駆かけつけていたが、火事場につきものの野次馬がいないので、手持ち無ぶ沙さ汰たの様子だった。

　まだ炎を免まぬがれている部分の瓦礫が動いた。

　いや、動いたという表現では不十分だ。瓦礫が吹ふき飛んだのだ。

　だが、消防士たちが気に留めた様子はなかった。ガス爆発とでも思ったにちがいない。なにより、彼らには仕事があったのだ。

　しかし、つぎに起こったことには、彼らも注意を向けた。

　瓦礫のしたから、男がひとり現われたのだ。

　その男は焼けこげたぼろを身につけているだけだった。だが、傷ひとつ負っているようには見えない。

　男は不思議そうに自分の手を見ていた。

　伊勢滋也だった。

「要救助者！」消防士が叫さけぶ。

　救急隊員が何人か、滋也に駆け寄った。

「救助などいりません」滋也は告げた。

「いや、そんなことはない」救急隊員は滋也に毛布をかぶせ、担たん架かに乗せようとする。おそらく、気が動転して馬ば鹿かなことを口走っている、と判断したのだろう。

　無理もないことだった。普ふ通つうの人間が崩落したビルの下した敷じきになれば、平静でいられない。

　しかし、滋也は普通ではなかったし、そもそも人間ですらなかった。

「余計なことです」聞き分けてくれないかな、と微かすかな希望をこめていう。

「たしかに外傷はないようだが、とにかく、いっぺん病院に行きなさい」使命感に燃えた救急隊員は聞き分けてくれなかった。「自覚できない内出血を起こしていることもあるんですよ」

　感謝の意をこめて、滋也は忠告した。「ぼくから離はなれなさい。危ないですよ」

「なにをいっているんだ！」救急隊員は苛いら立だった口調でいった。

　そこに雷らい撃げきが襲おそった。

　雷神どもが稲妻を投げかけたのだ。

　いまの滋也にはそれを撥はね返すのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　両りよう腕うでで雷光を受ける。

　撥ね返った閃せん光こうに炙あぶられて、救急隊員たちは黒くろ焦こげの死体になる。

「ですから、余計なことだといいましたのに」哀あい悼とうの念が仄ほのかに兆きざす。人の死を悼いたむ習慣など、彼にはなかったことだ。

　黒焦げの死体から、霊れいが分ぶん離りした。彼らは自らの死に戸と惑まどっているようすで、縋すがりつくような眼まな差ざしを向けてくる。

　説明を求めているらしい。

　だが、それにこたえてやるほどには、滋也は親切ではなかった。もともと神としても冷れい淡たんな部類にはいるのだ。

「いまからでもこの場からお離れなさい」とのみいった。

　新参の幽ゆう霊れいがどこかへ揺ゆらめいていくのを見送って、夜空に視線を移す。

　四柱の雷神たちがいた。大鳥と名乗っていたオオイカズチ、土谷と名乗っていたツチイカズチ、柝間と名乗っていたサクイカズチ、そして、黒磯と名乗っていたクロイカズチ。

　先ほどまでの友好的な雰ふん囲い気きはどこへやら、雷神たちは逸はやり、猛たけっている。

「無茶なことをするものです」無駄と知りつつ、滋也は文句をいった。

「このぐらいで無茶とおっしゃるとは」オオイカズチが嘲ちよう笑しようした。「人の世に長くいすぎたようですな」

　まだ敬語を使うだけの理性はあるらしい。だが、人間の姿を纏まとっていた頃ころなら、口先だけでも謝罪してくれただろう。

　滋也は辺りを見回し、ショッピングセンターの最上階に書店があったのを思い出した。このぶんではその書店の棚たなに並んでいた本も燃えてしまったか、吹き飛んだかしただろう。

　巨きよ大だいなだけで醜みにくいこの建物が壊こわれたことにはすこしも心が動かされなかったが、書物が失われたのには、胸が痛んだ。近きん郊こう都市の書店に、滋也が好むような専門書はおいていない。あったとしてもごく僅わずかだろう。それでも、だれにも読まれることなく、書物が消えたのは、悲しいことだった。

　書物が一冊ずつ人の手によって書写されていた時代を憶おぼえている者特有の感傷にすぎないことは自覚していた。大量に印刷されるいまの時代の本、それぞれにはたいした価値はない。そう、一人ひとりの人間にたいして価値がないのと同じように。

　雷神たちは、滋也が物思いに耽ふけるのを許しはしなかった。

　雷鳴が轟とどろき、光の鞭むちが滋也を打ち据すえようとしなる。

　滋也は舌打ちして、稲いな妻ずまを避さけた。

　考えなければいけないことがたくさんあるというのに、その暇ひまはないようだ。

　分が悪い。彼らの攻こう撃げきを受け流してはいるが、そう長くは保もたない。

　滋也は瓦が礫れきを空中に舞まわせた。

　コンクリートやガラス、金属片へんなどが滋也を中心として渦うず巻まく。

　渦巻きはしだいに大きくなり、竜たつ巻まきといっていいほどに成長した。

　雷神たちは雷を竜巻にぶつけてくるが、滋也の身体からだを傷つけるには至らない。

　攻撃を避けつつ、滋也は真の名を取り戻もどすことを試みた。

　古い記き憶おくを手た繰ぐり寄せ、いまの身体と真の姿を重ねようとする。

　だが、駄だ目めだった。

　たしかにこの夜はこれまでにないほど力が漲みなぎっている。偽いつわりの結界が張られる前が泥どろのなかに浸つかっていたようなものとすれば、いまは水のなかで泳いでいる程度には自由がきく。

　これほど思うがままに力を振ふるうことができるのは、いまは菊名隆生と名乗っている少年によって呼び出されたとき以来だ。並の妖よう怪かいが何体集まっても、いまの滋也を倒たおすことはできないだろう。
















　妖怪と神との関係はごく近しい。とくに戦いの場にあっては、本質的なちがいはない。並の妖怪なら勝てるということは、相手が並の神なら勝てるということだ。

　だが、生あい憎にくなことに敵は並の神ではないのだ。

　より大きな力が必要だった。

　滋也は息を吸いこみ、もう一度、本来の姿を取り戻すことを試みる。

　しかし、やはり歪ゆがみが足りない。まだ現実は硬かたく、彼の真の姿を受け入れようとしない。学校のプールに放ほうりこまれたシロナガスクジラが自由に泳ごうとするようなもの。泳ぐどころか、尾お鰭ひれひとつ満足に動かすことができない。とはいえ、窮きゆう屈くつな思いで尾鰭を動かせば、人間など軽く吹ふき飛んでしまうのだが。

　サイレンの音が鳴った。

　消防車やパトカーが引き上げるところだった。

　賢けん明めいな判断だ。神々の戦場に人間がいても、まったく意味のない死を与あたえられるのがせいぜいだ。

　雷らい神じんが真上に来たのを、滋也は感じた。ツチイカズチだ。

　ツチイカズチは電でん撃げきを放つような迂う遠えんなまねはせず、雷光を纏って、滋也の頭めがけて落ちてくる。

　滋也はとっさに後ろへ跳とんだ。僅かに残った衣類が風に煽あおられて千切れ飛ぶ。

　だが、身み形なりにかまっている時間はない。跳びながら剣けんを招しよう喚かんする。

　ツチイカズチは地面に激げき突とつした。

　土ど砂しやが吹き飛び、滋也のささやかな竜巻も消しよう滅めつさせられた。

　滋也は両りよう腕うででコンクリート片を防ぐ。それでも、細かい石が吹き付けてくるせいで、目を開けることも自由にならない。

　両眼を開けたとき、ツチイカズチが起きあがろうとするところだった。

「土ど雷らい丸まる」滋也は声をかけた。「人間の姿をとっていた頃でさえ粗そ暴ぼうな男だと思っていましたが、本ほん性しようを現していっそう荒あら々あらしさに磨みがきがかかったようですね」

　雷神の目は白目と黒目のちがいが喪うしなわれ、一様に赤い。眼球の代わりに鬼灯ほおずきを埋うめこんだかのようだった。滋也と同じように服は裂さけ、筋肉質の肉体が覗のぞいている。青みがかった肌はだの色を別とすれば、ボディービルダーなら彼程度の肉体を持つ人間はいるだろうが、その表面を電光が駆かけめぐるさまは、彼が人間ではありえないことを示していた。

　滋也の呼びかけに、ツチイカズチはこたえなかった。

　神と一口にいっても、いろいろある。理知的な神もいるが、獣けものとおっつかっつの知性しか持たない神もいる。雷神は後者だった。人間の振りをするだけでずいぶん無理をしていたことだろう。

　とくにこのツチイカズチは雷神どものなかでも愚おろかな部類らしい。

　きわめて危険だ。

　裏目に出ましたか……珍めずらしいことに滋也は反省していた。

　味方にのみ力が復活することをもくろんでいたのに、敵方まで力を取り戻してしまった。むしろ敵方に有利に働いている。これを裏目といわずに、なにを裏目といえばいいのだ。

　これは大きな考え違ちがいをしていたのかもしれない。

　後ろと左右で大きな音がした。ほかの雷神どもが大地に降り立ったのだ。

「月の神に敬意を表しつつ、弑しいしたてまつる」いくらか知性を残しているオオイカズチがいった。

「遠えん慮りよしておきますよ。いまのぼくは月の神ではありません」滋也はいったが、その心には諦てい念ねんが満ちていた。

　ここで滅めつするのもひとつの運命だと思う。実際のところ、ここにこうして立っているのも、おまけのようなものだ。いまは隆生と名乗っているあの少年に呼び出されなかったら、硬い現実にくるまれていまも眠ねむっていただろう。そして、おそらくはそのまま消え去った。

　最さい期ごにこのばかげた世界を見ることができてよかった。

　とはいえ、たかが雷神ごときに殺されるというのも業ごう腹はらだった。

　剣を構える。

　後ろからサクイカズチがつっこんできた。

　滋也は地面を蹴けり、宙返りをして雷神の突進を避さける。そして、擦すれ違いざま、肩かたに深々と剣を突つき立てた。

　サクイカズチは咆ほう吼こうした。

　そして、剣が刺ささったまま飛ひ翔しようする。

　滋也も剣の柄つかを握にぎって、離はなさない。

　サクイカズチは最大限の放電をした。

　滋也は歯を嚙かみしめた。

　さすがに効く。

　体中の筋肉が悲鳴をあげ、心臓が締しめあげられるかのようだ。

　お返しに、剣をぐりぐりと動かしてやった。

　ふたたびサクイカズチが絶ぜつ叫きようする。

　しかし、これが単なる嫌いやがらせぐらいにしかならないのはよくわかっていた。

　他の雷神どもの様子を窺うかがう。

　滋也は目を細めた。意外なものを見つけたからだ。

　妖あやかしがいる。

　巨きよ大だいで半はん透とう明めいの蛆うじ虫むしのようなものが地面で蠢うごめいていたのだ。

　本来なら、滋也は彼らの王だった。だが、真の姿を取り戻もどしていない以上、彼らに命令する権能はないだろう。もともと滋也は臣下に幸福も災さい厄やくも授さずけぬ代わり、彼らの忠誠も期待せずに君臨してきた。いくら窮きゆう地ちにあるからといって、彼らの命いのち懸がけの献けん身しんを貪むさぼるわけにはいかない。なにより、彼ら程度の力では、助けにもならない。

　だが、妖よう怪かいがここにいる、ということは興味深い事実だった。

　現実がまた一段と柔やわらかくなり、神代に近づいたということだ。

　滋也は肉体ならぬ耳を澄すました。さ蠅ばえなす声がきこえる。

　あれは星神たちの声だ。かつてのけたたましさを思うと、泡あわの弾はじける音にも似た微かすかな声だが、たしかに彼らの声がする。

　星神も滋也の臣下だった。それも、妖どもが臣下であるのとは意味がちがう。星神たちは滋也がつくったようなものだ。そして、まだその代だい償しようを受け取っていない。

　彼らの献身を期待する資格ぐらいあるだろう。

　彼は伊勢滋也という仮かり初そめの衣ころもを脱ぬぎ捨てようとした。

　今度はうまくいった。

　表は漆しつ黒こくで、裏地は冴さえやかな銀色に輝かがやくマントが翻ひるがえる。

　月の神にして三貴神の一柱、真の夜とそこに住まう異族を統治するツクヨミは星神たちに命令を下した。
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　招しよう喚かんしたモノたちの多くははっきりした姿を持っていなかった。陽かげ炎ろうのように存在が軽い。

　神の視線を持っていなければ、彼らを捉とらえることはできなかっただろう。

　だが、いくつかは自分が何者であったかを思い出しかけていた。半透明ながら、その姿形は明めい瞭りようだ。

「ここはみょうな匂においがする」混こん沌とんから凝こり固まろうとしたモノが呟つぶやいた。

　その呟きも空気を振ふるわせるわけではない。神の耳を持つ者だけに伝わる思いだ。

「そうね」狩しゆ猟りようの女め神がみカエデは応じた。

　火事の匂いすら、かつてとはずいぶんちがう。木が燃える匂いに、化学的な臭しゆう気きが混じっている。鼻の奥を刺すような匂いだ。

　もっとも、魑ち魅み魍もう魎りようは臭気のことをいったのではあるまい。まだ彼は嗅きゆう覚かくを取り戻していないだろう。世界の変へん貌ぼうを雰ふん囲い気きから感じとり、彼なりに表現したにすぎない。

「つらいな……」

「苦しい……」

「放ほうっておいてくれ」

「ここはどこだ」

「腹減った……」

「やめろよ」

「喰くわれた、おれ、喰われた」

　陰いん気きな呟きが漣さざなみのようにあたりを満たす。明確な意志になっているのはまだよい方で、多くは啾しゆう々しゆうとした哭なき声だった。

　引きずられて、カエデの気持ちも陰いん鬱うつに沈しずんでいく。

　良心の呵か責しやくもある。人間の世界の陰かげで眠ねむっていた彼らを叩たたき起こしたのは彼女ではない。しかし、これからなにをさせようとしているかに思いが及およべば、やはり自分勝手な理由で彼らを苦しめているとしか考えられない。

「なにをさせるつもりだ？」魍魎の一体が、カエデの恐おそれていた質問を発した。そう問うことは、意識が比ひ較かく的てきはっきりしている証しよう拠こだろうが、その口調には、半ば夢に遊んでいるような響ひびきがある。

「ごめんね」カエデはいった。「いまのうちに謝っておく。勝ち目のない戦いを手伝ってもらうわ」

「なんのための戦いだ」

　カエデは考えて、「とりあえず、あたしが生き残るため、かな」

「ああ、戦いの理わ由けとしてはもっともだ。だが……、どうしておれが手伝わなければならない？」

「あんたたちがここにいるからよ」

「ひどい話だ」魑魅魍魎がぼやく。

「そうね」カエデは頷うなずいた。

　カエデはかつて狩かりの獲え物ものとして生命いのちを喪うしなった者たちを慰なぐさめる神だった。いや、永らく自分の役目を忘れていたとはいえ、辞職したり、解任された憶おぼえがないので、いまでもそうなのだ。

　これは手ひどい裏切りかもしれない。

　人間たちを救うために、獣けものたちの霊れいを戦いに駆かり立てる。むしろ、人間の幽ゆう霊れいを戦いくさの庭に引き出すのが筋というものだ。

　だが、カエデにその力はなかった。

　その力を持っているのは、黄泉よみの女王だけ。そして、彼女は──困ったことに──カエデの敵だ。

「おまえさまの匂いには憶えがある」べつの魍魎がいった。「おまえさまは女神か？」

「ええ」

「ならばわかる。神とは往々にしてそのようなものだ。自分勝手で、気まぐれだ」

「だが、仕えぬわけにはいかぬ」

「我らには神が必要だ」

「神さまの考えなら、詮せん索さくしてもしかたがないねぇ」

　魑魅魍魎たちが口々にいう。

　先ほどより雰囲気が明るくなった。目的が与あたえられたからだろう。

「あなたはましな神だったような気がする」魑魅魍魎の一体が、譫うわ言ごとのように告げた。「いまとなっては記き憶おくが定さだかではないのだが」

「ありがと」苦い思いで、礼をいった。

　かつては野山を駆けめぐっていたモノ、空から哀あわれな小動物を付け狙ねらっていたモノ、海で容よう赦しやなく死を振りまいていたモノがあたりに満ちている。そして、彼らに死を与えられたモノたちも。

　カエデは彼らのうちのひとつに目をとめた。

　微笑ほほえみが浮うかぶ。

　古い馴な染じみを見つけたからだ。

　カエデがかつて当たり前の人間だった頃ころに会った妖あやかしである。そのもとはやはり野や獣じゆうか猛もう禽きんの類たぐいであったかもしれないが、ともかくカエデが見知ったときにはすでに化け物だった。

「あんたは長おさになって」カエデはいった。

「女神よ」妖は反はん抗こうした。「おれはおまえさまの僕しもべではない」

「あたしの敵は夜の王の敵よ」カエデは教えた。

「ああ、ならばしかたがない」妖は納なつ得とくしたというより、諦あきらめたかのようだった。「一度ぐらい、我が神の心に添そうてみるのも珍めずらしくてよい」

「ありがとう」

「しかし、長は面めん倒どうだ。したこともない」と妖よう怪かい。「長ならば、御おん身みの僕から選んで賜たもれ。おれはいやだ」

「あんたはあたしのものよ」カエデは囁ささやいた。「あたしを殺したんだから」

「忘れたな、そんなことは」

「思い出さなくてもいい。従いなさい」

　カエデは矢の長としてこの妖怪がどうしても欲しかった。動物霊では力不足だ。

　だが、妖は渋しぶっている。

「すぐ眠らせてあげるから」カエデはいった。

「よかろう」妖の気配は応おう諾だくした。「抗あらがう気力もない。眠らせてくれるなら、なんでもしよう」

　カエデの念にしたがって、妖の気配は矢の形に凝ぎよう固こした。

「あんたたちに形を与える」カエデは他の気配に告げ、矢の形を念じる。

　苦しみに満ちた呻うめきが充じゆう満まんする。

　形を持っていた者は苦く悶もんに身をよじりながら、変化していく。

「ひどい女神だ」

「やむをえない」

「まこと、やむかたない……」

「恨うらむまいぞ」

「いや、恨む」

「恨むにしても、ここは従っておこう」

　カエデの周囲に渦うず巻まいていた気配が、それぞれ矢の形になる。

　矢となっても、魑ち魅み魍もう魎りようは統制なく漂ただよっていた。

　カエデはツユネブリを一いち瞥べつした。

「わたしを矢にしないでくださいよ」慌あわてた様子でツユネブリはいう。「矢になるなんてきっぱりごめんですからね」

「そんなもったいないことしないわよ」

「安心できませんな」とツユネブリ。「どうせあなたさまは、もっとひどい運命を用意してくれているにちがいない」

「あいつといっしょにしないでよ。あたしはそんなに陰いん険けんじゃない」

「じゃあ、安心してもよろしいので？」

　カエデは無言で、月の神の乗獣を見つめた。

「ああ、やっぱり」兎うさぎは溜ため息いきをついた。

　狩しゆ猟りようの女め神がみは兎から矢の長に視線を移した。その鏃やじりは銀色に輝かがやき、矢や柄がらは朱しゆ色いろ、そして、矢羽根は闇やみよりも深い黒色だった。

　カエデは矢の長を摑つかみ取る。

　それを合図にしたかのように、漂っていた矢がいっせいに動きを止めた。

　弦つるに矢の長を番つがえ天に向ける。

　戦いの再開を告げる必要はなかった。

　雷らい神じんたちはすでに戦機を感じとり、激しく猛たけっている。カエデが口火を切るのが待ち遠しくて仕方ないのだろう。

　元来、雷神は戦いが好きでたまらないのだ。

　夜空に閃せん光こうが駆かけめぐる。

　異い形ぎようの夜を彩いろどるそれは美しく、艶あでやかで、恐おそろしい。

　カエデは雷神の一体を狙う。若井という人間の振ふりをしていたワキイカズチだ。

　びょうと放った。

　風を切りつつ、矢の長が雷神めがけて進む。

　他ほかの矢がその後を追つい随ずいした。

　長を先頭として、矢が大気を駆け分けていく。それは海中を行く魚の群れにも、頭をもたげる大だい蛇じやのようにも見えた。

　狙ねらわれたワキイカズチは逃にげ出した。といっても、慌てふためいた様子はない。辟へき易えきして、体勢を立て直すぐらいのつもりのようだ。
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　残りの二柱の雷神が電光を放つ体勢に入った。急降下しながら、閃光をまとわりつかせた両手を高く振りかぶっている。

　電でん撃げきに直撃されれば、カエデは耐たえられないだろう。ふたたび屍しかばねに逆ぎやく戻もどりだ。

「ツユネブリ！」カエデは叫さけぶ。

　兎が跳ちよう躍やくした。

　カエデも地面を蹴けり、そのまま兎の背中にまたがった。

　雷かみなりが大地を打ち、地を抉えぐる。

　いっしゅん早く、ツユネブリは空中に舞まいあがっていた。

「逃げるわよ」カエデはツユネブリの長い耳に怒ど鳴なった。

「え!?」

「なによ、不満なの？」

「いえ、あなたさまが理性的な判断をなされたのが意外だっただけでして」ツユネブリはいった。

「じゃあ、賛成なのね」

「もちろんでございますとも。できることならそうしとうございますよ」ツユネブリは言葉を切り、意味ありげに繰くり返した。「できることでございましたら、ね」

　それがひどく困難であることはカエデにもよくわかっていた。雷神たちを振り切るのは容易なことではない。

　自らの放った矢がどのような働きをしているのかを、カエデは確かめようとした。

　矢柱の切っ先は雷神を捕とらえようとしている。そして、雷神を包みこんだ。

「やった……のかな」カエデは懐かい疑ぎ的だった。これはカエデにできる最大級の攻こう撃げきだ。だが、それでさえ始源の時から齢よわいを重ねてきた神に通じるかどうか定さだかではない。

　まだ矢になっていない妖よう気きはあたりに漂っている。カエデは彼らにも矢になるよう命じた。新しく生まれた矢は巨きよ大だい兎うさぎと併へい走そうした。

　矢の群れは玉のようになっていた。その中心にワキイカズチがいる。

　だが、じっくり眺ながめている暇ひまはない。

　左右から横よこ殴なぐりに稲いな妻ずまが襲おそう。

　ツユネブリは急上じよう昇しようしてそれを避さけた。

　カエデたちを囲んでいた矢が何十本か犠ぎ牲せいになる。哀あわれな啼てい鳴めいを残して、矢は消しよう滅めつした。

　カエデは腕うでをのばし、矢の一本を生んだ。

「あんたが矢の長おさよ」と囁ささやく。

「それは光栄」矢は呟つぶやいた。

　掌てのひらから伝わる感かん触しよくで、その矢が鯱しやちの霊れいだったことがわかった。海かい獣じゆうとしての生命いのちを終えた後は、船ふな魂だまとして漁船を守ってきたことも。

　ほかの矢にもそれなりの来歴があるのだろう。

　だが、それもこの一いつ瞬しゆんで消え去る。それもたぶん、足止め程度にしかならないのだ。

　カエデは、右手を飛ぶナルイカズチに矢を放った。

　まだ矢になっていなかったモノたちもつられたように矢の形を取り、目標に向かって進んでいく。

　突とつ然ぜん、ワキイカズチを包んだ矢の玉から光が溢あふれ、それはたちまち火の玉となった。

　幾いく万もの慟どう哭こくがカエデの魂たましいを打つ。

　鳴り渡わたる断だん末まつ魔まは一瞬で静まり、束つかの間まの静せい寂じやくが夜に訪おとずれた。

　大地で、虚こ空くうで、滄そう海かいで育まれてきた生がいま、最終的に消滅した。

「若雷丸！」静寂をホノイカズチの驚きよう愕がくが破った。

　信じられない思いで、カエデは夜空の一点を凝ぎよう視しする。

　雷らい神じんの姿も消えていた。

　名もなき獣けものたちの霊が古き神を葬ほうむり去ったのだ。

　カエデはナルイカズチのほうに視線を走らせた。

　しかし、鯱の霊に率いられた矢は非力で、数も少なすぎた。

　ナルイカズチは矢を蹴散らしてなお有り余る力をカエデたちにむけて発した。

　危あやういところで、ツユネブリが避ける。

「で、どちらへ逃げます？」勢いこんで、ツユネブリが訊きく。

　カエデは狩かり人うどの目で結宇を捜さがす。

　すぐに見つかった。

　結宇がだれと一いつ緒しよにいるのかを悟さとって、カエデは唇くちびるを嚙かんだ。よりにもよって冥めい界かいの女王とともにいる。

　ほかに隆生や幽ゆう霊れいたちもいるが、もちろん彼らが少女を守れるはずがない。

　だが、しかたがない。

「あそこへ」カエデは決然と結宇たちのほうを指した。

「あそこって、あのお方がいらっしゃいますよ!?」ツユネブリは叫さけんだ。

「あの子たちもいるわ」

「理性的だと勘かん違ちがいしたわたしが馬ば鹿かでした」

「あんたにどう思われたってかまわないわ」我ながら馬鹿なことをいっている、とカエデにはわかっていた。雷神にさえ手を焼くのに、その主に敵かなうはずがない。隆生たちと同じく、カエデ自身も無力な存在なのだ。

「そりゃけっこうでございますがね」ツユネブリはぶつぶつと説教した。「あなたさまは『逃にげる』という単語の意味をどうお考えですか？　ふつう、危険な場所から安全であろう場所に移動することを『逃げる』というんですよ」

「じゃあ……」カエデは適当な言葉を探さぐった。だが、とっさには思いつかなかったので、「ごちゃごちゃいってないで、はやくして」

「矢になったほうがよかった」ツユネブリはぼやいた。

　カエデは軽く笑った。「あんたが矢になったら、どんなふうになるかしらね」

「まあ、正直なところ、あなたさまに変化させられるほど弱くないつもりです」

「わかってるわよ、ツユネブリ」カエデは巨大な兎うさぎの首を軽く叩たたく。「だから、お願い、助けて」

「おやおや。珍めずらしいこともあるものです」まんざらでもない様子で、ツユネブリはこたえた。「あなたさまがわたしにものを頼たのむとは！」

「じゃあ、さっそくお願い」

　前方に雷神が二柱、立ち塞ふさがっていた。

「驚おどろいたぜ、まさか若雷丸を殺やるとは」ホノイカズチが静かな怒いかりを湛たたえた口調でいった。

　ナルイカズチは無言だったが、彼の肉体を這はう輝かがやきが、なによりもその心持ちを雄ゆう弁べんに語っていた。

「ハンデをやりすぎたってところかしらね」カエデは憎にくまれ口を叩いた。

「遺ゆい言ごんをいったほうがいいんじゃないか？　もっとも、伝える相手も残っちゃいまいがな」とホノイカズチ。

「いいですか」ツユネブリが小声で、「わたしが合図をしたら、お跳とびなさい」

「飛べないわよ」カエデは驚いていった。

「鳥のように飛べといっているわけじゃないんです。バッタのように跳はねろ、と申しているのですよ。ここから落ちるぐらいだったら、あなたさまにもできるでしょう」

「そりゃ、まあ……」

「あとは自力で行きたいところにお行きなさい」

「あんたはどうするつもり？」

「まあ、なんとかやってみますよ」とツユネブリはずいぶんと曖あい昧まいな返事をした。

「あんた……」カエデは感激しつつ、「焦こげた肉じゃが、いっぱい食べさせてあげるね」

「いえ、それだけはご遠えん慮りよいたします」

「死なないよね」

「努力しますよ。わたしゃ、死ぬ前にあのかたにいくつかいってやりたいことがあるんで」

　二柱の雷らい神じんが左右に分かれ、唐とう突とつに凄すさまじい勢いで突進してきた。

　ツユネブリも突進する。

「いまです！」

　合図とともに、カエデはツユネブリの背中を思いっきり蹴けった。

　雷神たちとすれちがった。

　ホノイカズチとナルイカズチは慌あわてて制動を掛かけ、カエデを追おうとする。

　そこへツユネブリがつっこんだ。彼もまた本ほん性しようを表わしていた。どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうとしての本性を。

「獣けもの神がみごときが」ホノイカズチが軽けい蔑べつも露あらわに叫ぶ。

　カエデの背後で激しい爆ばく発はつ音おんがした。

　彼女は振ふり返らなかった。

　その頭上を星が一筋、流れた。




　　　　＊




「楓さん、助けて！」結宇が叫び、藻も搔がく。

　ショッピングセンターの爆発は一度きりだった。

　隆生は上空を振り仰あおいだ。禍まが々まがしい光の点が相変わらず上空を乱らん舞ぶしている。

　雲は下界の炎ほのおを受けて、毒々しい夕焼けの様相を呈ていしていた。

　いや、あれは雲ではない。煤ばい煙えんだ。街が燃えているのだ。

「落ち着いて」暴れる結宇を、隆生は懸けん命めいに抑おさえた。「頼むから落ち着いてくれって」

「いやっ、放して」緊きん張ちようの糸が切れてしまったかのようだ。「こんなの夢よ、夢に決まっているのよ」

　これじゃ、おれが悪者じゃないか、と隆生はげんなりした。しみじみと情けなさがこみあげてくる。彼としては、単に結宇を爆風から庇かばっただけのつもりなのだが、どうも彼女は不当に拘こう束そくされているとでも勘かん違ちがいしているらしい。

　少女の心が崩くずれかけている、と隆生は薄うすら寒い思いをした。さっきまでの彼女は年に似合わぬ落ち着きぶりだった。しかし、それはせいいっぱいの虚きよ勢せいだったらしい。いったん、それが剝はがれてしまうと、もうまともに現実を把は握あくすることさえできない。

　隆生のことも、結宇の目には化け物と同列に映っているのかもしれない。

「放してやればいい」美和がいう。「もう爆発はおさまった。おまえはその娘むすめをなにから守っているつもりだ？」

　敵であるはずの美和にそういわれると、さらに寂じやく寞まくとした感情が募つのってくる。

　まったく美和のいうとおりなのだが──というより、彼女が危害を加えるつもりなら、隆生がどうしようと事態は変わらないのはわかっているのだが──、尋じん常じようでないようすの結宇を解放すると、思わぬ事故が起きそうで、踏ふみ切れなかった。

「そいつは女の子を抱だきしめているのが好きなんだ」少年霊れいが揶や揄ゆする口調でいった。

「いや、そんなことはない」ムキになりかけたが、そんな場合ではないことに気づいた。結宇の耳元で囁ささやく。「落ち着いて。いま、放すけど、とにかく落ち着くんだ」

　結宇は僅わずかに落ち着きを取り戻もどしたようだった。

　隆生は手を放した。

　結宇は二、三歩駆かけだした。そして、なにかに躓つまずいて倒たおれる。

　コンが駆け寄って、助け起こす。

「まったく……」非難を込こめた眼まな差ざしを、コンは隆生に向けた。

　だが、隆生はコンの視線に気づかなかった。

　怯おびえる少女の姿にかつての自分を見ていた。

　あの滋也たちと出会った夜、べつの名前で暮らしていた最後の時間。

　あのとき、隆生はいまの結宇よりも怯えていた。

　寂さびしい森の中と街中というちがいはあるが、今夜はあの夜に似ている。

「安心するがいい」美和がいった。「おまえたちを傷つけるつもりはない」

「噓うそつけ！」隆生は信じなかった。信じるほうがどうかしている。この町の破は壊かいは美和の部下がもたらしたのだ。

　どこかで爆発音がきこえた。かなり近い。

　だが、戦場を思わせるこの状じよう況きように怯えるだけの感受性を、隆生はすでに喪うしなっていた。恐おそれるべきものが多すぎるのだ。

「噓ではない」美和は心外そうに、「おまえのような小さな存在になぜ噓をつくような手間をかけなければならないのだ」

「おれは……、なにも信じられない」隆生は呟つぶやいた。

　滋也はともかくとして、あの楓が自分をずっと欺あざむいていたのだと知ったいま、彼の人間不信は頂点に達していた。そして、この法印美和と名乗る女性は、どう考えても滋也と同類の存在なのだ。

「おまえたちを傷つけるつもりはない」美和は繰くり返した。「ちょっと殺すかもしれないが」

「なんだと!?」隆生は啞あ然ぜんとした。

「驚おどろくことはない」美和はいいきかせた。「おまえたちを傷つけずに殺すことは造作もないことだから、安心するがいい。痛みはないぞ」

「そういうことじゃなく」隆生は混乱した。この女性はほんとうに正直なのかもしれないと思いはじめていた。それはもう、人間離ばなれするほどに。

「なんで殺されなきゃいけないんだ。おれがなにをした？」

「厚かましい人間だ。おまえを罰ばつしようと思えば、その理由はある。おまえはわたしの部下を殺した」美和は指し摘てきした。

「それは……」身に覚えのある隆生は口ごもった。

「だが、いまは罰するつもりはない。わたしがいっているのは可能性の問題だ。べつに殺すとは決めていない」美和は説明した。「おまえはわたしに協力するのだ」

「協力しないと殺すってわけ？」

「それも決めていないのだ。死んでから協力してもらったほうがいいかもしれない」

　隆生は耳を疑った。「いったい協力ってなにを……？」

「それをいう前に、この世の始まりの物語を知ってもらわないといけない」

「あいにく、そんな込み入ったことをきく気分じゃない」すらりとこういう台詞せりふが口にできれば自分を見直すことができたのだが、あいにく、隆生の言葉はふるえていて、何度かつっかえた。

「断る権利などないと何度いったらわかる」うんざりしたような口調で美和はいった。「最初に殺してから、言い聞かせるべきなのか」

「待った！」隆生は慌あわてた。「なぜか急にききたくなった」

「こう見えてもわたしは人間を評価している」美和は隆生のことばが耳に入らなかったかのように、「人間というのは、実際的で、聞き分けがいい。たいていの神とちがって、理ことわりに従うことを知っている。おまえを騙だますつもりはない。納なつ得とくさせてやろう」

　そのとき、羽音が聞こえた。

　反射的に隆生は音のしたほうを見る。

「お化け……」結宇が呟くようにいう。

　幽ゆう霊れいたちも悲鳴をあげた。

「やっとこさ、あたしのことを思い出したかい」羽音の主がいった。

「おまえは……」

　隆生を見おろす顔は人間の女性のものだった。だが、頭とう髪はつの代わりに鱗りん皮ぴがある。そして、その脚あしは青ざめた燐りん光こうを放ち、腕うではなく代わりに皮ひ膜まくのある翼つばさが生えていた。

「わたしはずうっと、おまえの側そばで眠ねむっていたのだよ」それはいった。「それなのに、おまえときたら気づきもしない。まったく薄はく情じような男だねぇ」

「あの夜のことはすっかり忘れていたんだ……」その必要もないのに、つい隆生は言い訳した。

「邪じや魔まをするな」美和がいった。

　さすがに異い形ぎようの怪かい物ぶつの登場にも、動じた気配がない。

「いと貴たつときおかた」鳥ちよう妖ようは恭きよう順じゆんな態度を美和に示した。「邪魔などする気はございません。まことに畏おそれ多いことながら、ご挨あい拶さつを申し上げます。あなたさまの真のお姿はわかります。自分の王がわからぬほど愚おろかなわれわれですが、あなたさまのお姿を見み損そこなうほど蒙もう昧まいではありません」

「では、わたしの意図はわかるか？」

「わざわざのお出まし。かつてのような美しい世界に戻もどしてくださるのでは？」

「そうだ」美和は肯うべなった。

「それをきけばじゅうぶんです。この人間はあなたさまにお任せしましょう」

「おまえは夜の王の僕しもべではないのか？」

「月の神のほうではそのおつもりがないようでございます」

「相変わらず、人望がないな、あの神は」美和は呆あきれたように、「やはりあの男の息むす子こだ。王になれと命じられても、ろくにその務めを果たすこともできない。もっとも……」と美和は幽霊たちのほうを見回し、「わたしも、民たみを掌しよう握あくしているとはいえないのだが」
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「この愚かな者どもはあなたさまの民にまだなっておりません」鳥妖はいった。

「おまえはかつて人間だったのか？」

「はい。ひとたびはあなたさまの民でした。黄泉よみが穢けがれ、それに耐たえられずに逃のがれでたところで、生ける愚ぐ者しやどもの想念に溺からめ捕とられて、このようなおぞましい姿になったのです」

「それは気の毒な」感情のこもらぬ口調で美和はいった。

「ご同情に感謝いたします」鳥妖は隆生に顔をふたたび向け、「あんたにも挨拶を。教えてあげたくてね、昔の馴な染じみが再会を喜んでいるってことを」

　見み渡わたすと、鬼おにに魚妖、車の変化といった妖よう怪かいどもが夜空を闊かつ歩ぽしていた。

　百ひやつ鬼き夜や行こうだ。

　ますますあの夜のことが思い起こされて、隆生は吐はき気を催もよおした。

　彼の様子に気づいたのかどうか、けたたましく満足げな笑い声をたてて、鳥妖は飛び去った。

「こりゃ、ちょっと、気味が悪い夜だねぇ」コンまでが怯おびえた声でいう。

「よいことだ」美和が微笑ほほえむ。「このまま夜が明けるかもしれない。つまり、さ蠅ばえなす類たぐいのものどもが眠らぬままに朝を迎むかえるかもしれない。そうすれば、これ以上、わたしの国を穢されなくてすむ」

「そりゃよかった」隆生は勇気を振ふり絞しぼって、「環かん境きよう汚お染せんはどこでも深刻だもんなぁ」

「とても深刻だとも」美和は真しん剣けんな眼まな差ざしで、「どれだけ深刻か、おまえにはわかるまい。賤いやしい思いを持ったまま、わたしの国へ下ってくる人間どもがどれだけ多かったことか。そして、美しかったわたしの国が、まだいくらでも壮そう麗れいになれたはずの黄泉が、陰いん惨さんな彩いろどりを帯びていったか。おまえたちが死後の世界にばかげた偏へん見けんを抱いだいていたせいだぞ」

「いや、たしかになんのことかさっぱりわからないが……」

「ああ、無理もない。先走りすぎたようだ」謙けん虚きよという意外な側面を美和は覗のぞかせた。

「この夜ならあんたにとって美しいのか……？」

「まだだ、混こん沌とんの核かく」美和は首を振り、「だから、清めなければいけない」

「それに協力しろというのか」

「そうだ」美和は頷うなずいた。

「協力はまあ、いいとして……」と隆生。ほんとうはちっともよくなかったが、それを言い募つのっても埒らちがあかない。「それには世界の始まりから話をきかなくちゃいけないんだろう。ずいぶん時間がかかりそうだ」

　そういいながら、じりじりと後退する。

　隆生はもう充じゆう分ぶんにとんでもないことに巻きこまれていた。これ以上、とんでもないことなどあるはずがない、と信じていた。だが、いま、その信念はぐらついている。美和の傍かたわらにはさらにとんでもないことが横たわっているような気がする。

「逃にげるな」その一言だけで美和は隆生の動きを封ふうじた。

　また、爆ばく発はつ音おんがした。

　美和の美しい顔に動どう揺ようの色がかすかに浮うかんだ。音のしたほうに目を向け、「ワキイカズチも逝いったか」と呟つぶやいた。

　お悔くやみをいうべきなのかな、隆生は考えた。

　だが、美和の双そう眸ぼうを見たとき、迂う闊かつなことを口にせずにほんとうによかった、と思った。

「おまえの殺した男は生き返るかもしれないが、今宵こよい、死んだ者はもう帰って来るまい」美和はいった。

　隆生は黙だまっていた。それが自分への言葉というより美和自身への言葉という気がしたからだ。

「この償つぐないはしてもらわねばならぬ」美和は決然といった。

　隆生はぞっとした。

「心配するな。おまえにではない」と美和は安心させるようにいい、夜空を振り仰あおいだ。「償うべきは、あの小生意気な神」

　つられて顔を向けた隆生の目に映ったのは、楓の姿だった。

　あの夜と同じような衣い装しようを纏まとい、空を駆かけ下りてくる。

　着地した。

「楓さん！」結宇が走り寄る。「無事だったんですか？」

　その姿を見た隆生の心に一いち抹まつの侘わびしさが生じた。

「ええ。あんたこそ、大だい丈じよう夫ぶだった？」と楓は結宇を抱だきしめた。

「もうすぐ無事でなくなる」美和が冷ややかに告げた。「おまえはわたしを罵ののしった」

「よく憶おぼえているわね、そんな昔のこと」と楓。

「忘れられるものか。人の身であれほど口くち汚ぎたなくわたしを罵ったもののことを。だが、それは忘れてやってもいい、と思った。だが、おまえはわたしの僕しもべを殺した」

「そうしなければ、こっちがやられていたわ」

「そうしても、やられるのだ、おまえは」美和は片手をあげた。

　禍まが々まがしく光る点がふたつ、すうっと直上に移動してくる。

「いいかげん鬱うつ陶とうしい。消えてもらおう」

　楓は唇くちびるを嚙かんで美和を睨にらみつけ、結宇の身体からだを突つき放した。

「楓さん？」結宇は戸と惑まどいの表情を浮うかべた。

「離はなれて」楓は切せつ迫ぱくした声でいった。「わたしから離れて！　いや、逃げて。みんなよっ。いまのうちに、なるべく遠くへ逃げるのっ」

「それほどの暇ひまを授さずけるつもりはない」

　美和はどこか寂さびしげな微び笑しようを浮かべた。だが、それがふいに驚おどろきに変わった。

　異様な気配を感じて、隆生は空を振り仰いだ。

　流星雨だ。

　無数の流れ星が満天を覆おおっている。

　奇き妙みようなことに、流星の軌き道どうは六カ所で交こう叉さしていた。

　人でも獣けものでもない者の絶ぜつ叫きようが大地を揺ゆるがす。

　美和はゆっくりと手を下ろした。

「なに、なにがどうしたの？」楓にも事情が吞のみこめぬらしい。

　もちろん、隆生に事態が把は握あくできるはずがなかった。

「月の神が復活し、雷いかずちどもを葬ほうむり去ったのですよ」滋也の声がした。

　滋也はツユネブリに乗っていた。奇妙な衣装を纏っている。見たこともないような、といいたいところだが、隆生はその黒いマントに見覚えがあった。もちろん、キャンプのあの夜に見たのだ。

　大おお兎うさぎの有様はひどいものだった。毛皮のあちこちが焼けこげ、右の耳は半ばかけている。だが、とりあえず命に別状はないらしかった。

「完全に力を取り戻もどしたのか」と美和が尋たずねる。

「どういたしまして」と滋也。「まだ拘こう束そく衣いを着せられているような気分です。自由に腕うでを振ふり回すこともできないし、走ることなどできそうにない。しかし、ゆっくりとなら歩けます」

「わたしも殺すか？」

「さあ？」滋也ははぐらかすつもりではなく、ほんとうにわからない風情ふぜいだった。「それはともかくとして、ご挨あい拶さつを。お久しぶりです、妣はは神がみの命みこと」

「妣神ってお母さんってことですか？」結宇が滋也に尋ねた。彼女にとって、滋也の姿は初めて見るもののはずだが、神のファッションにあまり興味がない様子だった。

「義理ということになりますが、そうです。ぼくには実の母がいないのですよ」滋也も当たり前のようにこたえる。

　その傍かたわらで、隆生は口をあんぐり開けて夜空を見あげていた。

　奇妙な星空だった。

　いや、あれはほんとうに星なのか。

　そもそもなぜ星が見えるのだろう？

　街のあちこちから火の手が上がり、夜空は厚いマットのような煙けむりで覆われている。鼻の奥を刺し激げきする煙の匂においはいまだに立ちこめているし、下からの照り返しでときならぬ夕焼けが出現したかのようだ。

　だが、星が見える。

　眺ながめるうち、隆生はなぜそれを星だと思ったのだろう、と自分の正気を訝いぶかしんだ。星というより、巨きよ大だいな蛍ほたるのような動きをしていた。

　星ならぬ星は渦うず巻まいていた。あたかも、命令が下るのを待っているかのよう。

　その星々に立ち交じって異い形ぎようの生物が飛ひ翔しようしている。

　それを見ているうち、隆生は匂いを感じなくなった。鼻が慣れたのかもしれない、と思ったが、火事の匂いの刺激というものは慣れるものではない。

　まるで、周囲の光景が映画のように見えた。

　隆生はさらにべつの違い和わ感かんを覚えた。音が消えていた。まったくの静せい寂じやくということではなく、当然あってしかるべき、消防車のサイレンがきこえないのだ。

「相変わらずだな」美和が不快げに鼻を鳴らした。「その名では呼ぶな、といったはずだ」

「ずいぶん昔のことです。ずいぶん、と」滋也はいった。

「おまえが忘れるほどの昔ではあるまい」と美和は上空を振り仰あおぎ、淡たん々たんといった。「なんとも性格の悪いことだ。我が子の軀むくろで忠実な僕しもべを葬り去るとは」

「心が痛んだのですが、ほかに手がありませんでした」

「噓うそをつけ」美和は決めつけた。

「はい。心が痛んだというのは噓です」滋也はあっさり認めた。「しかし、喜んでやったのではないことは、信じてください」

「信じるとも。おまえにその手のユーモアはあるまい」

　彼女の姿も変わりつつあった。いや、服装が変わったわけではない。着ているものはいかにもやり手のキャリアウーマンらしいスーツであることは変わりないのだが、そのスーツのうえに纏まとう雰ふん囲い気きが変化しているのだ。

　隆生はふと滋也に見つめられていることに気づいた。

「ええと、なに？」隆生は身構えた。

　滋也に害を加えられると思ったわけではない。

　なにか知りたくもない真実に直面させられる予感がしたのだ。いや、それこそ剣けんの一いち撃げきよりひどい害かもしれない。

「彼はたぶん八代目ですよ」滋也はいった。

「よしてくれ」隆生は反射的に、「落語家じゃあるまいし」

「落語家であればよかったのですが」滋也はいった。「ぼくは興味ありませんが、きみにとってはいいことでしょう。生活の糧かてになる」

「じゃあ、いったいなんの八代目なんだ？」尋ねてから、隆生は後こう悔かいした。答えを知りたくないのだ。だが、質問を取り消すことには躊ちゆう躇ちよがある。

「ばかげた意見だ」そう解説したのは美和だった。「この男はおまえをわたしの後こう継けい者しやだと主張しているのだ」

　ひょっとしてイフカをおれに譲ゆずってくれるのかな、と隆生は思ってすぐ、自らのさもしさに嫌けん悪お感かんを募つのらせた。

「ぼくだって信じられません。はっきりいって、彼はその特権に相応ふさわしくありません」滋也は自分の発言を否定するようなことを口にする。

「特権？」面おも白しろげに美和は片かた眉まゆをあげた。「どちらかというと呪のろいに近い。わたしはこの世に存在するありとあらゆる悲しみをだれよりも先に味わわなければならなかった」

「ならばますます相応しくありませんね」

「なんのことだかわからないが」隆生はいった。「特権なんか要いらない。呪いならなおさらだ」

「要らないとおっしゃっても、きみはもう持っているのです」滋也は哀あわれむように、「説明しましょう」

「いや、いい！」隆生は両手を耳に当てて拒こばんだ。「なにもききたくない」

「この世界はある神が創つくりました」無情にも、滋也は説明をはじめた。

「ききたくない、といっているんだ」無む駄だだと思いつつ、隆生はいちおう異議を唱えてみた。

「しかし、一部の人々が信じているのとはちがって、その神は全知でもなければ全能でもなかったのです」滋也は当たり前のように無視して、説明をつづけた。「ですから、彼の創った世界には多くの綻ほころびがありました。それで、神々を創り、綻びを繕つくろわせようとしたのだ、と伝えられています。もっとも、ほんとうのところはわからないのですが。思うに、なぜこの世が綻びていてはいけないのか、ぼくにはわかりません」

「ほんとうのことだ」美和が低い声でいった。

「最初は一柱の神に任せたといいます」滋也は美和も無視した。「でも、うまくいきませんでした。ぼくらの神、つまり神々にとっての神は学習能力に欠けつ陥かんがあったらしく、また同じことをしました」

「あんたって」楓が口を挟はさんだ。「他人ひとにはさんざん礼れい儀ぎがどうのっていっておきながら、ぜんぜん神を敬う心がないのね」

「たとえそれが造物主であっても、何度も失敗を繰くり返す存在を敬うことなどできません」楓のことは無視せず、「ですから、きみはぼくを敬うべきなのです」

　楓は鼻を鳴らして答えに代えた。

「もう一回、失敗してから神も考えを改めました」気にせず、滋也は説明をつづけた。「今度はペアの神に仕事を任せたのです。でも、うまくはいきませんでした。そして、また同じことを繰り返したのです、我らが神は。それも一回ではない。たぶん、もっといい方法を思いつかれなかったのでしょう。そして、ペアにしてからも四回、失敗しました」

「おまえは失敗したと決めつけているが、そうとも限らない」美和が指し摘てきした。「神の考えられることなど、われわれには窺うかがい知れないものだ。われわれの考えが人間どもになかなか理解されないように」

「その手の好意的な見方が存在するのも知っています。じっさい、とても興味ある事こと柄がらです。こんな場でなければ、妣神の命にもいろいろなことをお尋たずねし、議論も戦わせたかったのですが」

「どんな場であろうと、ごめんだ」美和はにべなくいったが、すぐ考えなおした様子で、「いや、かつての美しい黄泉よみでなら、そしてその中心に建つわたしの宮きゆう殿でんでなら、おまえと語って時間を浪ろう費ひするのもよかった。なにしろ時間はいくら無駄にしてもいいぐらいあったのだから。わたしはただ死者の安らぐ国の形が整っていくのを眺ながめていただけだった。かつてのわたしの心に不安はなかった。あのときであれば、おまえと語らって、心に黒い影かげを落とすのも一興だったかもしれない。おまえの無駄口に耳を傾かたむけ、ときにばかげた部分を指摘しつつ、わたしの理想が形を具そなえるのを眺めることができたとしたら、それはきっと美しい時間になったことだろう。しかし、麗うるわしき黄泉はもうない。宗教という名の病的な妄もう想そうの産物に冒おかされた者たちが持ち込む歪ゆがんだ想念によって、おぞましく変容してしまった。しかも、その世界ですら崩ほう壊かいしている。いまのわたしには時間がないのだ。おまえと語るのに使うには、時間は貴重すぎる。それに、心はすでに黒い影に覆おおわれている。いまさら影を深くしても、意味がない」

「それは残念。しかし、いまはこの新米の神に説明をしてやらなければなりません。しばし、ご猶ゆう予よを」滋也は隆生に視線を戻もどして、「ともかく、神々にとっての神は七度に亘わたって世界を創り替かえました。正確にいえば、世界の有り様を自らの被ひ造ぞう物ぶつに託たくしたのです。その七度目の世界を託されたのが、ここにおられる神、すべての神々の母たるイザナミの命みこと」

　滋也がわざとらしい恭うやうやしさをもって一礼するのに、美和、いや始原の神であるイザナミは肩かたをそびやかせてこたえた。

「しかし、いい加減な神の創った神々にまともな仕事の出来るはずがありません。世界は綻んだままでした」

「わたしは仕事をいい加減にしたつもりはない」イザナミは反論した。「ただ途と中ちゆうで放ほう棄きさせられただけだ」

「そのとおり。後を引き継ついだ神々のせいですね。一番の責任者は父神の命でしょうが」

「おまえとて、責任から逃のがれられぬ」

「ええ。ぼくは最初から世界を創つくりあげようという気などありませんでした。とっとと姉神の命に仕事をおっかぶせて、隠いん居きよを決めこみました。そんなわけで、細かな事情はよく知らないのですが、世界の綻びをなおす仕事は人間に引き継がれました。ここでひとつの奇き跡せきが起こりました。どういうわけか、人間は綻びをなおすのに神々よりもずっと向いていたのです。もっとも、人間たちは世界の秘密を解き明かしているつもりのようでした。やがて人間は近代科学という手法を発明しました。これによって、これまでよりもっと効率的に世界の綻びを繕うことができるようになったのです」

「そのおかげで、われわれは存在を許されなくなったのだ」とイザナミ。

「それにしても、なんと奇き妙みような世界を創りあげたものか」滋也は嬉うれしそうにいった。「電磁力学、相対性理論に量子力学、波動関数、プランク定数、ニュートリノ。極きわめつけの量子色力学、クオークにグルーオン。アップ、ダウン、チャーム、ストレンジにボトム。まったくそのこじつけぶり、辻つじ褄つま合わせがおかしくておかしくて、ぼくは一発で魅みせられてしまいましたよ。恋こいといってもいいかもしれない。そう、ぼくはこの世界に恋しているんです」

　これほど感情を露あらわにする滋也を見たのは、初めてだった。つきあいの長い楓やツユネブリにとっても珍めずらしいことであるらしく、目を丸くしている。

「あの、こいつ、頭を打ったの？」不安げに楓が巨きよ大だい兎うさぎに囁ささやく。

「頭を打ったぐらいでどうとなるおかたではないはずですが」とツユネブリ。「人間としてのお暮らしが永すぎたせいかもしれません」

「滋也さんって、恋れん愛あい経験がないんじゃないですか」と結宇が疑問を口にした。

「なるほど」ツユネブリは考えこんだ様子で、「いわれてみれば、永いつきあいになりますが、恋などというお言葉をあのかたの口からきいた覚えがありません」

「わかるよ」とコン。「初恋っていうのは、人をおかしくさせるもんだ。それにしても、こりゃまたずいぶん奥手だねぇ」

「なんか腹立つわね」と楓がいった。

「お察し申し上げます」とツユネブリ。

　楓は兎を睨にらみつけた。

「酔すい狂きようなことだ」イザナミがいった。「そのおまえが愛した世界とやらのせいで、わたしの世界は崩壊しようとしている。わたしも、だ。そして、おまえも」

「そして、ぼくらの神の存在も消え失うせます。造物主などというものは無用の仮定、といったのは、二百年も前の科学者です。ですから、神にとってはこの世界も失敗なのでしょう」滋也は隆生を見つめた。「それで、彼が生まれたのです。八番目の世界を創るために」

「待て……」隆生は滋也の言葉の意味を受け止められずにいた。「それじゃあ、八代目っていうのは……ええと……」

「やれやれ、なにをいまさらおっしゃっているのですか」隆生の物わかりの悪さを哀れむような口調で、滋也はいった。

「ちがうぞ」隆生は抗あらがった。「おれは人間だ。そんなんじゃない。つまり、そんな、ええと……」

「神という言葉を口にするのが怖こわいのですか？」滋也は切りこんできた。「安心なさい。あなたは人間です。ただ同時に神でもあるだけです。ちょうど光が粒りゆう子しであって同時に波動であるように」

「ちがう！」隆生は叫さけんだ。「おれはただの人間でそれ以上でもそれ以下でもない」

「きみの心がけ次し第だいですよ」

「おれは神なんかじゃない……」隆生は繰くり返した。

　世界が現実感をました。

　煙けむりの匂においが鼻を突つき、ここが災害の現場であることを知らせてくれる。

　微かすかに消防車のサイレンも聞こえてきた。

　炎ほのおの照り返しが肌はだに熱い。

　星も常識を取り戻もどしたかのように、夜空に落ち着き、煙の合間で瞬またたくのみ。

　そうだ、ここは現実だ。隆生の慣れ親しんだ現実だ。

　人を乗せた巨大な兎という異物があるにはあるが、現実にちがいない。

　その異物も、心なしか縮んでいくかのようだ。

　空を駆かけていた怪かい物ぶつどもを捜さがす。いなかった。

　これこそが現実だ。

　たしかに規模は大きいが、ここはただの火事の現場にすぎない。

「ばかげている」そう否定するイザナミの姿が、隆生には救いの女め神がみのように見えた。すくなくとも、すでに女神であることは信じかけていた。「始まりはこんなものではない。こんなに醜みにくいものはなかった。美しいものも。ただ混こん沌とん。混沌にわたしと連れ合いは形を与あたえ、世界を創りあげた」

「妣神の命がご存じなのは始まりのひとつの形にすぎませんよ。それまでの創世がどのようなものだったか、ご存じありますまい。それに、彼が始原の神でないとしたら、この力はどうなります？」

　イザナミは無言だった。なにか反論の言葉を探しているのだろうが、ついに口を開くことはなかった。

　隆生は失望した。

「ぼくもはじめは誤解していました」と滋也。「彼の力は個別の霊れいを対象にするものと見えていたのです。ですから、ぼくたちだけが本来の力を取り戻すことをもくろんでいたのですが、生あい憎にくと妣神の命の眷けん属ぞくも古いにしえに戻ってしまいました。つまり、彼は空間全体を歪ゆがめることができるのです」

「それには気づいていたが……」信じがたいことに、女神の口調には当とう惑わくが滲にじんでいた。

「そんなことができるのは始原の神々だけだと思いますよ。姉上でさえ、そのようなお力を持っていません。神々の主であるあのかたですら」

「それにしても、変ではないか。また一柱の神に始まりを託たくすのは」イザナミは説得されかけているように見えた。

「さて、一柱だけとも限っておりますまい」

「ほかにもそいつみたいな厄やつ介かいな人間がいるというのか」げんなりした口調でイザナミはいった。

「可能性はあります。ぼくにはわかりません」滋也は肩かたをすくめ、「なんといっても、この考えに到とう達たつしたのはついさっきなのです」

「おまえの考えが正しいのなら」イザナミがいった。「この男はわれわれの共通の敵ということになるのではないか？　どちらも新しい世界など望んでいないのだから」

「そのとおりです」滋也はあっさりといい、隆生を一いち瞥べつした。

　その眼まな差ざしの冷たさに、隆生は震ふるえあがった。

　先ほどまで考えたこともなかったが、滋也に殺されるかもしれない。

「ちょっと冗じよう談だんじゃないわよ」と楓。「この子を殺すんなら、あたしが相手になるわよ」

「そんなつもりはありませんよ。下手にいま殺すと取り返しのつかないことになりかねませんから」

「おれが哀あわれだという理由はないのか」ほっとしながらも、隆生は抗こう議ぎする。

「ぼくはもっと哀れな人間を見てきました。というより、人間というのは本来、哀れなものです」

「それがこの世界の欠点だと思わないか？」とイザナミ。「人間はけっきょく自らの位置、哀れな自分たちに相応ふさわしい地位になにもかもを引きずりおろしてしまった。この世界が固まれば、われわれは存在できない。我が黄泉よみの国に来れば永久の生命いのちを手にできたというのに、その権利も打ち捨ててしまった。この世界はまちがっている。まちがった方向に進んでいる。そうは思わないか？」

「かもしれません。でも、ぼくはこの世界を愛してしまったんです。人間たちがつくりだした奇き妙みような概がい念ねんの数々を。まちがっているかどうかは問題ではありません。ぼくはこの世界を守ります」

「そのために自分自身が存在できなくなってもか？」イザナミは眉み間けんに皺しわをつくって尋たずねた。

「愛する者に殺されるなんて、二番目ぐらいにロマンチックじゃないですか。他のことについては、知ったことではありません」

「ああ、色いろ恋こい沙ざ汰たに慣れてないやつが口走りそうな世よ迷まい言ごとだわ」コンが評した。「他人ひと様さまの迷惑なんて知ったこっちゃないんだろうね」

「わたしの知る限り、どんなときでも、我が主は他人の迷惑など知ったこっちゃないですな」ツユネブリが居い心ごこ地ち悪げにいった。その身体からだはゴールデン・レトリバーほどに縮んでいる。そして、なおも縮みつつあった。「それにしても、わたしゃ、主の敵に回るべきなんですかねぇ」

「好きになさい」滋也はいった。「愛は共有する必要はありませんから」

「たまには主人らしいところを見せたらどうです？」ツユネブリが甲かん高だかくなった声で非難した。

「たしかにこの世の終わりかもしれないわ、あんたが愛を語るなんて」と楓。「ちなみに一番目にロマンチックなことってなに？」

「わかりきったことです。愛する者のために戦うことですよ」

「ふん」イザナミがいった。「おまえの趣しゆ味みにつきあうのは胸が悪い。どちらにせよ、おまえと関かかわるのはこれが最後だ」
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「ぼくの趣味などと」滋也はいった。「妣神の命のご趣味でもございましょうに」

「おまえのいう趣味とはこの上なく崇すう高こうなことを指すのか？　だとしたら、そうかもしれない」

「けっきょくは愛のための戦い」滋也はやる気なさげにだらりと剣けんを下げていたが、その眼めはぴたりとイザナミに据すえられ、いつでも戦いに飛びこめる気配を漲みなぎらせていた。

「ふん、しかし、どうする。おまえの力は抜ぬけ落ちかけているぞ」イザナミの指先にはツユネブリがいた。すでにふつうの兎うさぎと区別がつかない。ものを喋しやべる力もないようだ。

「あなたの力もでしょう？」滋也はツユネブリを抱だきあげていった。

「そうでもない。なにしろわたしはこの世の始まりの神だからな」

　イザナミは消えた。

「逃にげたのか……」と隆生。

「まさか。たぶん、計画を前まえ倒だおしになさるおつもりでしょう」

「計画って？」隆生は訊きいた。

「人類絶ぜつ滅めつ計画」滋也はぽつりといった。

「たしかにいっていました、人間をみんな殺すウィルスをつくったみたいなことを」と結宇。「でも、なんで、そんなひどいことを!?」

「この世界の法則は人間の思いがつくっているのです」滋也は説明した。「人間が消えれば、あるいは思いを改めれば、世界の諸相は変化します。そのために、あのかたはたぶん、ウィルスを放出なさいますよ」

「アンインストーラーか」隆生も法印美和ことイザナミの話を思い出し、震えた。

「ほう、妣神の命がそう呼んだのですか？」滋也は興味深げに、「たしかに、結宇くんがお父さんから預かったＣＤにはＤＮＡ配列が記録されていました。アデニン、グアニン、シトシン、チミン。遺伝子を記述する四種の文字で記された文章をぼくは解読しました。といっても、分子生物学には疎うといのですがね。でも、あのウィルスは人類絶滅の威い力りよくを秘ひめたものだということぐらいは読みとることができます。たぶん、あれではあのかたには不満だったのでしょうね。あれでは非力すぎるのか、それとも強力すぎて、人間以外の生き物も殺してしまうのがお気に召めさないのか。それで、改良なさっていたのでしょうが、まだ完成していないのでしょう。そうでなければ、とっくに使っているはずですからね」

「でも、でも、そんなのひどいです」結宇の口ぶりには真しん剣けんみが足りないように思えた。心にもないことを口にしているからではなく、現実感が伴ともなわないのだろう。

「そうでもありません。きいたでしょう、あのかたは現世よりも死後の世界を大事になさっている。黄泉さえ美しければ、生者の住まう世界のことなど気になさらないはずです。でも、実際には黄泉も人の思いでつくられる以上、現世の影えい響きようを受けざるをえません。それで、干かん渉しようなさっているだけです。ですから、あのかたの理想が実現すれば、生きているより死んでからのほうがずっと楽しいでしょうね」

「なんか魅み力りよく的なお話だねぇ」コンがいった。「いつまで幽ゆう霊れいやっていられるのかわからないけど、退たい屈くつでしょうがなかったんだ」

「選挙があるなら、あの女め狐ぎつねに一票、入れてやりたいぐらいだな」と高寺。「腹の虫は納まらないが」

「それで、あんたの理想が実現したら、どうなるのさ」コンは滋也に訊いた。

「それは人間次し第だいです。ぼくはなにもするつもりはありません。このまま突つき進んでいくでしょう」

「あたしらみたいなのはどうなるってことを訊きたいんだ」コンはじれったげに、「そんな大づかみの話じゃなくてさ」

「心霊現象というものを科学に組み入れようとしている人はいますが、まあ、望みは少ないでしょうね」

「つまり、あたしらは消えるってこと？」とコン。

「ええ。人の感情も思考も単なる電気化学的な現象にすぎず、魂たましいという概がい念ねんは文学的な修辞になる。もちろん、実態としては存在しえなくなります。それがいつどんな形になるかわかりませんが、やがて、きみたち幽霊は消え失うせ、最初から存在しなかったことになります」

「馬ば鹿かにしやがって！」男の幽霊が吐はき捨てるようにいった。「おまえ、おれたちを味方にしようとか、これっぽっちも考えていねぇだろう」

「たしかに噓うそをついてまで、味方を増やすつもりはありません」滋也は不思議そうに、「でも、なぜきみが怒おこるのです？」

「そんなこと……」その幽霊は口ごもり、「おれにもよくわからねぇよ。なんとなくだが、当てにされてないっていうのは、いやなんだよ」

「味方、したいの？」楓が訊いた。

「うう、まあ、そうかもしれねぇ」男の幽霊はしぶしぶ認めた。「なぜだかおれにもよくわからねぇが、同じ屋根の下で暮らしていたよしみかな」

「赤ん坊ぼうは生まれないってことだよねぇ」コンが滋也に尋たずねた。「イザナミさまの世が来れば、さ」

「考えたこともありませんでしたが、そのとおりでしょうね」と滋也は肯こう定ていした。

「あたしが産さん褥じよく熱ねつで死んだのはいったっけ？」コンはだれにともなく喋しやべりだした。「息むす子こをさ、しばらく見守っていたんだ。あのころはまだ幽霊はあっちこっちに行けたからね。ロシアとの戦争から生きて帰ってきて、嫁よめさんもらったんだよ、あいつ。そこから先は見てやれなかったんだけど、きっと子どもも生まれただろうねぇ。あたしの孫がさ。その孫もまた子どもを産んで、その子もまた子どもを産んで……。このお天道様の下にあたしの子孫がいる。あたしはべつにどうってことはない人間だったし、いまはしがない幽霊だけど、血を受けた人間がどんどん殖ふえていくんだって思うと、あたしは誇ほこらしくって、嬉うれしくて、気分がよくてしょうがないんだよ」

「おれには子どもがいない」高寺がいった。「だが、その気持ちはわかる気がする」

「決まりだね。あたしらはどうせいっぺん死んだ人間なんだ。文字どおりね。消えるぐらいどうってことないさ。それより、赤ん坊が生まれる世の中のために、戦うのもいいじゃないか」

　コンは熱い眼まな差ざしを隆生に向けた。他ほかの幽霊たちにも見つめられているのに、隆生は気づいた。

　滋也や楓たちも彼を凝ぎよう視ししている。

「それで」隆生は乾かわいた唇くちびるを開いた。「おれになにができるっていうんだ？」

「いまのぼくは無力で無職の人間です」と滋也。「たしょう、人より超ちよう越えつした力を持っていますが、それだけです。とても、あのかたをお止めする力はありません。でも、きみはちがいます」

「おれだって人間だよ」

「それなら、そう信じて、死んでいきなさい」

「ずいぶん冷たいんだな」隆夫は呻うめいた。

「よくそういわれます。それで、ひょっとして非難しているのですか？」

「そのつもりだが」隆生はいい、幽霊たちを見ながら「あんたたちの意見はわかったけれど、霊の形だろうと、永遠に生きられるなら、そのほうがいいかもな」

「きみはどうだかわかりませんよ」滋也は冷れい酷こくに告げた。「きみは危険すぎます。ぼくがあのかたなら、なにをおいても抹まつ殺さつしますね。それはもう、もとから存在しなかったみたいに跡あと形かたもなく」

「どうしてもあんたに協力しなきゃいけないってわけか」隆生は呻いた。

「どんな形であれ。生き延びるつもりなら、ね」と滋也。「それから、あんた呼ばわりもきみに限っては許します。なんなら『おまえ』と呼び捨ててくださってもけっこうですよ。きみはなにしろ始まりの神なんですから」

「そんなことはどうでもいい。もしも、おれが神であることを受け入れたら、あいつをとめることができるのか？」

「やってみないことにはわかりませんが、可能性はあります」

「この世界はこのままでいけるのか」

「それはあなた次し第だいです」

「おれはどうしたらいい？」隆生は頭を抱かかえた。

「ぼくの意見ははっきりしていますよ。きいていたでしょう。ぼくはこの世界が好きです。このままであってほしいと思っています」

「じゃあ、おれが変えるといったら、殺すのか」

「残念ながら、いまのぼくにはそれほどの力があるとは思えませんよ」滋也は溜ため息いきをついた。「ほんとうにきみを殺せたら、どんなにいいかと思うのですが」

　ちょっといい気味だと思いつつ、「つまり……、おれの好きにしていいってことか？」

「ちっともよくありませんが、しょうがないですねぇ」

「そんなこといわれたって、おれはどうすればいいのか……」

「情けないです」結宇が呟つぶやいた。

「いや、もっともだけど」隆生はうなだれた。

「まあ、そう卑ひ下げしたものでもありません」滋也が優やさしく手を差し伸のべた。「人として生まれた身には重すぎる力です。きみに使う気がないなら、ぼくが使ってあげましょう」

「いや……」隆生はまた後じさった。

「気が進みませんか？」滋也は片かた眉まゆを上げた。

「まあ、有り体ていにいうと」隆生は控ひかえ目にいった。

　はじめから大して信しん頼らいしていたわけではないが、いまや滋也は半ば敵のように思えた。実際、彼は隆生を利用しているのだということを隠かくそうともしていなかった。

「じゃあ、どうしたいのです？」滋也はいった。「きみはこの世界が好きですか？」

「好きかといわれたって……」隆生は戸と惑まどった。

「それすらもわからないんですか？」さすがに呆あきれたような口調だ。

「いや、考えたこともなかった。世界をどうこうしようなんてだいそれたことは……」

「じゃあ、いま考えなさい。それも急いで。きみはこの世界がこのままでいいと思いますか？」

「いや、そりゃ、いろいろと問題はあるよ。貧ひん富ぷの差があるし。おれはいったいどうしてこんなに貧しいんだって哀かなしくなることがしょっちゅうある」

「でも、菊名さんは死にかけているわけじゃないじゃないですか」結宇がいった。「世界にはもっと困っている人がいるんですよ」

「この子のほうが広い視野をもっていらっしゃる」と滋也。「でも、ぼくがいっているのは、そんな小さなことではないのです」

「小さいですか？」結宇が不満げに唇を尖とがらす。

「ええ。飢き餓がや貧困の問題をどうにかしたいなら、世界を征せい服ふくすればいいだけのことです。でも、彼が手にしているのは、世界の独裁権などといったちっぽけな力ではありません」

「ちっぽけですか？」結宇はまだ不満そうだ。

「ええ」滋也は頷うなずき、「まもなく、この夜の片かた隅すみでちょっとした事件が起こります。その事件は当事者以外、だれも気づかないかもしれない。でも、宇宙でもっとも重大な事件であることにちがいないのです」

「そんな大げさな……」隆生は異を唱えようとした。

「ちっとも大げさではありませんよ。新しい宇宙の有あり様ようがここからすべての宇宙に広がり、つくりかえていく。宇宙の相転位が起こるのです。きみは世界というのを地球上のことだと思っていたのですか？　まさかもっと小さな範はん囲いのことが心にあったのではありますまいね。世界とは星せい辰しんも光こう陰いんも含ふくめた概がい念ねんですよ。きみはそれを変える力を手にしています。それに比べれば、数億人を強制収容所に送ることができる権力だろうと、とるに足らないものです」

「そいつはたしかにでっかい話だな。大きすぎて、想像できない」

「では、話をわかりやすくしましょう。きみが生き延びたいのか、そうでないのか。まさかそれすらわからないわけじゃないでしょう」

「当たり前だ。生き延びたい」

「では、きみのとるべき道はひとつしかありません」

「滋也さん……。そういや、おれ、あんたのほんとうの名前をきいていなかった」

「おや、まだいっていませんでしたか？」滋也は微笑ほほえみ、「ぼくは月の神。夜とそこに棲すむ者どもを統治する月のツクヨミです」

























「主任、起きろ」イザナミは声をかけた。

　死のウィルスを開発する研究主任は枕まくらを抱だいて、熟じゆく睡すいしていた。幸せそうな顔をしている。たぶん、草原でカラカルと遊んでいる夢でも見ているのだろう。

　新しい世界がきたら、彼を猫ねこ科の動物を司つかさどる神にしてやってもいい、と女め神がみは思った。

「起きるんだ」もう一度声をかける。

　主任の手が動いた。サイドテーブルから眼鏡めがねを取りあげ、かけた。

　分厚いレンズのむこうから寝ねぼけ眼まなこが見つめる。

　夢の続きを見ていると判断したのだろう、その瞼まぶたがふたたび閉じようとした。

「いい加減にしてほしい」イザナミは研究主任の眠ねむっているベッドを消した。

　鈍にぶい音とともに、主任が床ゆかに落ちる。敷しき布ぶ団とんがクッションになったから、大して痛みはなかったはずだ。

「会長」嗄かれた声で、主任はいった。「どうなさったんです？　こんな夜よ更ふけに」

「用事ができたからに決まっている」

「そりゃ、忍しのんでこられたと思いませんでしたが、とにかく、深夜ですよ。勘かん弁べんしてください。仕事はまじめにしています。外出させてもらえないなら、せめてプライベートは……」そこで、自分がどこに寝てるかに気づいたようだった。「わたしのベッドはどこです？」

「そんなことより、あなたの最後の任務を果たしてほしい」

「はあ。わたしは馘くびですか？」さして、ショックを受けたふうでもなく、彼はいい、立ちあがった。

　イザナミはしばらく考え、「いや、配置転てん換かんだ」

「なんだ」彼は心底がっかりした様子で「今度はどんな仕事です？　例のウィルスの特効薬でもつくるんですか？　それで、ここからは出してもらえるんですか？」

「あなたは奇き妙みようなことをいう。特効薬など不要だ」

「そうですか。それは見込み違ちがいでしたな。てっきり、特効薬で一儲もうけを狙ねらっていらっしゃるのかと思いましたのに」

「それはうまい手だな」彼女は感心した。

　イザナミが人間社会に侵しん入にゆうして、はじめに学ばなければいけなかったのは、金を稼かせぐことだった。なにをするにも金が要いるし、彼女が必要とした金額は並なみ大たい抵ていのものではなかった。

　死者から話をきいてある程度は知っているつもりだったが、それでも、人間が富を集めるときに発揮される悪あく辣らつさには瞠どう目もくさせられた。

　しかしまだ、女神が知らない方法がたくさんありそうだ。

　初めて、この世界を滅ほろぼそうとしていることに軽い躊ちゆう躇ちよを覚えた。

「おっと、余計なことをいってしまったかな」主任はわざとらしく口を押さえ、「それじゃ、どんな仕事なんです？」

「あなたが望むなら、カラカルを殖ふやす仕事でもいい。地上に満ちるまで」

「飼育係ですか」冗じよう談だんと解したらしく、彼は愛あい想そ笑わらいをした。「動物学は専門外ですが、まあ、そういうことなら。それで、最後の任務とやらのほうはどんな仕事です？」

「ウィルスを放出してほしいのだ」イザナミは告げた。「0317/H2P3-9でいい」

「放出するとはどういうことですか？」主任はあんぐり口を開けた。

「言葉どおりの意味だ。0317/H2P3-9を空中に放出する。散布する必要はあるまい」

「放出すれば、その」主任は言いよどんだ。自分がいまあまりにも当たり前のことを口にしようとしているのを悟さとったのだろう。「人が死にますよ」

「わかっている」イザナミは頷うなずいた。

「カラカルも死にます」主任はそのほうがよほど重要だとでもいいたげな口調で指し摘てきした。「0317では感染対象を選ぶことができません」

「まことに残念だが」

「わたしも死んでしまいます」主任は手を合わせ、「たぶん、だからどうしたとお思いでしょうが」

「もう、あなたの役目は終わった。死んでくれてかまわない」

「冗談じゃない」主任は喚わめいた。「新しい仕事というのは噓ですか？　噓なら噓で、もうちょっと永く夢を見させてくれたらどうなんだ」

「そう。冗談などではなく、噓でもない」イザナミは告げた。「わたしは本気だ。わかったら、ウィルスを放て」

「いやですよ。死にたくありません」主任は駄だ々だっ子のように、「わたしは子どもの頃ころから猫を飼うのが夢だったんだ。でも、うちの母親は猫アレルギーがあって、飼わせてもらえなかった。大人になってからは、生活に追われて、こんなんじゃ、動物の面めん倒どうなんか見られっこないと思って。だから、この仕事が終わったら、古い一戸建てでも探して、犬や猫を……」

「それは愚おろかな偏へん見けんだ」

「偏見？　いったいなにが偏見だとおっしゃるんですか」

「死は恐おそるべきものではない。わたしの保証がある限り。猫でも犬でも好きなだけ飼え。あの世でなら、カラカルだろうとジャッカルだろうと飼える。わたしが許す」

「よしてください、会長」主任は眼鏡めがねを押し上げ、「わかった。前からそうじゃないかと疑っていたんですが、いま確信しました。会長、あんた、なにか変な宗教にはまっているでしょう」

　それこそ偏見だ、とイザナミは思った。なんといっても、神かみ頼だのみなどしたことがないのだ。

　しかし、誤解を解くのは無意味だった。

「そう思いたければそれでいい。命令を実行しろ」

「あなたも死ぬんですよ！」

「わたしはそう思わない」

「自殺するおつもりですか。するならひとりでなさい。全人類と心中なんて、スケールが大きいにもほどがある。まさか、この研究所もこれまでかけた莫ばく大だいな予算も、自殺のためだなんてことはないでしょうね」

「自殺などするつもりはないのだ」

「わたしは放出しませんよ。ええ、人類滅めつ亡ぼうの片かた棒ぼうなんか担かつぐものですか」

「なら、わたしがする」イザナミは諦あきらめた。

「させません」主任は胸むな元もとからペンダントを手た繰ぐりだした。

　なにをするのだろう、とイザナミは興味深く眺ながめた。

　ペンダントにはカード・キーがついていた。

　主任はもどかしげな手でカードを折った。ふたつに割ったぐらいではまだ足りないと判断したらしく、さらに幾いく重えにも折り、挙げ句の果てに吞のみこんだ。といっても、最初はうまくいかなかった。激しく咳せきこんだり、戻もどしそうになりながら、たっぷり時間をかけてこの苦行をやり遂とげた。

「これで、会長にもウィルスに触さわることはできません。重機でも持ってこないことには、保管庫の扉とびらはこじあけられませんからね」プラスチックを吞みこむという無茶のせいで、主任の顔は涙なみだで濡ぬれていたが、どこか誇ほこらしげだった。

　何者に対たい峙じしているかも知らず、反逆を成し遂げたと信じているこの小さな存在が、きゅうに愛いとおしく思えてきた。

　新しい世界ではカラカルの神にしてやろう、とイザナミはさらに強く決心した。

「あの部屋にはかなりの予算をつぎこんだから、頑がん丈じようでなくては困る。しかし、あなたも知らない方法があるのだ」と告げて、イザナミは部屋を出ようとした。

「やめてください」研究主任は、イザナミの腕うでに縋すがりついた。「0317系列ではご要望に沿うことができませんでしたが、いま、0321系統という改良種に取り組んでいます。これなら、いけるかもしれません。せめてこれが完成するまで待ってください。感染は無差別ですが、致ち死し率はさらに一〇〇パーセントに近づくはずです」

　時間稼ぎをしようとしているのは明白だった。

「残念だが、時間切れだ、主任。あるもので我が慢まんするしかない」イザナミは優やさしくいった。「あなたはよく働いてくれた。その手を離はなせ」

「離しませんよ。ええ、離しませんとも」主任は空いている左手でサイドテーブルの下を探さぐった。

　アラームが鳴った。

「警備員の給料もわたしが出しているのだぞ」おかしみを感じながら、イザナミはいった。

「そうですが、会長、あなたはその、狂くるっています」勇気を振ふり絞しぼったのだろう、震ふるえる声でいった。

「そうかもしれないな」イザナミは頷うなずいた。

　狂っていたとしても違い和わ感かんはない。人は自分の愛した世界を喪うしなったとき、狂わざるをえない。そして、それは神といえども同じだった。

　ツクヨミが妬ねたましい。彼はこの世界を愛しているという。彼のように、この醜しゆう怪かいな世界を愛し、自らが消え去る運命すら受け入れられたら、どんなにいいことだろう。
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「しばらく休め」イザナミはいった。

　主任の腕の力が抜ぬけ、彼は床ゆかに倒たおれた。その肉体が崩くずれていく。そして、魂たましいは戸と惑まどいつつ揺ゆらめいた。

「あなたを神にしてやる。しばらくそこで見ているがいい」

　アラームが鳴り響ひびく廊ろう下かに、イザナミは出た。

　ガードマンはすでに待機していた。

　主任の私室から出てきた会長を見て、ガードマンたちはばつが悪そうな表情をした。上司たちの秘密を知ってしまったと思ったのだろう。

　いまさら男の趣しゆ味みが悪いと思われたところで、大して心は傷つかない。

「会長でいらっしゃいますね」ガードマンのひとりが訊きいた。「この警報の理由をご存じでしょうか。主任に連れん絡らくしても、なぜかつながらなくて……」

「気にするな」イザナミはガードマンたちにも安息を与あたえた。

　僅わずかに早いだけだ。これから与えられる永遠に比べれば無に等しい。

「来たか」イザナミは呟つぶやいた。

　人間には感知できないだろうが、空気がちがう。

　もう一柱の始まりの神がフィールドを張ったのだ。




　　　　＊




　研究所は山やま間あいの廃はい村そんじみた場所にあった。

　なぜそんなことがわかるのか、隆生は戸惑っていた。彼はただ、イザナミがいる場所へ行きたいと念じただけなのだ。

　念じた次の瞬しゆん間かん、ここにいた。そして、眼下にある施し設せつが、まさに求める場所であり、人類滅めつ亡ぼうのウィルスが育はぐくまれている褥しとねだとわかってしまった。

　戸惑うことが間ま違ちがいだとはわかっている。だが、神であることに慣れるにはまだ時間がかかりそうだ。

「空に浮ういているんですか？」結宇の声がした。

　隆生はぎょっとした。無意識のうちに彼女まで連れてきてしまったらしい。ここがまもなく戦場になることを考えると、女子中学生を伴ともなうには不適切な場所だ。

　気がつくと、楓が非難の眼まな差ざしでこちらを見つめていた。

「なにせ初めてのことだったから」隆生は弁解した。

　非物質の球体のなかに隆生はいた。もちろん楓と結宇だけではなく、ツクヨミとツユネブリもいる。そして、幽ゆう霊れいたちは例の集合体になって、蠢うごめいていた。

「さて、どうすればいい？」隆生はツクヨミに訊いた。

　もう覚かく悟ごはできていたが、神と戦う方法など見当もつかない。

「消えろ、と念じてみてはいかがです？」ツクヨミは提案した。

「おれがあの建物を消せるのか？」

「やってみて損はないでしょう。成功すれば、ぼくはたいへん楽ができます」

「わかった」

　隆生はいわれたとおりにした。

　大地が蠢いた。その鳴動が、隆生たちのいる上空にまで響いてきた。

　嵐あらしの海のように地面が波立ち、そのうねりに吞のまれて建物が崩ほう壊かいする。

　あのなかにも普ふ通つうの人間がいたかもしれない、と隆生が思いあたったのは、研究所が紙細工のようにひしゃげてしまった後だった。

「これで終わりなのか……？」隆生は呟いた。

　だが、もちろん終わりではないことはわかっていた。

「あれ……」結宇が指差した。

　その指先で、人とも獣けものともつかない姿の半はん透とう明めいのなにかが、俯うつぶせの状態からゆっくり、身体からだを起こそうとしていた。

　巨きよ大だいだった。十階建てのビルぐらいの高さはある。

「あれ、なんですか？」指差したまま、結宇がツクヨミを振り返った。

「ぼくにもわかりません」とツクヨミ。

　だが、隆生にはわかった。

「ウィルスだ」隆生はいった。

「あれがウィルス？」と楓。「あたし、ほんとうは学校に行ったことがないから、ちゃんと習ったわけじゃないんだけど、なんかずいぶんイメージとちがうわね」

「ウィルスがちがうのではありませんよ」とツクヨミ。「この世界の法則がちがうのです。菊名くんがウィルスだというのなら、そうなのでしょう。この菊名くんの世界ではウィルスはああいう姿をしているのです」

「つまり、あれって、あんたの趣味？」楓は隆生の顔をつくづくと見つめた。

「いや、そんなことはない」隆生は否定したが、自信がなかった。

　ウィルスは歩きだした。どこか目的地があるのではなく、彷徨さまよいだしたような印象がある。

「ともかく、あいつを消せばいいのね」楓が弓に矢を番つがえた。

「待ってくれ」隆生はいい、ウィルスが消えるよう、念じてみた。

　しかし、なにも起こらない。

　ウィルスはその邪じや神しんじみた身体を揺ゆすりながら、未み舗ほ装そうの道を辿たどっている。

「あのかたに守られているようですね」ツクヨミはいい、「今度はぼくがやってみましょう」

　星空が渦うず巻まいた。

　そのとき、地上にも渦が生じた。

　ウィルスを守るかのようにその周囲で、淡あわく美しい色をしたものが螺ら旋せんを描えがく。

　星が降り注いだ。

　流星と螺旋が衝しよう突とつした。

　竜たつ巻まき状の渦のそこかしこに炎ほのおが生まれ、さらに彩いろどりを添そえた。

「蝶ちようだ」楓が竜巻の正体を看破した。

　蝶は大地から吐はき出されていた。その群れは大だい蛇じやのようにうねり、降り注ぐ星々に立ち向かっていく。

「黄よも泉つい軍くさです」とツクヨミ。「死者の群れですよ」

「死者？　幽霊なんですか、あれ」一ひと塊かたまりになったコンたちに結宇が視線を向けた。

「そうです。地上では、魂たましいは蝶の振ふりをするのが作法なのです。もうだれも、死者ですら憶おぼえていない、古いしきたりですが」

「たしかにあたしらは知らないねぇ」コンが幽霊たちを代表していう。「あたしらもほんとうはあの連中に混じらないといけないのかい？　蝶々になるのもいいけど、灼やかれるのはごめんだね」

「これもおれが世界を柔やわらかくしたからなのか？」隆生は尋たずねた。

「関係ありませんよ」ツクヨミはこたえた。「イザナミさまはこの世の始まりの神です。いまでも死者を呼び出すぐらいの力はお持ちです。これまでご遠えん慮りよなさって、雷らい神じんたちだけに留とどめておられただけでしょう」

「これからも遠慮してくれないかな」

「無理でしょう」ツクヨミはにべなくいった。

「わかっているよ。まじめにこたえないでくれ」

「星は種切れですね。死者のほうが多い」ツクヨミが淡たん々たんと告げた。

　星を防ぐ必要のなくなった黄泉軍は八つに分かれた。

　そのうち二隊はそれまでと同じようにウィルスを守り、残りがこちらに向かってくる。

　それぞれの群れの先頭には白い衣ころもを纏まとった女性がいた。彼女たちが指揮官なのだろう。

　それに付き従う蝶たちの姿も、近づくにつれて変へん貌ぼうした。武器を手にした兵士たちになったのだ。

「さて、それでは始めましょうか」ツクヨミは隆生の顔を見み据すえていった。「つぎの世の始まりの神よ」

　こんなの、不公平だ、と隆生は思った。人数があまりにちがいすぎる。

　だが、不平を鳴らしている暇ひまはなかった。

　彼の隣となりで楓が弓を引き絞しぼっていた。

　非力すぎる。

　この大軍を相手に、矢一筋でどれほど効果があるというのだろう。

　矢が弦つるを放れるのを、隆生は絶望的な思いで眺ながめた。

　鏃やじりが風を切り裂さき、古代の甲かつ冑ちゆうに身を固めた兵士たちの群れに切りこんでいく。

　異変が起こった。

　矢が通り過ぎるだけで、兵士たちの肉体が千切れ、風に溶とけていく。

　ひとたび矢を放っただけで、黄泉軍の一隊が半減した。

「すごいっ」矢を放った本人が驚おどろいていた。「あれ、あんたがやったの？」

「まあな」実感がなかったが、隆生は胸を張った。

　だが、蝶がおびただしく湧わき出て、兵士に変わっていく。

　せっかく半減した隊もすぐ、兵力を回復した。

　楓は一心不乱に矢を放ちはじめた。

　矢の威い力りよくは相変わらずで、亡もう者じやの数を減らしていったが、それ以上の増ぞう援えんがあった。もはや大地のそこかしこから蝶が噴ふん出しゆつしている。

「銃じゆうだ」幽ゆう霊れい集合体から高寺が上半身を覗のぞかせて、喚わめいた。「矢などで埒らちがあくものか。銃をよこせ」

「そんなもの……」どこにあるんだ、といいかけて、隆生は思いなおした。「やってみよう」

　銃を握にぎっている高寺をイメージする。

　すると──いまさら驚くべきほどのことではないが──、高寺の掌しよう中ちゆうにピストルが現われた。

　高寺は拳けん銃じゆうを批判的な目つきで眺めた。「なんだ、これは？　ピストルごときでこの事態がどうにかなると思っているのか。しかも、構造が奇き妙みようだぞ、これは」彼はピストルを改め、叫さけんだ。「なんとまあ、形はオートマチックだが、マガジンがないぞ。一発ずつ薬室に弾たまをこめなければならん。弾はどこだ？」

「湧いてくるんじゃないのか」隆生はいった。

「なるほど。このいかれた状じよう況きようではありそうな話だ」高寺は黄泉軍にむけて、ピストルを撃うった。数発、連射する。「うむ。たしかにおまえのいっていることは正しい。しかし、こんな豆まめ鉄でつ砲ぽうでは話にならん」

「しょうがないだろう、おれは銃なんかとは無む縁えんな一いつ般ぱん市民なんだから。文句があるなら、あんたがやってくれ」

「おれが？　うむ、できそうな気がする」高寺はピストルを撫なでまわした。

　ピストルは禍まが々まがしい金属の塊かたまりに変化した。ハリウッド映画のなかで、肉体派の男優がぶっ放している類たぐいのマシンガンだ。

「まあ、いいだろう」塊のなかから高寺は抜ぬけ出した。「他の連中にも持たせてやってくれ」

「あ、ああ」隆生は頷うなずいた。

　幽霊の集合体がほどけた。グリーン・ハイツに取り憑ついていた迷える霊たちがマシンガンを構え、黄よも泉つい軍くさと対たい峙じする。

「じゃあ、あの、応援します」結宇が恥はずかしげにいった。

「あれって、ご先祖さまだろう」とコン。「気が乗らないねぇ」

「言い出しっぺはあんただろう」と幽霊のひとりがいう。

「まあ、そうだけどさ」コンが銃ひき爪がねをひいた。

　それを合図にしたかのように、いっせいに銃口が火を噴ふいた。

　隆生は自分のためにも一丁、つくりだし、遥はるか昔に死んだ兵士たちに銃じゆう弾だんを見み舞まった。

「おい、おまえ」高寺は指揮官気取りで、楓に呼びかけた。「弓では効率が悪い。おまえも銃に持ち替かえろ」

「いやよ」楓は言下に拒きよ否ひした。「なんか下品だもん」

　実際のところ、楓の弓と幽霊たちの銃では威力に差がない。楓の矢が一筋で何百もの兵士を倒たおすからだ。ひょっとすると銃弾にもそれだけの威力があるのかもしれないが、一分間に数百発の割合で連射されると、その効果も無意味だ。

　ともあれ、黄泉軍の勢力は目に見えて減ってきた。

　だが、それでも数が多すぎた。

　犠ぎ牲せいをものともせず、黄泉軍は吶とつ喊かんをつづける。

　幽霊の一体が悲鳴をあげた。その肩かたに矛ほこが食いこんでいる。死せる兵士たちの群れは手を伸のばせば届きそうなところに迫せまっていた。

　隆生の視界の片かた隅すみで、闇やみ色いろの衣ころもがひらりと舞った。

　ツクヨミだ。

　近づいた黄泉の兵士を片かたっ端ぱしから両断している。

「もっとウィルスに近づいて」ツクヨミが指示した。「あれを消してしまわないことには、どうにもなりません」

　隆生はいわれたとおりにした。

　黄泉軍はさらに激しく突つっかかってくる。

　耳をつんざくマシンガンのうねりにもかかわらず、剣けん戟げきの音が響ひびく。

　隆生は目を見張った。

　黄泉軍の兵士は木製としか思えない盾たてで銃弾を防いでいる。

　ここにはなにも目に見えるとおりのものがない。二つの宇宙が鬩せめぎあっているのだ。

　隆生は武器を捨てた。いや、自分に相応ふさわしい武器に持ち替えようとした。

　緩ゆるく握った拳こぶしを重ねて、正眼の構えの形をとる。その拳のなかに木刀が現われた。

　横に薙なぎ払はらう。

　眼前に立ちはだかっていた兵士たちが盾ごと断たたれ、悲鳴もあげずに消えていく。

「やるわね」楓が褒ほめた。その背中には結宇を庇かばっている。

「まあね」隆生は賞賛を受け止めたが、限界を感じていた。

　とにかく、敵の陣じんが分厚すぎる。

　このまま突っこんでいっては、結宇や幽霊たちは保もたないだろう。

　繰くり広げられる戦いのことなど素知らぬげに、ウィルスは歩いていく。

　その背中が見えなくなったとき、世界に人類のみならず鳥や獣けものまでも殺さつ戮りくしつくすウィルスが放たれるのだ、と隆生は直感した。

「ツユネブリ」ツクヨミが乗じよう獣じゆうを呼んだ。

「やっぱり行くんですか？」ツユネブリは気が進まないようだった。

「愛する世界を守るための戦いです。ぼくが行かなくてどうするんですか？」

「あなたさまがいらっしゃるのはいいですが、わたしゃ、べつにこの世界を愛しちゃいないんですがねぇ。焦こげた肉じゃがはもうたくさんだ」

「たぶん、ぼくらの最後の戦いです。ともに戦うのでなければ、寂さびしいではありませんか？」

「あなたさまには驚おどろかされる。寂しいなどという感情がおありだとは思いませんでした」

「ぼくにはありませんよ。でも、おまえは寂しいでしょう。ぼくが独りで赴おもむいては」

「たしかに」ツユネブリは認めた。

　ツクヨミはツユネブリにまたがり、楓にいった。

「きみも来ますか？」

「やめておく。この子たちだけじゃ頼たよりないもん」楓は新しい矢を箙えびらから引き抜きながらいった。

「それに、あんたたちの邪じや魔まするのも悪いし」

「気色の悪いことをおっしゃらないでください」ツユネブリがぼやいた。

　ツクヨミは隆生にも声をかけた。「主役は譲ゆずっていただきますよ」

「まあ、なんていうか」隆生はこの場に相応ふさわしい台詞せりふを探したが、見つけることができず、「お願いします」とのみいった。

　月の神は頷き、天あま翔かけた。

　ツクヨミとツユネブリの征ゆくところ、黄よも泉つい軍くさの陣は洞どう窟くつのように穿うがたれた。

「掩えん護ごするぞ」高寺の号令のもと、幽霊たちがいっそう激しく乱射する。

　ツクヨミの剣けんの切っ先がウィルスの背中に届くかと見えたとき、大地がどよめいた。

　楓が物問いたげな眼まな差ざしを向けてくる。

　隆生は手を振ふって、身に覚えのないことを伝えた。

　樹木を振り落として、大地が人の形となって起きあがった。そして、半はん透とう明めいの巨きよ人じんとツクヨミのあいだに立ちふさがる。

　その顔に見覚えがあった──法印美和、いや、始まりの女め神がみにして黄泉の女王イザナミである。

　イザナミは両手を広げた。

　ツユネブリは急きゆう上じよう昇しようした。土の肉体を纏まとった女神の肩を掠かすめて、背後に回りこむ作戦のようだ。
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　だが、うまくいかなかった。

　相手はあまりにも巨大だった。ひょいと手を伸のばすと、ツクヨミとツユネブリを握にぎりこむ。

　楓が悲鳴をあげ、矢を放つ。

　しかし、その矢は届きさえしなかった。

「やめろっ！」気がつくと隆生は叫さけんでいた。

　イザナミの双そう眸ぼうが隆生に向けられた。土でできているにもかかわらず、その眼光は鋭するどい。

「わかった。始まりの神どうしで決着をつけよう」隆生はいった。

　そして、それが唯ゆい一いつの道なのだ、と悟さとった。

「望むところだ」イザナミはこたえた。「おまえはどのみち、始末しなければならぬ」

　女神が手を開く。ツクヨミとツユネブリが一ひと塊かたまりになって落ちた。

　引き潮のように、黄泉軍が下がった。兵士となっていた魂たましいも蝶ちようの形に戻もどり、左右へ分かれていく。そして、いままさに始まろうとしている戦いを見み逃のがすまいとしているかのように、距きよ離りを開けて周遊しはじめた。

　大地に倒たおれているツクヨミたちを心配そうな目つきで窺うかがっていた楓は、ほっとしたように、「とりあえず生きている」

「それはよかった」隆生は心からいった。

「それで」と楓。「やっと受け入れたわけ？」

「しかたがないだろう」隆生はいった。

「あいつがきいたら怒おこるかも。けっきょく主役をとられたって」

「滋也さんって」真の名前を知った今でさえ、仮かり初そめの名前のほうがしっくり来た。「そんなに目立ちたがりなの？　そうは見えなかったけれど」

「普ふ段だんはそうでもないんだけど、ときどきね」

「あの」おずおずと結宇が声をかけてくる。「頑がん張ばってください」

「ありがと」隆生はこたえ、地面に降り立った。

　落ち着け、と自分にいいきかせる。いままでやってきた除じよ霊れいと同じだ。すなわち、ぶん殴なぐればいい。女性を殴るのは良心がとがめるが、神だと思えばそうでもない。

「おれは強い、おれは強い、おれは強い」菊名流除霊術唯一の呪じゆ文もんを唱える。

　やがて隆生は自らの身体からだが巨大になっていくのを感じた。手にした木刀はしっくり手に馴な染じんだままだ。

　イザナミは隆生の準備が整うまで待つつもりはないようだった。

　右足をあげ、まだじゅうぶんに大きくなっていない彼を踏ふみつぶそうとする。

　隆生は避よけようとしなかった。

「おれは強い、踏みつぶされたりなんかしない。おれは強い。この世界を守る」

　頭から圧あつ倒とう的てきな量の土ど砂しやが迫せまってくる。イザナミの肉体を構成している土だ。

　隆生の頭がイザナミの足の裏にのめりこんだ。重みを支える自分の足も地面にのめりこむ。

　押しつぶされそうになるのを、目を瞑つぶって懸けん命めいに耐たえた。

　やがて、すうっと頭が軽くなる。

　目を開けた隆生は自分がイザナミとおなじぐらいに巨大化しているのを知った。

「楽には決着がつかぬか」イザナミはいった。

「楽につけられてたまるか」隆生は木刀を構える。

　普段の除霊のときよりも不思議と心が落ち着いていた。

　突とつ進しんした。

　木刀を振り下ろす。

　イザナミは左ひだり腕うでで木刀を受け止めた。

　同時に右の拳こぶしを隆生の腹部に放つ。

　いっしゅん気が遠くなり、隆生は唸うなった。

「おれは負けない。負けるわけにはいかない」

「いや、おまえは負ける」イザナミがいった。「この世の始まりの神がいうのだ。まちがいはない」

「あんたの役目はもう終わったぞ、おばさん。若い者に席を明け渡わたせ」隆生は木刀を振ふるう。

　だがまた腕で止められてしまった。今度は強きよう烈れつな蹴けりを受け、彼は数歩、後退した。

　イザナミは笑えみを浮うかべ、右腕を横にのばした。その手に光り輝かがやく棒状のものが現われる。

「これは天あまの瓊ぬ矛ほこ。この世界の礎いしずえをつくった武具だ。おまえのその貧ひん相そうな木刀より見み栄ばえがいいだろう」

「それがどうした」

「貧相な道具では貧相な世界しか生まれぬ」イザナミは断言し、矛を突つき出した。

　矛先が隆生の胸を抉えぐる。

　隆生はさらに下がった。

　胸の傷を押さえたくなるのをこらえて、木刀を構える。

「そんなことになんの根こん拠きよもない」隆生はいいかえした。

「根拠はある。おまえは多くの手本がありながら、けっきょくその武具しか出せない。想像力がないのだ。想像力のない神にまともな世界が創つくれようはずがない」

　イザナミは矛を二度三度と繰くり出す。

　隆生はその矛先をかわすので精せい一いつ杯ぱいだった。

「おれは新しい世界を創るつもりなんかない」

「ほう。ツクヨミに誑たぶらかされたのか。しょせん、その程度の神だ」

「ちがう。おれはこの世界を守りたい」

「それはツクヨミの望み。おまえ自身はなにが望みかもわかっていまい」

　首筋に伸のびてきた矛を木刀で叩たたき、辛からくも致ち命めい傷しようを免まぬかれる。

「そんなことはない……」そういってはみたものの、自信はなかった。

「おまえは殺されると思っているのだろう。いや、ツクヨミにそう思いこまされたのだろう」イザナミは矛の切っ先をぴたりと隆生に向けつつ、「場合によってはわたしの世界にあることを差し許してもいい」

「騙だまされるか、始末するっていったくせに」

「始末にもいろいろなやりかたがある。わたしは寛かん大だいな神だぞ。寛大でなければ死者の女王などやっておられぬ」

「黙だまれ」

　隆生は打ちかかった。

　しかし、横よこ面つらをしたたかに矛の柄つかでひっぱたかれ、体勢を崩くずす。

「考えてみろ。ほんとうにこの世界を守りたいのか」

「守りたい」

「では、この世界とはなんなのだ？　おまえはこの世界のなにを守りたいのだ」

「それは……」とっさに言葉がでなかった。そして、無理にこたえる必要はないのだということに気づく。なんといっても、いまは戦っているのであって、議論をしているのではないのだ。

　イザナミの言葉をきいていては、不利になるだけだ──隆生は思った。

「こたえられないだろう。おまえはなんとなくそう思っているだけだ。あるいは想像力が足りなくて、まったくちがう世界というのを思い描えがけないだけだ」

　隆生は無言でイザナミを睨にらみつける。

「たしかにおまえの力は危険だ。わたしにはそれを奪うばうことができない。だが、おまえが忠誠を誓ちかうなら、信じよう。わたしの国で永遠に安らぐがいい」

　心がぐらついた。

　勝てそうな気がしなかった。

　そして、自分がなにを命いのち懸がけで守っているのかがよくわからない。『この世界』という概がい念ねんは漠ばく然ぜんとしすぎている。

　おれはほんとうにこの世界を守りたいのか？　いままでもそうだったように、ただ状じよう況きように流されているだけではないのか？
















　そんな疑問が隆生の心を苛さいなむ。

　イザナミもそれに気づいたようだった。

「木刀をおろせ。そして、忠誠を誓え。始まりの神を殺すというのはわたしにとっても簡単なことではないのだ。なるべくならしたくはない」

　もちろん、隆生は降ろさなかった。しかし、それは抵てい抗こうの意志が衰おとろえていないのではなく、ただ惰だ性せいで構えているにすぎない。

「さあ」イザナミは優やさしくいい、矛をのばした。

　その矛には殺気が籠こもっていなかった。矛先が木刀の峰みねに触ふれる。

「おろすんだ」

　イザナミは、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな人間の背中を後押しするように、矛に力を込こめた。

　木刀の切っ先が下がっていく。

「菊名さんっ」結宇の声が響ひびいた。「頑がん張ばってください。あたし、応おう援えんしてますから。いまも応援しています！」

　隆生は後ろに跳とびすさり、木刀を構えなおした。

　そうだ、この世界には守りたいものがある。

　健康に悪そうなファスト・フードとか、くだらないビデオ・ゲームとか、商業主義のアミューズメント・パークとか、派手なだけで内容のない映画とか。まだ死んでほしくない人間も何人かいる。この猥わい雑ざつな世界でともに生きたい人間が。清せい浄じような世界での霊れいとしての永遠の生命いのちなど糞くそくらえだ。

　たしかにこの世界には嫌いやなものも多い。数多くの悲ひ哀あいが蠢うごめいている。だが、それは神に頼たよらずとも解決できるような気がした。

「おれはこの世界を守る」

　隆生は大地を蹴けった。

　矛ほこをうまくかいくぐり、イザナミの懐ふところに飛びこむ。

　手にはしっかり木刀が握にぎられていた。そして、その切っ先はイザナミの胸から背中に突つき抜ぬけていた。

「これまでか……」むしろ安あん堵どしたかのように、イザナミはいった。「つまらぬ道を選んだものだ。だが、そうだな……」女め神がみの肉体がもとの土に戻もどっていく。「まあ、わたしも応援しておこう」

　イザナミはただの土つち塊くれとなって一気に雪崩なだれ落ちた。

　あとには小高い丘おかが残った。

　名残なごりを惜おしむように、その丘の周囲を蝶ちようたちが舞まう。そして、彼らは大地に吸いこまれていった。

　隆生は顔をあげた。

　ウィルスの背中が見えた。相変わらず無様な歩みを進めている。

「消えろ」隆生は命じた。「おまえは存在してはいけないものだったんだ」

　ウィルスは巨きよ体たいを震ふるわせ、隆生に顔を向けた。そして、か細く哀あわれな断だん末まつ魔まをあげる。

　もともと半はん透とう明めいであったものがさらに透明に近づき、やがて消えた。

　どのような形であれ、ウィルスは消えたのだ、と始まりの神は確信した。

　なすべきことはすべて終わったと感じかけた刹せつ那な、つぶしてしまった研究所のことを思い出した。

　あの中には人がいたにちがいない。

　もしも、殺してしまった人間がいるなら、生き返れ、と念じた。

　建物の残ざん骸がいから人が這はい出してくるのを確かめて、隆生は微笑ほほえんだ。

　今度こそ終わった、と思ったとき、立ちくらみに似た症しよう状じようが隆生を襲おそった。

　つぎの瞬しゆん間かん、彼はごく当たり前の人間の大きさに戻り、さっきまで動いていた土ど砂しやの堆たい積せきの傍かたわらに佇たたずんでいた。

　足元に兎うさぎがいた。

「ツユネブリなのか……？」隆生は兎を抱だきあげた。

「そうですよ」こたえたのは兎ではなかった。

「もうほとんどただの兎です。ぼくも月の神に相応ふさわしい力を取り戻すことはもうないでしょうねぇ」ツクヨミから伊勢滋也に戻った青年は、隆生に微笑みかけた。「新しい世界を創つくるつもりがないのはほんとうですか？」

「ええ」隆生は頷うなずいた。

「よかった。きみを殺さずにすみます」

「そのときは返り討うちするつもりでしたけど」

「まあ、そうなるでしょうね。始まりの神を殺すのは並なみ大たい抵ていのことではありません」滋也は地面に坐すわりこんだ。

　隆生と滋也を呼ぶ声がした。楓と結宇が駆かけ寄ってくる。

「幽ゆう霊れいたちは？」隆生は楓に訊きいた。

「消えてしまったわ」楓はこたえた。

「まさか、永遠に？」

「あんた、そう念じた？」

「いや、とんでもない」

「それなら、どこかそのへんにいるんじゃない？　案外、一足先にグリーン・ハイツに帰っていたりして」楓は眉み間けんに皺しわを寄せ、「そういえば、ここ、どこよ」

「さあ」隆生は首をひねった。

「さあってことはないでしょ。あんたが連れてきたんじゃない。帰るのにいくらかかるんだろう。あんた、お金持ってる？」

　隆生は慌あわてて財さい布ふを探さがした。

「太陽がのぼります」滋也がいった。「宇宙の歴史のなかで最も重要な夜が明けます」

　隆生は山の稜りよう線せんから顔を覗のぞかせる太陽に目を細めた。

「なんだか、ずっと朝が来ないみたいに感じてました」結宇が告白した。

「わかりますよ。よくわかります」滋也はいった。

「きみはこれからどうするんだ？」財布を探すのを諦あきらめて、隆生は結宇に尋たずねた。

「よくわかりませんけど、親しん戚せきもいますから。お父さんだって死んだと決まったわけじゃないですから」

「あとのことはとりあえず一ひと眠ねむりしてから考えたら？　あんただって、大家さんからの仕事の後始末をつけなくっちゃ」楓がいった。

「そうなんだ」隆生は呻うめいた。「グリーン・ハイツ、まだあるんだろうな」

「そのためにもとっとと帰らなきゃ。財布はあったの？」

「ないみたいだ。でも、心配は要いらない」

「ほう。その心は？」

「研究所の人がいるだろう。ここがどこか教えてくれるだろうし、うまくすれば金だって借りられる」

「でも」結宇が心配そうに、「イフカの人たちなんでしょう。危ないことないですか？」

「大だい丈じよう夫ぶです」滋也が請うけ合った。「そのときは、彼がまた神になってくれますよ」

　こうして一同は研究所があった場所をとりあえず目指すことにした。

　むこうからも人が近づいてくる。いかにも研究員らしい白衣姿や警備員らしき制服姿に混じって、くたびれたスーツを着た中年男がひとりいた。

　その中年男が立ち止まって手を大きく振った。

「どうしたの？」気き遣づかわしげに、楓が結宇に声をかけた。

　しかし、少女はこたえず、目に涙なみだをいっぱいにためて、中年男のほうへ走りだす。

　あたりはもうすっかり朝だった。

























　隆生は目を覚まし、窓に近寄った。カーテンなどといった洒落しやれたものはつけていないので、朝の光が遮さえぎられることなく射さしこんでくる。

　一見、長閑のどかな朝だ。

　だが、ちょっと外を散歩すると、長閑とはとてもいえない風景が目に飛びこんでくることを隆生は知っていた。神々の戦いによる傷きず跡あとは至る所に残っているのだ。

　研究所の人々を生き返らせたように、あの夜のこともなかったことにできないか、と試みたが、虚むなしい結果に終わった。

　たぶん、それを思いついたときには、無意識のうちに自分をただの人間と見なしていたからだろう。そう、イザナミとの戦いの決着がつき、もとの大きさに戻もどったとき、始まりの神という呪のろいからはもう解放されたのだ、とすっかり安心してしまったのだ。

　悔くやんでみても、いまさら力は戻らない。

　あの夜のことについては、様々な人間が説明を試みている。昔なら、集団ヒステリーの一言で片づいたかもしれないが、あいにく最近はどこの家庭にもビデオカメラがあり、電話もできるカメラを持ち歩いている人間がたくさんいる。もちろん、マスコミも駆かけつけていた。その結果、無数の映像記録が残ってしまったのだ。

　とくに隆生を悩なやましたのが、繰くり返し放送された映像で、それには空を飛ぶ巨きよ大だいな兎うさぎがはっきりと映っていた。幸いなことに、それに乗っている人間が特定できるほど鮮せん明めいではないが、どこかに隆生の顔がばっちり写った写真があっても不思議ではなかった。いや、ないほうがよほど不思議だ。

　多くの映像証しよう拠こにもかかわらず、すべてを幻げん覚かくで説明しようとする人間もいた。集団幻覚にとらわれた人々が念写で映像を記録した、というのだ。この考えは、数多い憶おく測そくのなかでは比ひ較かく的てきましな妄もう想そうと受け止められているようだ。

　推測のほとんどは、ビデオやデジカメに写ったとおりのものが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしたと考えたほうがはるかに合理的に感じられるものだった。

　そんななかで、いちばん合理的だと考えられているのは、これが大がかりなジョークだというものだった。つまり、質たちの悪い集団が街のあっちこっちを放火したり爆ばく破はしたりしてまわり、あらかじめＣＧで創つくりあげておいた映像を公開して、世間の反応を楽しんでいる、というのだ。

　もちろん、かなり無理のある説明だ。そんなジョークを仕し掛かけるのにはいったいどれだけのマンパワーとコストがかかるか、そして死者まで出した悪ふざけが実行までまったく漏もれなかったのはなぜか──それを考えただけでも非常識な説だとわかる。しかも、主要マスコミの記者も事件を体験し、カメラマンは映像を収めている。彼らも悪戯いたずらと呼ぶにはあまりにも凶きよう悪あくなこの犯罪の協力者だということにしなければならない。

　しかし、警察はこの説を受け入れなければならないほど、追いつめられていた。すでに何人か、衝しよう撃げき的な映像をとった市民が事情聴ちよう取しゆを受けているらしい。

　気の毒だと思うし、責任を感じないわけではなかったが、隆生にできることはなにもなかった。警察に自首して、真実を語ったところで相手にされないだろう。

　いまはひたすら、人々がこの事件のことを忘れてくれることを願うしかなかった。この点に関しては楽観していた。何年かおきにこの事件に関する突とつ飛ぴな解かい釈しやくを主張する書しよ籍せきが出版されることは避さけられないだろうが、世間の関心の中心からは外れつつある。

「伊勢さん、伊勢楓さん、郵便です」玄げん関かんで声がした。「いないんですかぁ～」

　隆生はキッチンに降りていった。いい匂においが漂ただよっている。

「郵便だって」と楓に教えてやる。

「きこえているけど、いま、手が離はなせないの」

「そう」

　隆生はホールに出た。

「あなたが伊勢楓さん？」当然のことながら、郵便配達員は不ふ審しんそうな眼めをした。「ご家族のかた？」

「いえ、ちがいますけど……」

「そうですか。部屋は何号室か知っていますか？」一通の封ふう書しよを手にした配達員は訊きいた。

「二〇二号だったっけな」

「どうも。ご本人を知っているなら、ちゃんと郵便受けに名前を書くようにいっておいてください。どれに入れていいのか、わからないから。せめて宛あて先さきに部屋番号まで書いてあればよかったんですがね。ま、これはあなたにいってもしかたないか」早口でいうと、配達人は出ていこうとした。

　どうやらポストに入れるつもりらしい。

「あの、よかったら、渡わたしておきますけれど」隆生は声をかけた。「本人はいま手が離せないって……」

「いえ、せっかくですが。信書を家族でもないかたに渡せるわけないでしょう」生き真ま面じ目めな配達員は郵便受けに手紙を入れた。

　彼の職業的プライドを尊重するために、配達員が完全に視界から消えるのを待って、隆生は部屋番号しか書いていない郵便受けから手紙を取り出した。どうせ楓は郵便受けなど覗のぞく習慣がない。手紙が来ているのを知っていても、確かく認にんするかどうか疑問だった。

　差出人は村西結宇だった。

　ふたたびキッチンに戻もどって、楓に声をかける。「結宇くんからだ」

「へえ。読んで」

「先に読んでいいのか」

「そうじゃなく、声に出して読んでってこと」なにかを搔かき混ぜながら、楓はいった。

「ああ、手が離せないからね」

「そうじゃなくて、字が読めないのよ」

　隆生は驚おどろいた。

「そんな顔することないでしょ。あたし、学校に行ってないのよ」

「はあ、なるほど」

　隆生は封ふうを切り、手紙を取り出し、読みはじめた。

「拝はい啓けい、伊勢楓様。

　そちらの皆みなさんはお元気ですか。

　わたしは落ち着きました。ちゃんと学校にも行っています。

　父も元気です。

　無断欠席を何日もつづけたものだから、何をしていたのかって、友達にも先生にも聞かれます。でも、まさか本当のことを言うわけにはいきません。そんなことをしたら、頭のおかしい人だと思われてしまいます。

　理由は父が考えて、先生にも言ってくれました。外国に住んでいる親しん戚せきが急に亡なくなったので、その後始末のために日本を離れていたんだってことにしたんです。

　それにしても、連れん絡らくはできたはずだって、担任の先生に父はひどく叱しかられていました。

　父は昔から噓うそをつくのが下手なんです。

　この噓もあんまり信用されていないみたいで、本当の事、白状しなさいよって友達に言われました。わたしがなにか犯罪に巻き込まれたんだって思っている子もいるみたい。

　でも、あの夜の事件と結びつけている人はいないみたいで、一安心です。どんな仲のよい子にも言うつもりはありません。わたしもあの夜のことが本当にあったとは信じられずにいます。

　こんなこと書くと気を悪くされるかもしれないけれど、楓さんや他ほかの人たちとも夢の中で会ったんじゃないかって気がします。

　父も記き憶おくが混乱しているようで、自分が殺されたはずだ、なのになぜ生きているんだろう、なんていっています。

　やっぱり父がいっぺん死んだのは本当のことなんでしょう。菊名さんのおかげで生き返ったんだと思います。すごく感謝しているって、菊名さんに伝えておいて下さい」

「よかったじゃない」と楓。

「まあな」照れくさい思いをしながら、隆生は続きを読んだ。

「けれど、菊名さんのおかげで生き返ったんだってことも父には言っていないんです。うまく理由を説明できませんが、それは言ってはいけないような気がするんです。でも、父の分もわたしが感謝しているって、菊名さんに伝えておいて下さい」

　まあ、いいか──隆生は思った。たしかにあの超ちよう常じよう的てきな夜を経験したものでさえ、宇宙の法則を変える力を持った神が貧びん乏ぼう生活をしているなどとは信じられないだろう。まして、結宇の父親はあのとき、死んでいたのだ。手紙には書かれていないが、おそらくいまでもイフカを、生物兵器の開発に走った、倫りん理りの著いちじるしく欠けた企き業ぎようとしか認にん識しきしていないだろう。

「それで終り？」楓が促うながした。

「いや」隆生は音読に戻った。

「それから、滋也さんやツユネブリや幽ゆう霊れいの皆さんにもお礼をしたいのです。でも、こんな事も書くのはいけないのかなと思いつつ書いてしまいますけど、会うのが怖こわいんです。

　誤解しないで下さい。決して皆さんのことが怖いわけじゃないんです。これもうまく言えないのですけれど、会ってしまうと何か悪いことが起こりそうな気がするんです」

　結宇は不安でもあるのだろう。あの夜のことを口にしたとたん、せっかく戻ってきた日常が崩くずれてしまうのではないか、と。

　隆生も同じ不安を抱かかえていた。あの夜、これからの宇宙の有あり様ようが決まった夜のことは、滋也や楓とさえ話し合ったことはない。

「会いたい気持ちも会いたくない気持ちも、どちらもわたしの本当の気持ちです。

　そして、感謝の気持ちは噓ではないです。

　生活は落ち着きましたけれど、心の整理が着くのはもうちょっと先かもしれません。その時は楓さんや皆と会う決心が付くのだと思います。それも、きっとすごく会いたくなると思います。その時はぜひ、会って下さいね。

　かしこ。

　村西結宇より」

「なんか複雑な気分ね」楓は感想を口にした。「でも、あたしは畏おそれられるのには慣れているから、どうってことないわ。さて、朝ご飯ができた。運ぶの、手伝って」

「わかった」隆生は炊すい飯はんジャーに手を伸のばした。

「あ、やっぱりいいわ。それより、あいつを呼んできて」

　あいつというのは、もちろん滋也のことである。

　月の神は膨ぼう大だいな本を箱はこ詰づめしているところだった。書しよ籍せきはあらかた箱に収まっているようだ。

「さすがに処分する気になったんですか？」隆生は尋たずねた。

「いえ、楓からきいていませんか？」と滋也。「ぼくらは引っ越こしするんです」

　隆生は驚おどろいた。「突とつ然ぜんですね。でも、どうして？」

「ぼくらはあまり一所に永く留とどまれないのですよ。なにしろ歳としをとりませんから。なるべくご近所づきあいはしないようにしているのですが、それでも限界があります。もうここに住んで五年です。そろそろだれかが不ふ審しんに思いはじめるでしょう」

「それはわかりますが、あまりに急すぎる」

「ちょっとした事件がありましたからね。あの事件にぼくらが関係している、と思われているかもしれません」

「まさか」

「杞き憂ゆうだといいのですが」滋也は窓から外を見た。「疑いを持っていそうな人がやってきましたよ」

　つられて、隆生も外を見た。風本親子がグリーン・ハイツに入ろうとしているところだった。
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「もっと早く来たかったのですが、例の事件の対処に追われまして」グリーン・ハイツの所有者にして隆生の雇やとい主である風本は上うわ目め遣づかいで隆生を見た。「それで、除じよ霊れいのほうはどうですか？」

「もう大だい丈じよう夫ぶです」力強く隆生は頷うなずいて見せた。彼らとの話はついているのだ。

「それはよかった」と風本。「しかし、信用していいんでしょうね」

「父さん」息むす子この大だい輔すけが小声で窘たしなめた。「失礼じゃないか」

「いいんです」隆生は気にしていない風を装よそおった。「信用できないとおっしゃるのもごもっともです。しかし、どうやって証明すればご満足いただけるのか……」

「いや、信用していないというわけでは」風本は弁解めいたことを口にし、「しかし、ずいぶん予定より早いのではないですかな」

「早ければ早いほどいい、と思いましたが……」

「それはそうです」風本の表情は暗い。「つかぬことをお尋ねしますが……」

「なんでしょう？」

「このあいだの事件、このアパートと関係はないでしょうね」

「関係とは？」隆生はとりあえずとぼけた。

「はっきりとわかりませんが、いつぞやのお祓はらいのときに出たみたいな化け物がたくさん出現したのですよ。関係ないはずがない、と思いますが」

　今度は大輔も父親を制止しようとはしなかった。むしろ興味津しん々しんといった面おも持もちで隆生の答えを待っている。

「しかも、あの事件があったのは、菊名さんのお師し匠しようさんが結界を張るということで、わたくしどもが四カ所の物件をご紹しよう介かいしたその夜に起こったのですよ」風本は興奮してきた。「しかもですよ、わたくしどもの調査によると、事件はもっぱらその結界のなかで起こってるんです」

　隆生といえども、こういう展開になることは予測していた。したがって対応方法も用意してある。もっとも、用意したのはもっぱら滋也だったが。あの性格の悪さはこういうときにはたいへん重宝する。

「おっしゃるとおりです」対処方法の第一は関係があると認めることだ。「あの事件はおれの未熟のせいです」

「やっぱり！」

「それで、いまおっしゃったことをだれかに話しましたか？」

「いや、とんでもない」風本は首を振ふる。

　対処方法の第二は、風本に自分が共犯者であると思わせることだ。

「そうですか」重大な決意を秘ひめているようにきこえればいいな、と願いつつ、「あんなことになって、深く反省しています。いっそ名乗り出るべきではないか、と」

「それはやめてください！」風本はいった。

「ええ。自分だけのことなら潔いさぎよくすべてを世間に話すべきなのですが、どう考えても風本さんにもご迷めい惑わくがかかる。それで、せめてご相談の上で、と思っていたのですが、なかなかこちらから出向く決心がつきませんで……」

「いや、わかります」風本は汗あせを拭ぬぐった。「できれば、これからも内密にしておいてください」

「しかたありませんね」隆生は頷うなずいた。

「それで、除霊が完かん了りようしたというのは本当なのですか」と大輔。

「ええ。もし完了していなければ、いまもあの夜のように魑ち魅み魍もう魎りようが徘はい徊かいしているはずです」

「あれはどういった存在なのですか」大輔は身を乗り出した。

「実は一連の霊現象はこのアパートだけの問題ではなく、この地域が広い範はん囲いに渡わたって穢けがされていて、つまりこのアパートはその中心にすぎず……」隆生は、滋也のでっちあげた噓うそ八はつ百ぴやくを思い出しながら、話しはじめた。

　大輔が真しん剣けんに耳を傾かたむける姿に、隆生は罪悪感を覚えた。

　風本親子は隆生の説明に納なつ得とくした様子だった。

「よかった」風本が安あん堵どの溜ため息いきをつく。「いえね、今度の事件で家を失った人がたくさんいましてね、このアパートにも入居者を受け入れないとどうしようもないんですよ。幽ゆう霊れいがいないのなら安心だ」




　　　　＊




　風本親子を送り出すのと入れ替かわりで、滋也が応接室に現われた。「うまくやったみたいですね」

「滋也さんのおかげです」といちおう、礼をいって、「でも、なんだか、おれ、汚よごれちまった気分ですよ」

「もっと胸を張ってもいいと思いますよ」滋也はいった。

「けれど、人死にが出ているんですよ」

「それがどうかしたのですか？」滋也は不思議そうに、「きみは人類を救ったのですよ。本来なら六〇億の死者が出るはずだったのを、たかだか数十人の被ひ害がいで食い止めた、と考えれば、むしろ自分の功績をだれも信じてくれそうにないことを怒おこるべきなのではありませんか」

「おれは小市民なんですよ」と隆生はいったが、その一言でずいぶん気持ちが軽くなったのも事実だった。

「まあ、きみの価値観に容よう喙かいするつもりはありません」滋也は静かに、「ところで、さっきから楓が怒っています。せっかくの朝食が冷めてしまった、と」

　隆生は慌あわてて、楓の部屋へ行った。

　今回ばかりは、滋也の言葉に噓うそ偽いつわりはなかった。楓は隆生を睨にらみつけた。

「先に食べていてくれればよかったのに」隆生はいった。

「そういうわけにはいかない」と楓。「あたしらは昼にはここから出るんだから」

「今日なのか？　それも昼だって？」隆生は呆ぼう然ぜんとした。

「そう。だからこれがあんたとの最後の食事。とっとと坐すわって。食器が片づかないと、荷造りが終わらない」

「そんなに急がないといけない理由があるのか」

「そんなに急いでいるつもりはないけれど」と楓。

「そう、価値観の違ちがいというものですよ」滋也もいった。

「はあ。まあ、とにかくいただきます」

　最後の晩ばん餐さんならぬ最後の朝食が始まった。メニューは鶏とりの鍬くわ焼やきに小松菜のおひたし、大根と水菜のサラダ、茄な子すの味み噌そ汁しるだった。冷めてはいたものの、それでもじゅうぶん旨うまかった。だが、これが最後だと思うと、しみじみと寂さびしさがこみあげてくる。

　ツユネブリはごく普ふ通つうの兎うさぎに見えた。彼の食事が人にん参じんなどではなく、鶏肉の鍬焼きであることが、隆生をちょっと安心させた。

「それで、どこへ引っ越こすの？」隆生は訊きかずにはおられなかった。

「まだ決まっていない」楓はこたえた。

「決まっていないって……」隆生はふたりの顔を見比べた。「滋也さん、あの本はどこへ送るつもり？」

「岩いわ御み座くら神社を覚えていますか？」

「ええ」忘れるわけがない。イフカの社員のひとりを葬ほうむった場所だ。「あそこに預けるんですか」

「いいえ。あの神社は無人ですから管理がなっていない。あんなところに預けては、本が傷いたんでしまいます。あの神社のようにぼくたちに縁えんのある神社がいくつか存在するんです。そのひとつに預けるんですよ」

「住むところはこれからゆっくり探すわ」楓がいった。

「見つかるまでここにいればいいのに」未練がましく隆生はいった。

「そういうわけにはいかないのです」滋也が説明した。「幽霊たちほどではありませんが、ぼくたちも住む場所を選びます。ここを探すにも一年以上、かかりました。これからしばらく旅をしなければなりません」

「日本中を旅するんだ」

「今度は外国に住むのもいいかな」と楓。

「それもいいですね」滋也は静かに、そして作業のように味噌汁を啜すすった。

　一いつ緒しよに行きたい、と頼たのむことも考えたが、隆生はその代わりに訊いた。「それできみたちに連れん絡らくをとるのにはどうすればいい？」

　滋也と楓は顔を見合わせた。いまのいままでそんなことは考えたこともなかった、といった風情ふぜいだ。

「そうですね」と滋也。「きみもここを離はなれるつもりですか？」

「そのつもりです」さっきの会見で感じとったところでは、これから居い心ごこ地ちが悪くなるのは明らかだった。風本はここをもとのおしゃれな女性専用アパートにしたがっている。ちょうど滋也も出ていくことだし、隆生にたいしても除霊がすんだのなら一刻でも早く出ていってほしい、と考えていることが手に取るようにわかった。たぶん、今週のうちにも出ていくことになるだろう。荷物がないから、引っ越し業者を呼ぶ必要もない。

「それじゃあ、本を預ける神社の場所を教えますよ。用があったら、そこへ伝言しておいてください。いつになるかわかりませんが、こちらから連絡しますよ」

「わかりました」とても現代のはなしとは信じられない悠ゆう長ちような話だが、自分たちの関係に相応ふさわしい連絡方法なのかもしれない、と隆生は思った。

「それで、あんたのほうはこれからどうするの？」楓が訊いた。

「とりあえず家に帰るよ」隆生はこたえた。

　家に帰って、両親と昔のことを語り合いたかった。まだ菊名隆生ではなかった頃ころの話を。そうすれば、母の心も健すこやかさを取り戻もどすかもしれない。

「いいことね」と楓。

「きみたちは引っ越してどうするの？　これまでどおりかな」

「どうするというより、どうなる、といったほうが正しいでしょうね」滋也がいった。「妣神の命とのちょっとした諍いさかいのおかげで、いま、現実はすこし柔やわらかくなっています。でも、ふたたび硬かたくなっていくでしょう。いつまで歳としをとらないでいられるのか、ぼくにはわかりません。まして、楓には」
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「そのとおりだけど、なんか気分悪い」楓はお茶を淹いれながらいった。

「ひょっとすると、ぼくたちは一いつ瞬しゆんのうちに消えてしまうのかもしれません」滋也は微笑ほほえんで、「どちらにしろ、すぐ変化が訪おとずれるわけではありません。それまではたしかに、これまでどおり本を読んで過ごしますか」

「あたしはもう飽あきちゃったな、あっちこっち見て回るのも」楓は嘆たん息そくした。

「なにか趣しゆ味みを見つけなさい」滋也は珍めずらしく命令口調で、「書に親しむというのもいいものですよ」

「いやよ、辛しん気きくさい」楓は即そく座ざに却きやつ下かし、「あたしがいちばんやってみたいことはね、子育てなんだ」

　滋也はぎょっとした表情を見せた。

「安心してよ、あんたに協力しろ、なんていわないから」楓は横目で一いち瞥べつし、「とにかく歳をとるようになったら、子どもをつくって育ててみたい。あたし、人間だった頃にも子どもを産んでいないから」

「いい子に育てばいいね」隆生はまだ見ぬ楓の子どもを密ひそかに祝福した。
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　滋也と楓、そしてツユネブリが出ていって、三日目の午後、グリーン・ハイツの前に赤あか帽ぼうの軽トラックが停とまった。

　隆生はちょうどグリーン・ハイツから出るところだった。

　赤帽の軽トラックの傍かたわらで若い女性が作業員と話しているのを見かけた。ＯＬかもしれないが、大学生のように思えた。新しい入居者だろう。

　しかし、声をかけることはしなかった。

　隆生はもう退去するのだ。荷物は古いノート・パソコンと数着の着き替がえ、その他。バッグ一つに収まる。

　全財産を肩かたから提さげて、隆生はグリーン・ハイツをあとにした。

「ちょっと待ちなよ」耳元でコンの声がした。「おまえにゃ思い入れもなにもないだろうけど、あたしらにとっちゃ永く住んだお屋や敷しきなんだ、もうちょっと名残なごりを惜おしませておくれよ」

「わかったよ」隆生は立ち止まり、グリーン・ハイツを振ふり返った。

　このアパートに巣くっていた幽ゆう霊れいたちは隆生を傘かさとして退去することに合意した。幽霊たちにしても、好きでグリーン・ハイツに住んでいたわけではないのだ。ほかに選せん択たくの余地がなかったというにすぎない。

　どんな場所が幽霊にとって快適なのか見当もつかないが、ともかく安住の地へ連れて行くことを、隆生は約束したのである。

　自分の力を自覚して以来、幽霊を連れ歩くのはずっと楽になった。そこにいることを知っていても、具現化しないように気をつけていればいいのだ。数を読みながら意識を逸そらす必要はもうなかった。

　どこか幽霊にとっての安住の地を見つけ出すことができたら、商売のやりかたが変わる。好きでもない場所から出ることのできない、哀あわれな霊をそこへ連れて行ってやるのだ。退たい魔ま師しという看板を下ろさずにすみ、いままでよりずっといい気分で仕事ができる。

　新しい宇宙を創造するのに比べればささやかな仕事かもしれないが、それなりに意義があることだろう。

　幽霊にとっての安住の地を見つけるのは急がなければならない。なにしろそれまでプライバシーというものがない。

　だが、その前に隆生は自分自身の安住の地に立ち寄るつもりだった。

「もういいだろう」入居者が不ふ審しんそうな目でちらちらこちらを窺うかがっているのに気づいて、隆生は幽霊たちにいった。

　いくつもの幽霊たちの同意が伝わってくる。

　隆生は身を翻ひるがえし、家路についた。





【月と闇やみの戦記・了】　　









　あとがき







　というわけで、『月と闇の戦記』全三巻、完結でございます。

　連れん載さい分ではなかったエピローグを書き下ろしましたので、「ザ・スニーカー」誌で読まれたかたも、よろしかったら手に取ってみてください。

　さて、前作の『月と炎ほのおの戦記』では物語の結末近くまで夜が明けることがありませんでした。この『月と闇の戦記』も第三巻に限っていえば同じです。しかも、『炎』では事情により太陽が昇のぼらないだけで、時間的にはそれなりに永かったのに対し、こちらは正しよう真しん正しよう銘めい、夕方から翌日の朝までが語られます。

　夜がつきものなのは、物語の性格上、しかたがありません。

　結末は最初に思っていたところになんとか落ち着きました。

　しかし、短編ならともかく長編を書いていると、ときどき自己主張の激しすぎるキャラクターというのが出てきます。本作の場合はコンをはじめ、幽霊の皆みなさんたち。最初は隆生がグリーン・ハイツというフィールドに関かかわるきっかけにすぎず、コンにしても名無しの少女幽霊というぐらいにしか考えていなかったのですが、しだいに人物像がくっきりしてきて、扱あつかいにくくなってきました。あんまり幽霊ばかり活かつ躍やくしてしまっては作者としてはたいへん困るので、なるべくコン以外は目立たないようにしなければなりませんでした。

　そして、幽霊たちが結末でどうなるかということはまったく考えておりませんでした。幸福なのか不幸なのかよくわからない結末になってしまいましたが、幽霊にとって真の幸せとはなにか、というテーマについて考えはじめると、別の物語になってしまいそうなので、これでいいかな、と思います。

　とりあえず、隆生には最後の最後で主人公らしい活躍をさせてやれたのには満足しています。わたしの数少ない作品の伝統として、主人公の影かげが薄うすいというものがあり、この作品も例外ではなかったもので。

　それでは、本作を楽しんでいただけたのなら、幸いです。

　またいつかどこかでお会いしましょう。




　　平成一五年一〇月某ぼう日じつ
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